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特
集
・
P
I
S
A
型
対
応「
基
礎
的
読
解
力
」指
導
法

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年5月15日発行（毎月1回15日発行）第522号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「くちばし」 算数「あわせていくつ　ふえるといくつ」
小学２年　国語「スイミー」 算数「位を書く」
小学３年　国語「自然のかくし絵」 算数「大きな数の読み方」
小学４年　国語「いろいろな意味をもつ言葉」 算数「角度の測り方」
小学５年　国語「古典の世界（一）」 算数「比例」
小学６年　国語「３字以上の熟語の構成」 算数「比とその利用」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「くちばし」 算数「あわせていくつ　ふえるといくつ」
小学２年　国語「スイミー」 算数「位を書く」
小学３年　国語「自然のかくし絵」 算数「大きな数の読み方」
小学４年　国語「いろいろな意味をもつ言葉」 算数「角度の測り方」
小学５年　国語「古典の世界（一）」 算数「比例」
小学６年　国語「３字以上の熟語の構成」 算数「比とその利用」

中学校の授業実践
英語「生徒のやる気を引っ張り出す」
音楽「授業で心を充電」

特集 P ISA型対応
「基礎的読解力」指導法
PISA型対応
「基礎的読解力」指導法

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

今注目の読解力低下問題！
TOSSの読解力指導法はすべての子供に
学力を保障する‼

今注目の読解力低下問題！
TOSSの読解力指導法はすべての子供に
学力を保障する‼



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

『
教
育
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ー
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ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

ジャンボ ホワイト・
TOSSノート
　スタートキット  6,000円（税込）
　追加用３枚セット 10,000円（税込）
１回のご注文につき「TOSSメモ（赤）」
を１個プレゼント。
パスワード：2zn7yu

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

定価140円（税込）を
キャンペーン価格に！
MYノート 各色　120円（税込）
TOSSノート 各色　120円（税込）
１回のご注文につき「ミニ定規」を
１本プレゼント！　
パスワード：qpez82

五色百人一首
　スタートキット 　2,000円（税込）
　取り札・読み札 各1,100円（税込）
１回の注文につき「五色百人一首
しおり」を1セットプレゼント！
パスワード：evb1lt

４月号
で紹介！

５月号
で紹介！

　３年、４年と２年間担任した学級の「お別れ会」の写真。私がお別れ会やお楽しみ会で毎回重視するの
が「教室の飾り付け」だ。できる限り派手に企画させる。子供たちに「教室をパーティー会場に変えよう」
と呼び掛けて心に火を付ける。「飾り付け」によって子供たちの日常を非日常に変えることができる。子供
たちのテンションは最高潮に達する。毎回、私が飾り付けにこだわるのは、かつて向山洋一氏が、校長室
の家具などまで教室に持ち込んでパーティーをするという実践を残しているからだ。学年の最後に向山氏
が行ったような「圧倒的な思い出」を作ってから進級させたいと考えている。

日常を非日常に変える教室の飾り付け。

⇧２年間の感謝を一人一人が
桜の花びらにつづる。

⇦天井は折り紙で作ったチェーン
と、丸めた新聞紙の周りを花紙で
飾ったミラーボールを付けて、
立体的に飾り付ける。

⇦友達への感謝だけではなく、
教師への感謝を書いてくれる
子もいる。教師冥利につきる。

⇧黒板には「お別れ会」のタイトル表記と
「プログラム」が書かれている。この日だけは
オールカラーのチョークを準備する。

TOSS青梅教育サークル 村
むら

野
の

 聡
さとし
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三
年
生
の
理
科
。

　

教
室
で
チ
ョ
ウ
の
飼
育
を
し
て
い
る
と
、
ア

オ
ム
シ
が
虫
か
ご
の
ふ
た
な
ど
に
サ
ナ
ギ
を
つ

く
る
。
ま
た
、サ
ナ
ギ
の
糸
が
切
れ
て
し
ま
い
、

宙
ぶ
ら
り
ん
に
な
っ
て
い
た
り
、
虫
か
ご
の
底

に
落
ち
て
い
た
り
す
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
観

察
が
し
に
く
く
、
羽
化
が
失
敗
す
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
こ
で
、サ
ナ
ギ
の
糸
は
切
っ
て
し
ま
い
、

見
や
す
い
所
に
貼
り
付
け
る
と
良
い
。

　

布
に
木
工
ボ
ン
ド
で
貼
り
付
け
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
黒
板
な
ど
、
観
察
が
し

や
す
い
場
所
に
移
動
で
き
る
。運
が
良
け
れ
ば
、

羽
化
の
瞬
間
を
子
供
た
ち
と
観
察
で
き
る
。

　

三
時
間
目
の
国
語
の
時
間
。

　

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
サ
ナ
ギ
か
ら
出
る
瞬
間

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ナ
ギ
か
ら
抜
け
出

る
ま
で
の
僅
か
な
時
間
。
教
室
は
「
頑
張
れ
、

頑
張
れ
」
の
大
合
唱
。
素
敵
な
時
間
を
ク
ラ
ス

み
ん
な
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

「
サ
ナ
ギ
の
糸
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

「
サ
ナ
ギ
が
よ
く
見
え
な
い
な
あ
」

「
チ
ョ
ウ
に
な
っ
た
け
ど
、狭
い
虫
か
ご
で
、

羽
が
伸
び
な
い
な
あ
」

　

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
サ
ナ
ギ
を
ボ
ン
ド

で
布
に
貼
っ
て
観
察
さ
せ
る
。

　

モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
小
さ
な
サ
ナ
ギ

な
ら
一
か
所
。
ア
ゲ
ハ
な
ど
の
大
き
い
サ
ナ

ギ
な
ら
二
か
所
に
ボ
ン
ド
を
付
け
る
と
安
定

す
る
。

　

布
に
ボ
ン
ド
を
出
し
て
か
ら
サ
ナ
ギ
の
腹

を
置
く
よ
う
に
貼
る
と
、
上
手
く
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

チ
ョ
ウ
の
サ
ナ
ギ
は
木
工
ボ
ン
ド
で

黒
板
に
サ
ナ
ギ
を
ペ
タ
リ
。
感
動
の
瞬
間
を
い
つ
で
も
観
察
で
き
る
状
態
に
！

千ち

葉ば 

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目で分かる指導のコツ写真
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林は
や
し 

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校

　

教
育
技
術
研
究
所
か
ら
、
新
教
具
が
開
発
・

販
売
さ
れ
た
。

「
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」

　

お
薦
め
だ
。

　

特
に
、
若
い
先
生
に
お
薦
め
で
あ
る
。

　

な
ぜ
か
？

　

裏
表
紙
に
「
５
つ
の
法
則
」
が
あ
る
か
ら
だ
。

「
き
れ
い
な
ノ
ー
ト
を
書
く
５
つ
の
法
則
」
が

書
い
て
あ
る
。
こ
こ
が
お
薦
め
だ
。

　

私
が
二
十
代
の
と
き
。

「
ノ
ー
ト
は
ゆ
っ
た
り
使
い
ま
す
。
問
題
と
問

題
の
間
は
指
二
本
分
空
け
ま
す
」と
指
示
し
た
。

　

一
部
の
高
学
年
女
子
が
反
抗
し
た
。

「
な
ぜ
で
す
か
？　

も
っ
た
い
な
い
で
す
」

「
お
母
さ
ん
も
、
も
っ
た
い
な
い
っ
て
言
っ
て

い
ま
す
！
」

「
そ
の
方
が
賢
く
な
る
か
ら
で
す
」
と
私
は
返

し
た
。
女
子
は
し
ぶ
し
ぶ
従
っ
て
い
た
。

　

も
し
あ
の
と
き
、「
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
を
使
わ

せ
て
い
た
な
ら
ば
、私
は
違
う
言
い
方
を
し
た
。

「
ノ
ー
ト
の
裏
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
勉
強
が
楽
し
く
な
る
、
学
力
が
伸
び
る
秘
密

が
書
い
て
あ
り
ま
す
」

「
き
れ
い
な
ノ
ー
ト
を
書
く
５
つ
の
法
則
」

「
法
則
１
か
ら
読
ん
で
ご
ら
ん
な
さ
い
」

　

続
け
て
、
法
則
２
、３
と
読
ま
せ
て
い
く
。

「
み
ん
な
も
ま
ね
し
て
、
き
れ
い
な
ノ
ー
ト
を

書
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
」

　

二
十
代
の
林
に
は
、
権
威
が
な
か
っ
た
。

　

こ
の
先
生
の
言
う
こ
と
を
聞
け
ば
、
賢
く
な

る
ん
だ
、
算
数
テ
ス
ト
で
一
〇
〇
点
が
取
れ
る

ん
だ
、
と
い
う
知
的
な
権
威
が
な
か
っ
た
。

「
権
威
が
な
い
か
ら
」
と
落
ち
込
む
こ
と
は
な

い
。
権
威
を
借
り
て
く
れ
ば
よ
い
。

「『
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
』
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
に
し

て
い
こ
う
ね
」と
権
威
を
借
り
れ
ば
よ
い
の
だ
。

　

ほ
か
の
場
面
で
も
同
じ
だ
。

◆
消
し
ゴ
ム
で
間
違
い
を
消
す
子

「
間
違
う
た
び
に
消
し
ゴ
ム
で
消
そ
う
と
す
る

子
供
」
が
い
た
場
合
。『
糸
川
英
夫
の
頭
を
良

く
す
る
法
』（
糸
川
英
夫
著　

Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
ズ
）
を
紹
介
す
る
。

「
こ
の
本
に
『
間
違
え
た
ら
消
し
ゴ
ム
で
消
さ

な
い
で
、
大
き
く
バ
ッ
テ
ン
を
つ
け
な
さ
い
。

そ
う
し
て
お
け
ば
ノ
ー
ト
を
見
る
た
び
に
そ
の

間
違
い
が
わ
か
る
か
ら
、
同
じ
間
違
い
を
二
度

と
し
な
く
て
す
む
ん
だ
よ
』（
一
二
六
ペ
ー
ジ
）

と
書
い
て
あ
り
ま
す
よ
」
と
話
す
。

◆
写
す
こ
と
を
ず
る
い
と
言
う
子

「
写
す
の
も
お
勉
強
で
す
」
と
い
う
教
師
の
言

葉
に
「
先
生
そ
れ
は
ず
る
い
で
す
、
と
い
う
子

供
」
が
い
た
場
合
。『
数
学
脳
を
つ
く
る
８
つ

の
方
法
』（
岡
部
恒
治
著　

サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）

を
紹
介
す
る
。

「
こ
の
本
に
『
学
ぶ
は
ま
ね
ぶ
』
と
あ
り
ま
す

よ
」（
六
三
ペ
ー
ジ
）「『
最
初
は
わ
か
ら
な
く

て
も
、
繰
り
返
し
ま
ね
を
す
る
う
ち
に
だ
ん

だ
ん
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
』
と
あ
り
ま
す
」

（
二
一
ペ
ー
ジ
）
と
話
す
。

◆
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
を
面
倒
く
さ
が
る
子

　

向
山
型
算
数

は
、
教
科
書

チ
ェ
ッ
ク
と
い

う
学
習
方
法
を

子
供
に
教
え

る
。
正
解
し
た

問
題
は
／
で
消

す
。
間
違
っ
た

問
題
は

を
付

け
る
。
そ
し
て

再
度
、

の
問
題
だ
け
ノ
ー
ト
に
解
か
せ
る
。

　

面
倒
く
さ
が
る
子
供
が
い
た
場
合
。

『
数
学
は
暗
記
だ
！
』（
和
田
秀
樹
著　

ブ
ッ

ク
マ
ン
社
）
を
紹
介
す
る
。「『
解
け
な
い
問
題

は
、
再
度
×
印
を
つ
け
て
徹
底
復
習
』
と
書
い

て
あ
り
ま
す
」（
一
〇
二
ペ
ー
ジ
）
と
話
す
。

　

図
を
か
く
こ
と
を
面
倒
く
さ
が
る
子
供
も
同

じ
。『
算
数
は
「
図
」
で
考
え
れ
ば
グ
ン
グ
ン

伸
び
る
！
』（
橋
本
和
彦
著　

大
和
出
版
）
を

紹
介
す
る
。

　

子
供
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
 ※
に
、
教
師
は
知
的

に
対
応
す
れ
ば
よ
い
。

「
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
は
、知
的
な
対
応
が
で
き
る
。

若
い
先
生
で
も
で
き
る
。
裏
表
紙
を
読
ま
せ
れ

ば
よ
い
か
ら
だ
。

　

そ
の
結
果
、
ど
の
子
も
「
納
得
」
し
て
、
美

し
い
ノ
ー
ト
を
目
指
す
よ
う
に
な
る
。そ
し
て
、

市
販
テ
ス
ト
平
均
九
〇
点
以
上
に
つ
な
が
る
の

で
あ
る
。

「
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
で
、
ど
の
子
も
美
し
い

算
数
ノ
ー
ト
に
な
る

裏
表
紙
を
子
供
に
読
ま
せ
る
。
そ
の
結
果
、
子
供
は
「
納
得
」
し
て
、
美
し
い

ノ
ー
ト
を
目
指
す
。
こ
の
「
納
得
」
が
大
事
だ
。

※ 

次
々
に
上
が
る
宣
伝
用
ア
ド
バ
ル
ー
ン
の
よ
う
に
、
先
生
を

 

試
す
よ
う
な
こ
と
や
、
全
く
反
対
の
こ
と
を
次
々
に
言
う
こ
と
。
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の絵画工作授業大成功

見
て
、
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
新
種
の
鳥
の

顔
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
、
そ
の
顔
の
形

を
つ
く
り
ま
す
。今
回
は
ち
ぎ
っ
て
つ
く
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
丸
い
顔
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に

は
、
そ
の
形
を
目
の
前
に
ち
ぎ
っ
て
置
い
て
み

ま
す
（
一
つ
目
を
ち
ぎ
っ
て
黒
板
に
掲
示
す
る
）。

思
い
浮
か
ば
な
い
と
き
に
は
、
と
り
あ
え
ず
顔

の
よ
う
な
形
を
ち
ぎ
っ
て
目
の
前
に
置
い
て
み

ま
す
（
二
つ
目
を
ち
ぎ
っ
て
黒
板
に
掲
示
す

る
）。
そ
し
て
そ
の
形
を
じ
っ
と
見
ま
す
。
別

の
形
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
に
は
、
そ
の
形
を

つ
く
っ
て
目
の
前
に
置
き
ま
す
（
三
つ
目
を
ち

ぎ
っ
て
黒
板
に
掲
示
す
る
）。
思
い
浮
か
ば

な
い
と
き
に
は
、
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、

と
り
あ
え
ず
顔
に
な
る
よ
う
な
形
を
ち

ぎ
っ
て
目
の
前
に
置
き
ま
す
（
四
つ
目
を

ち
ぎ
っ
て
黒
板
に
掲
示
す
る
）。
こ
れ
で
四
つ

の
顔
の
形
が
目
の
前
に
並
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
中
か
ら
気
に
入
っ
た
も

の
を
選
び
、
色
画
用
紙
で
本
格
的
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

②
色
画
用
紙
で
の
制
作

＊
教
師
の
言
葉
の
続
き
を
以
下
に
記
載
し
た
。

　

創
造
へ
の
第
一
歩
を
ど
う
踏
み
出
す
の
か
。

　

そ
の
問
い
に
正
対
す
る
一
例
を
、
教
師
の
言

葉
と
し
て
以
下
に
示
し
た
。

︻
教
師
の
言
葉
︼

①
小
さ
い
紙
で
の
試
作
（
試
し
づ
く
り
）

　

本
番
は
色
画
用
紙
で
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
前

に
小
さ
い
紙（
Ａ
４
用
紙
の
四
分
の
一
）で
、試
し

に
新
種
の
鳥
の
顔
の
部
分
を
つ
く
っ
て
み
ま
す
。

　

こ
の
小
さ
い
紙
を
ど
う
す
る
の
か
。
見
て
い

て
く
だ
さ
い
。
や
っ
て
み
ま
す
。
小
さ
い
紙
で

あ
れ
ば
、
短
時
間
で
複
数
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
複
数
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
失
敗
し
て
も
、
ま
た
挑
戦
で
き

ま
す
。
幾
つ
か
つ
く
っ
て
み
て
、
そ
れ
ら
の
中

か
ら
気
に
入
っ
た
も
の
を
選
ん
で
、
本
格
的
に

色
画
用
紙
で
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

小
さ
い
紙
を
手
に
持
ち
ま
す
。
参
考
作
品
を

創
造
へ
の
第
一
歩
を

ど
う
踏
み
出
す
の
か

教
材
「
新
種
の
鳥
」
を
事
例
と
し
て
。

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

【教師の言葉】
■目の前の形をじっと見ま

す。何を加えればいいの
か、考えます。思い浮か
んだときには、それをち
ぎって加えます。思い浮
かばないときには、口を
つくります。
■口の形が思い浮かんだ

ときには、その形をつ
くります。思い浮かば
ないときには、とりあ
えず口に見えるような
形をつくって置いてみ
ます。

■じっと見ます。更に何
を加えればいいのかを
考えます。
■思い浮かんだときに

はそれをつくり、思
い浮かばないときに
は一つの形をつくっ
て置いてみます。

■じっと見ます。そし
て、次にどうすれば
いいのかを考えます。

■この連続で新種の鳥
の形を明確にしてい
きます。

②色画用紙での制作

・小さい紙での試作
に基づいて、顔の
土台をつくる。

・条件を確認する。
　どのような形に

なっても鳥に見え
るように、最低限
つくる部品を確認
する（以下の５つ）。

　 ⊖ 頭（口、目）
　 ⊖ 首
　 ⊖ 胴
　 ⊖ 羽
　 ⊖ 尾羽

①小さい紙での試作
（試しづくり）

Ａ４用紙

■Ａ４用紙をちぎっ
て小さい紙を４枚
つくる。

■余った紙で目や口
などの部品を付け
加えることもでき
る。

・色画用紙を選ぶ。
　大きさは、八切

りの約２分の１。

■創造のプロセス（原形→基本形→発展形）ー①小さい紙での試作　②色画用紙での制作ー

　　【教師の言葉】
■口をつくった後に何も

思い浮かばないときに
は、目をつくります。

■目の形が思い浮かん
だときには、その形
をつくります。

■思い浮かばないとき
には、目のような形
をとりあえずつくっ
て置いてみます。

■そしてじっ
と見ます。　

・発想→形
・形→発想

【双方向共存】

■様々な作品の例（発展形）　作品／こども學舎（札幌）の皆さん

基本形

原型

発展形
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ID・パスワードなしで見られ
るお試しページを開設しまし
た。周囲の方に、ぜひ、ご紹介
ください‼

そのほかの内容は 80 ページをご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5 分間

とてつもなく大好評！ TOSS 教師 Q&A

ダウンロード
コンテンツも
満載！

本誌PDFデータも
ダウンロード
できます！

56ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリックし、
ID とパスワードを入力してください。
※ TOSS-SNS に入会されている方は、 SNS から
　 アクセスできます。

３か月の期間限定公開！  
今すぐアクセス！

お得 が

今、ここでしか
見られない動画！

いっぱい！

もはじめました！

「五色百人一首」

千葉雄二氏「小学生理科の指導のポイント」

トップペー
ジの下に
あるこの
バナーを

クリック！

お し試 版

く
れ
ま
し
た
。『
今
、
職
員
室
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
四
つ
あ
る
。
一
つ
は
消
費
税
だ
。

も
う
一
つ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
の
値
段
だ
。
そ
し
て
三

番
目
は
エ
イ
ズ
だ
。
四
番
目
は
向
山
洋
一
だ
。

四
つ
に
共
通
す
る
こ
と
が
あ
る
。
全
部
い
か
が

わ
し
い
』」

　

そ
う
い
っ
た
「
つ
か
み
」
も
大
切
な
の
で
す

が
、
一
時
間
以
上
の
長
い
講
演
の
場
合
は
、
変

化
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ず
っ
と
話
し

続
け
る
の
だ
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

　

昔
、
師
尾
先
生
が
初
め
て
一
時
間
の
講
演
を

行
っ
た
と
き
、
私
は
ビ
デ
オ
を
用
意
す
る
よ
う

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
案
の
定
、
十
五
分

で
話
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
師
尾
先
生
は
、
用

意
し
た
ビ
デ
オ
を
流
し
な
が
ら
「
先
生
、
ど
う

し
ま
し
ょ
う
」
と
相
談
に
来
ま
し
た
。
現
在
は

数
々
の
講
演
を
こ
な
す
師
尾
先
生
で
さ
え
、
初

め
て
の
講
演
で
は
そ
の
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
の

で
す
。
ず
っ
と
一
時
間
以
上
話
し
続
け
る
の
は
、

相
当
の
準
備
が
必
要
な
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

だ
ら
だ
ら
し
た
話
で
は
、
誰
も
集
中
し
て
聞

い
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
ビ
デ
オ
な
ど
の
コ
ン
テ

ン
ツ
を
用
意
す
る
、
途
中
で
応
答
な
ど
を
入
れ
、

双
方
向
の
や
り
取
り
を
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必

要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
授
業
に
も
通
じ
る
こ
と

で
す
。
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
だ
ら
だ
ら
話
さ
ず
、
変
化
を
付
け
る
よ
う
に

工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
の
一
九
八
七
年
の
講
演
で
、『
教
育
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
』
誌
の
谷
編
集
長
が
今
で
も
話
題
に

す
る
「
つ
か
み
」
が
あ
り
ま
す
。

「
先
日
、
静
岡
の
若
い
先
生
方
が
私
に
話
し
て

　
一
時
間
の
講
演
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
初
め
て

の
こ
と
で
、
話
が
も
つ
か
心
配
で
す
。
向
山
先

生
は
た
く
さ
ん
の
講
演
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

コ
ツ
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

長
い
話
と
い
う
の
は
、
一
般
的
に
つ
ま
ら
な

い
も
の
で
す
。
け
れ
ど
も
、
向
山
先
生
の
話
は
、

み
ん
な
が
長
い
時
間
集
中
し
て
聞
い
て
い
ま
す
。

コ
ツ
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

飽きさせず長く話すコツとは

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第10回

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

デジタルトークライ
ン 検索

http://talkline.tos-land.net

Digital Talkline
購読者限定WEBサービス

今月のトークラインID・パスワード

t 4 q v z p
（ティ・し・キュー・ブイ・ゼット・ピー）
ID：TL6 ※有効期間：

　2020年5月15日～
　8月14日
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巻 頭 論 文

オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

自
由
に
双
方
向
で
や
り
取
り
で
き
る
。

　

上
の
写
真
は
、
私
た
ち
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
と
き
の
様
子
で
あ

る
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。

⑴
講
師
の
声
が
聞
こ
え
や
す
い
。

⑵
講
師
が
示
す
資
料
の
ス
ラ
イ
ド
、
画
像
、

動
画
な
ど
が
見
や
す
い
。

⑶
講
師
が
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
で
い
る
様

子（
い
わ
ば
板
書
）が
目
の
前
で
見
え
る
。

⑷
質
問
し
や
す
い
。
声
を
出
せ
な
く
て
も

同
時
進
行
の
チ
ャ
ッ
ト
に
書
き
込
め
る
。

⑸
講
師
が
出
し
た
課
題
を
少
人
数
で
相
談

す
る
た
め
の
「
小
部
屋
」
に
、
そ
の
場

で
分
か
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
）。

⑹
そ
の
他

　

無
論
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
次
回
以
降
、

更
に
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
情
報

http://w
ebinar.tos-land.net/

り
守
る
こ
と
が
、
ま
ず
大
切
に
な
る
。

四

「Zoom

」
で
は
、無
料
で
百
人
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

時
間
は
四
十
分
ま
で
だ
が
、
月
に
二
千
円

払
う
な
ら
二
十
四
時
間
に
延
長
で
き
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
映
る
全
員
の
顔
を
見
な
が
ら
、

三

　

そ
こ
で
、
今
回
か
ら
は
ま
ず
「Zoom

」

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
可
能
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

「Zoom

」

https://zoom
.us/

「Zoom

」
に
は
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

性
」
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
使
用
に
は
幾
つ

か
の
注
意
も
必
要
だ
。

　

し
か
し
、
非
常
に
使
い
や
す
い
。
世
界
中

で
広
が
っ
て
い
る
有
名
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

①
オ
ン
ラ
イ
ン
ル
ー
ム
に
ロ
グ
イ
ン
す
る

人
た
ち
の
身
元
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
。

②
ロ
グ
イ
ン
す
る
た
め
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
を

誰
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
貼
り
付
け
な
い
こ
と
。

③
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
こ
と
。

④
許
可
さ
れ
た
人
だ
け
が
入
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。

　

こ
う
し
た
、
ご
く
簡
単
な
こ
と
を
し
っ
か

オ
ン
ラ
イ
ン
へ
の
シ
フ
ト
（
そ
の
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
重
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
国
家
的
な
危
機
の
中
、

教
育
分
野
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
遅
れ
を
取
っ
て
い
た
日
本
も
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
 ※
を
起
こ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
多
少
の
リ
ス
ク
は
仕
方
が
な
い
。
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
。

　

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
。

　

こ
れ
が
大
切
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
リ
ア
ル
な
対
面
で
の
学
び
の

方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
相
当
な
こ
と

が
で
き
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン

の
方
が
有
利
な
点
も
あ
る
。

　

私
た
ち
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
に

よ
る
休
校
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
っ
て

研
修
を
継
続
し
、
情
報
を
交
換
し
続
け
て
い

る
。

　

ス
ト
レ
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

　

萩
生
田
文
部
科
学
大
臣
は
三
月
三
十
一
日

の
閣
議
後
の
会
見
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と

い
う
。

「
こ
う
い
う
事
態
が
生
じ
、
も
し
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
も
っ
と
進
ん
で
い
れ
ば
、
休

校
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
な
ど
が
で
き
た

と
悔
し
い
思
い
だ
」

と
率
直
に
語
っ
た
。

（
二
〇
二
〇
年
四
月
十
一
日　

毎
日
新
聞
）

　

日
本
の
学
校
の
オ
ン
ラ
イ
ン
整
備
の
遅
れ

が
、
致
命
的
な
状
態
と
し
て
あ
ら
わ
に
な
っ

た
。

　

し
か
し
、
過
ぎ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
も
、

何
も
変
わ
ら
な
い
。

一

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
新
プ
ラ
ン
を
紹
介
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
急き

ゅ
う

遽き
ょ

変
更
す
る
。

　

二
〇
二
〇
年
四
月
十
日
、
首
都
圏
な
ど
幾

つ
か
の
都
府
県
を
対
象
に
、
四
月
十
六
日
に

は
全
国
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
て

い
る
。

　

世
界
中
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
混
乱
し
、
多
く
の
学
校
は
休
校
に
な
っ

た
。
再
開
時
期
も
確
実
視
で
き
な
い
状
態
で

あ
る
。

二

　

そ
ん
な
中
、
日
本
の
子
供
た
ち
に
ど
う

や
っ
て
学
力
を
保
障
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

先
生
方
は
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
し
、
研
修

※ 

今
ま
で
の
考
え
や
価
値
観
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
こ
と
。
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PISA型
対応

指導法

イラスト：中濱 麻美

◉ 「世界標準」の読解力について
  堀田龍也

◉ 今、子供たちに必要な読解力指導 
  向山行雄

◉ 日本の子供たちの学力を
 保障するPISA型対応
 「基礎的読解力」 椿原正和

　

向
山
氏
か
ら
学
ん
だ
指
導
法
を
し
っ
か
り
ト

レ
ー
ス
す
れ
ば
、
当
然
そ
う
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
椿
原
氏
は
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
ま

と
め
、
誰
で
も
追
試
し
や
す
い
よ
う
に
整
理
し

ま
し
た
。
そ
の
指
導
法
は
非
常
に
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
で
あ
り
、
か
つ
、
日
に
日
に
進
化
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

条
件
付
き
記
述
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
「
三

つ
の
作
業
」
に
よ
っ
て
、
全
員
の
答
え
を
ほ
ぼ

同
じ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
丸
で
囲
む

②
線
で
結
ぶ
（
エ
ラ
ー
ラ
イ
ン
）

③
＋
α
（
・
題
名
・
条
件
）

　

そ
の
他
、
本
特
集
で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
言
わ

れ
る
と
こ
ろ
の
「
情
報
を
探
し
出
す
」「
理
解

す
る
」「
評
価
し
、
熟
考
す
る
」
の
三
つ
の
場

面
で
、
大
切
な
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
分
か
り

や
す
く
、
そ
の
ま
ま
追
試
可
能
な
形
で
先
生
方

に
お
書
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
誌
編
集
長　

谷 

和
樹
）

１

　

堀
田
龍
也
教
授
（
東
北
大
学
大
学
院
情
報
科

学
研
究
科
）
は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課

程
部
会
で
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

非
常
に
衝
撃
的
な
結
果
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
を
道
具
と
し
て
学
ぶ
こ
と

に
、
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い
と

い
け
な
い
。�

（
二
〇
一
九
年
十
二
月
十
日

　

日
本
経
済
新
聞
）

　

こ
の
発
言
の
背
景
に
は
、
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
、「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

２
０
１
８
」
で
こ
れ
ま

で
の
最
低
レ
ベ
ル
を
更
新
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
最
低
レ
ベ
ル
だ
っ
た
前
回
の

「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

２
０
１
５
」
よ
り
も
、
更
に
下

回
っ
た
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
で
す
。

　

そ
の
日
本
の
子
供
た
ち
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
「
世

界
一
」
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
を
ゲ
ー
ム
や
チ
ャ
ッ
ト
で

使
う
こ
と

　

こ
れ
は
世
界
一
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
を
学
習
の
た
め
に

有
効
に
使
う
経
験
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
で
教
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
読
解
力
の
成
績
が
落
ち
た
の
は
、

そ
の
結
果
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
も
で
き

ま
す
。

　

国
際
的
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
フ
ル
接
続

し
た
形
で
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
ど
う

し
て
日
本
の
学
校
は
こ
れ
ほ
ど
遅
れ
を
取
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

特
集
の
最
初
に
、
堀
田
龍
也
教
授
か
ら
「
世

界
標
準
」
と
し
て
の
読
解
力
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２

　

そ
れ
に
し
て
も
で
す
。
日
本
の
教
育
が
世
界

に
冠
た
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
否
定

で
き
な
い
こ
と
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
指
標
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。「
目
標
４
：
質
の
高
い
教
育

を
み
ん
な
に
」
で
す
。

　

日
本
は
九
八
・
一
ポ
イ
ン
ト

　

非
常
に
好
成
績
で
す
。

　

漢
字
、
音
読
、
読
書
な
ど
、
読
解
力
の
基
本

と
な
る
力
に
つ
い
て
、
平
均
的
に
は
高
い
質
を

保
障
し
て
き
た
と
い
う
自
負
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
日
本
の
良
い
面
も
認
め
た
上
で
、

謙
虚
に
反
省
し
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

が
あ
る
と
し
た
ら
何
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
ほ
か
、
貧
困
層
の
子
供
た

ち
の
学
習
環
境
や
読
書
環
境
な
ど
、
具
体
的
な

対
策
も
必
要
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
向
山
行
雄
教
授

（
敬
愛
大
学
、
全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問
）

の
視
点
を
ぜ
ひ
伺
い
た
い
と
願
い
ま
し
た
。

３

　

椿
原
正
和
氏
は
「
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
対
応
『
基
礎

的
読
解
力
』
指
導
法
」
を
広
め
る
た
め
の
全
国

行
脚
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、「
国
語
Ｂ
問
題
」
の
指
導
に
つ
い

て
椿
原
氏
と
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

谷
先
生
、
記
述
問
題
の
答
え
は
、
ど
の

子
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

と
い
う
椿
原
氏
の
意
見
に
、
私
も
「
は
い
、
な

り
ま
す
」
と
深
く
賛
成
し
ま
し
た
。

※
堀
田
氏
、
向
山
氏
、
椿
原
氏
、
谷
の
四
人
は
、
二
〇
二
〇
年

三
月
二
十
三
日
付
の
「
日
本
教
育
新
聞
」
紙
上
で
、
こ
の
問

題
に
つ
い
て
の
対
談
を
し
て
い
る
。
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「世界標準」の 
読解力に 
ついて

１	

P
I
S
A
と
は
何
か

　

我
が
国
の
全
国
学
力
･
学
習
状
況
調
査
は
、

「
学
習
指
導
要
領
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
全
国
的
な
児
童
生
徒

の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
す
る
調
査

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
学
校
に
お
け
る
児

童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の

改
善
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
、
教
育
に
関
す
る

継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
こ

と
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
改
善

を
図
る
こ
と
、
更
に
は
義
務
教
育
の
機
会
均
等

と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
い
う
調
査
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
全
国
学
力
･
学
習
状
況
調
査
」
は
、

組
織
単
位
の
教
育
活
動
が
適
正
か
ど
う
か
を
調

査
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
個
々
の
児
童
生
徒
の

力
量
を
測
る
こ
と
は
直
接
的
な
目
的
で
は
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
P
I
S
A
は
、「
義
務
教
育

が
修
了
し
た
十
五
歳
の
生
徒
が
も
っ
て
い
る
知

識
や
技
能
を
、
実
生
活
の
様
々
な
場
面
で
直
面

す
る
課
題
に
ど
の
程
度
活
用
で
き
る
か
」
を
測

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
る
。
P
�I�

S
A
は
「
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
」
と
い
う

名
称
で
あ
り
、
O
E
C
D
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
に
よ
っ
て
三
年
に
一
度
実
施
さ
れ
て
い
る
。

O
E
C
D
が
実
施
主
体
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
目

的
は
、「
生
徒
が
も
つ
能
力
が
、
経
済
活
動
へ

の
参
画
の
た
め
の
雇
用
の
確
保
、
生
活
水
準
の

向
上
に
備
え
ら
れ
て
い
る
か
」
で
あ
る
。
組
織

で
は
な
く
個
人
の
能
力
の
調
査
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
P
I
S
A
に
お
け
る
読
解
力

の
調
査
こ
そ
が
、
ま
さ
に
世
界
標
準
の
読
解
力

で
あ
る
。

２	

P
I
S
A
に
お
け
る
読
解
力
と
は

　

二
〇
一
八
年
の
P
I
S
A
に
お
け
る
読
解
力

（reading literacy

）
で
は
、読
解
対
象
の
「
テ

キ
ス
ト
」
を
、
紙
に
書
か
れ
た
も
の
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
街
中
の
看
板
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

の
多
様
な
形
式
を
用
い
た
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト

（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、投
稿
文
、電
子
メ
ー
ル
な
ど
）

ま
で
含
め
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
読
解
力
と
し
て
測
定
す
る
能
力

は
以
下
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。

①
情
報
を
探
し
出
す

・
テ
キ
ス
ト
中
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、

取
り
出
す

・
関
連
す
る
テ
キ
ス
ト
を
探
索
し
、
選
び
出
す

②
理
解
す
る

・
字
句
の
意
味
を
理
解
す
る

・
統
合
し
、
推
論
を
創
出
す
る

③
評
価
し
、
熟
考
す
る

・
質
と
信
ぴ
ょ
う
性
を
評
価
す
る

・
内
容
と
形
式
に
つ
い
て
熟
考
す
る

・
矛
盾
を
見
付
け
て
対
処
す
る

　

①
は
い
わ
ゆ
る
「
情
報
の
取
り
出
し
」
で
あ

り
、
テ
キ
ス
ト
の
中
か
ら
必
要
な
情
報
に
ア
ク

セ
ス
し
、
ど
こ
を
読
む
べ
き
か
を
同
定
す
る
ス

キ
ル
で
あ
る
。
②
は
そ
の
意
味
を
読
み
取
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
③
は
読
み
取
っ
た
結
果
を

評
価
し
た
り
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
検
討
し
た
り

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
能
力
は
、
我
が

国
の
概
念
規
定
で
は
言
語
能
力
と
情
報
活
用
能

力
の
双
方
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
P
I
S
A
で
い
う
読
解
力
は
、

我
が
国
で
国
語
科
を
中
心
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
る
読
解
力
よ
り
も
、
広
範
か
つ
実
践
的
な
能

力
で
あ
る
。
我
が
国
の
国
語
科
の
授
業
で
は
、

説
明
的
文
章
よ
り
文
学
的
文
章
の
方
が
題
材
文

と
し
て
重
点
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
文

章
に
十
分
に
依
拠
せ
ず
に
登
場
人
物
の
心
情
を

想
像
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
も
散
見
さ
れ
る
。
し

か
し
国
際
比
較
を
目
的
と
し
た
P
I
S
A
で
提

示
さ
れ
て
い
る
読
解
力
は
、
デ
ジ
タ
ル
も
含
め

た
多
様
な
テ
キ
ス
ト
を
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
構

成
原
理
に
基
づ
い
て
素
早
く
情
報
を
取
り
出
す

ス
キ
ル
（
読
み
取
り
）
と
、
当
該
の
テ
キ
ス
ト

が
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
誰
に
向
け
て
何
故
に

発
信
さ
れ
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る
ス
キ
ル

（
読
み
解
き
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
生
活
の
様
々

な
場
面
で
直
面
す
る
課
題
に
ど
の
程
度
活
用
で

き
る
か
と
い
う
能
力
な
の
で
あ
る
。

３	

我
が
国
の
十
五
歳
の
読
解
力
の
現
状

　

二
〇
一
八
年
の
P
I
S
A
で
は
、
日
本
の
生

徒
の
読
解
力
は
全
参
加
国
・
地
域
（
七
十
九
か

国
・
地
域
）
で
は
十
五
位
で
あ
っ
た
。
読
解
力

は
８
段
階
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の

生
徒
は
レ
ベ
ル
１
（
最
も
基
本
的
な
知
識
・
技

能
を
身
に
付
け
て
い
な
い
）
以
下
の
低
得
点
層

が
二
〇
一
五
年
と
比
較
し
て
有
意
に
増
加
し
て

い
た
。
レ
ベ
ル
２
（
最
小
限
に
複
雑
な
課
題
を

こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
）
も
増
加
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
読
解
力
が
著
し
く
身
に
付
い
て

い
な
い
下
位
生
徒
に
十
分
な
学
習
指
導
が
行
き

届
い
て
い
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
P
I
S
A
で
は
、
E
S
C
S
（
社
会

経
済
文
化
的
背
景
）
と
い
う
指
標
も
作
成
し
て

い
る
。

　

ほ
か
の
O
E
C
D
加
盟
国
と
同
様
に
、
我
が

国
に
お
い
て
も
E
S
C
S
の
水
準
が
低
い
生
徒

群
ほ
ど
習
熟
度
レ
ベ
ル
の
低
い
生
徒
の
割
合
が

多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
E
S
C
S
の

水
準
が
最
下
位
二
五
％
に
入
っ
て
い
る
生
徒
の

読
解
力
は
、
レ
ベ
ル
１
以
下
が
二
七
・
二
％
、

レ
ベ
ル
２
も
二
八
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
合

わ
せ
て
約
六
割
の
生
徒
の
読
解
力
に
課
題
が
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

E
S
C
S
に
よ
っ
て
読
解
力
に
差
が
生
じ
て

い
る
。
ま
さ
に
格
差
で
あ
る
。

　

E
S
C
S
下
位
の
児
童
生
徒
に
確
実
な
読
解

力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
学
校
の
責
任

で
あ
る
。
彼
ら
は
読
書
経
験
が
少
な
く
、
語
彙

力
も
十
分
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
認
知
処
理
の
特
性
を
踏
ま
え
た
読
解
力

の
指
導
法
、
と
り
わ
け
「
情
報
を
見
付
け
て
取

り
出
す
」
こ
と
の
指
導
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

「世界標準」の読解力とは何か
「PISA 2018」での我が国の生徒の読解力は 
有意に低下している。 
PISAでいう読解力の最初のステップは 

「情報を見付けて取り出す」ことであり、 
この指導の充実が必要とされている。

東北大学大学院情報科学研究科 教授

堀
ほり

田
た

 龍
たつ

也
や
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１	

子
供
の
活
字
離
れ

　

六
月
の
梅
雨
空
の
土
曜
日
。
外
遊
び
が
で
き

な
い
子
供
た
ち
は
室
内
で
過
ご
す
。
家
庭
で
の

過
ご
し
方
は
様
々
だ
。

　

多
少
の
雨
で
も
、
家
族
で
買
い
物
し
た
り
イ

ベ
ン
ト
に
出
掛
け
た
り
す
る
子
が
い
る
。
地
域

の
図
書
館
や
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
子
も
い
る
。

各
種
の
習
い
事
に
通
う
子
も
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
日
が
な
一
日
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
子
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
片
手
に
個
室
に
閉
じ
籠
も
る

子
も
い
る
。
家
族
と
の
団
ら
ん
が
な
い
子
、
留

守
番
を
強
い
ら
れ
る
子
ほ
ど
熱
中
す
る
。

　

書
店
に
『
小
学
校
８
年
生
』
誌
（
小
学
館
）

が
並
ぶ
。『
小
学
一
年
生
』
以
外
の
月
刊
誌
を

休
刊
し
た
小
学
館
が
、
数
年
前
に
全
学
年
対
応

型
の
書
を
発
刊
し
た
。
豪
華
な
付
録
が
付
い
て

い
る
。
か
つ
て
、
発
売
日
に
は
駅
前
の
書
店
で

平
積
み
に
な
っ
て
い
た
『
小
学
五
年
生
』
や
コ

ン
ビ
ニ
の
『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』（
講
談
社
）。

子
供
た
ち
は
争
う
よ
う
に
買
い
求
め
た
。
今
、

そ
の
姿
は
消
え
た
。
子
供
を
取
り
ま
く
読
書
環

境
、
文
字
文
化
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

大
人
も
同
様
だ
。
昼
下
が
り
の
電
車
。
ひ
と

箱
に
座
る
二
十
名
ほ
ど
の
中
で
、
本
を
開
く
の

は
、
私
の
ほ
か
に
二
～
三
名
。
残
り
の
人
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
目
を
落
と
す
。
日
曜
日
の
朝
、

家
族
連
れ
だ
っ
て
の
外
出
。
子
供
が
車
窓
か
ら

景
色
を
眺
め
て
は
声
を
出
す
。
若
い
パ
パ
と
マ

マ
は
、
そ
れ
に
応
え
ず
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は

ま
る
。
子
供
は
、
次
第
に
車
窓
の
景
色
に
興
味

を
失
い
、
パ
パ
の
画
面
を
注
視
す
る
。

２	

我
が
国
の
読
書
環
境
整
備
の
推
進

　

我
が
国
の
読
解
力
を
巡
る
学
校
の
環
境
整
備

は
お
お
む
ね
順
調
に
行
わ
れ
て
き
た
。

　

近
年
の
教
育
課
程
は
、
言
語
活
動
の
充
実
を

重
点
に
取
り
上
げ
た
。
各
学
校
で
も
相
応
の
教

育
活
動
が
行
わ
れ
、
相
応
の
効
果
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
れ
は
全
国
学
力
調
査
に
も
反
映
す
る
。

　

学
校
図
書
館
整
備
も
着
実
に
前
進
し
て
い
る
。

全
国
都
道
府
県
の
公
立
小
学
校
に
お
け
る
学
校

図
書
館
図
書
標
準
の
達
成
率
は
、
平
成
二
十
三

年
度
末
は
五
六
・
八
％
だ
っ
た
が
、
二
十
七
年

度
末
に
は
六
六
・
四
％
に
伸
び
た
※1
。

　

中
学
生
の
「
不
読
率
」（
月
に
本
を
一
冊
も

読
ま
な
い
人
の
割
合
）。
平
成
十
二
年
は
四
三
・

〇
％
だ
っ
た
が
、
平
成
二
十
九
年
に
は
一
五
・

〇
％
ま
で
減
少
し
た
※2
。

　

文
部
科
学
省
の
第
五
次
「
学
校
図
書
館
整
備

五
か
年
計
画
」（
平
成
二
十
九
～
令
和
三
年
度
）

は
合
計
一
一
〇
〇
億
円
の
予
算
。
新
聞
配
備
計

画
は
五
年
間
で
一
五
〇
億
円
。
小
学
校
等
一
紙
、

中
学
校
等
二
紙
、
高
等
学
校
等
四
紙
を
目
指
す
。

　

各
校
長
会
も
、
私
た
ち
よ
り
先
輩
の
時
代
か

ら
も
子
供
の
実
態
を
踏
ま
え
、
学
校
図
書
館
や

司
書
配
置
等
の
読
書
環
境
整
備
に
長
年
取
り
組

ん
で
き
た
。
関
係
者
の
努
力
で
一
定
の
前
進
を

遂
げ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

３	

長
期
ト
レ
ン
ド
で
見
る
日
本
の
学
力

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
。
一
言
で
言
え
ば
、
世
界
最
高
レ

ベ
ル
の
学
力
を
維
持
し
て
い
る
。
長
い
ス
パ
ン

で
見
る
長
期
ト
レ
ン
ド
で
、
日
本
は
「
平
坦
」

の
国
の
代
表
。「
上
昇
」
は
エ
ス
ト
ニ
ア
、「
下

降
」
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
ま
ず
こ
の
よ
う
な
「
大
局
観
」

で
我
が
国
の
教
育
を
捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
、
二
〇
一
五
年
に
比
べ
て
読
解

力
が
低
下
し
た
こ
と
ば
か
り
を
取
り
上
げ
て
、

大
々
的
に
報
道
す
る
。
保
護
者
は
そ
れ
を
見
て

動
揺
す
る
。
点
数
を
稼
ぎ
た
い
議
員
が
、
我
が

県
（
市
）
の
子
供
た
ち
は
大
丈
夫
か
と
責
め
立

て
る
。
教
育
長
が
「
我
が
県
（
市
）
は
今
後
も

読
解
力
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」
と
指

導
主
事
が
書
い
た
原
稿
で
答
弁
す
る
。
そ
の
結

果
、「
読
解
力
育
成
」
の
重
点
研
究
校
が
増
加
す

る
。
教
育
委
員
会
も
そ
の
学
校
に
は
金
を
出
す
。

　

こ
う
し
て
、全
国
各
地
で「
読
解
力
研
究
」が

流
行
す
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
戦
後
数
十
年
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
別
に
悪
い
わ
け
で

は
な
い
。「
日
本
の
子
供
は
学
力
が
高
い
」と
い

う
言
説
よ
り
、「
日
本
の
子
供
の
学
力
が
危
な
い
」

と
い
う
主
張
の
方
が
、
教
育
予
算
を
獲
得
し
や

す
い
。
私
自
身
も
、
教
師
向
け
に
は
「
日
本
は

学
力
が
高
い
」
と
健
闘
を
た
た
え
、
財
政
当
局

に
は
課
題
を
示
し
て
予
算
要
求
を
し
て
き
た
。

い
わ
ば
「
二
枚
舌
」
の
し
た
た
か
さ
で
あ
る
。

４	

今
後
の
読
解
力
育
成
の
課
題

　

今
回
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
短
期
的
に
見
て
、
読
解

力
が
前
回
調
査
の
五
一
六
点
か
ら
、
五
〇
四
点

に
低
下
し
た
こ
と
は
真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
低
下
し
た
理
由
は
国
立
教
育
政

策
研
究
所
で
ま
と
め
て
い
る
。

　

中
で
も
、
今
回
調
査
で
レ
ベ
ル
１
以
下
（
四

〇
八
点
未
満
）
と
レ
ベ
ル
２
（
四
〇
八
点
以
上

四
八
一
点
未
満
）
が
増
加
し
た
点
に
留
意
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
レ
ベ
ル
１
～

レ
ベ
ル
６
ま
で
の
六
段
階
評
定
。
レ
ベ
ル
１
以

下
は
、
二
〇
一
二
年
で
約
一
〇
％
、
二
〇
一
五

年
で
約
一
四
％
、
二
〇
一
八
年
で
約
一
七
％
。

レ
ベ
ル
２
は
、
同
じ
よ
う
に
約
一
六
％
、
二
〇

％
、
二
三
％
と
増
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
約

四
割
が
レ
ベ
ル
２
以
下
な
の
で
あ
る
。
こ
の
層

が
、
全
体
の
平
均
点
を
大
き
く
下
げ
て
い
る
。

　

小
学
生
の
読
書
習
慣
は
あ
ま
り
家
庭
環
境
に

左
右
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
高
生
に
な
る
に

つ
れ
、
就
学
前
の
読
み
聞
か
せ
や
家
庭
で
の
保

護
者
の
読
書
、
蔵
書
な
ど
が
大
き
く
影
響
す
る

よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
幼
少
期
の
体
験
が
、
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
を
受
け
る
十
五
歳
頃
に
な
っ
て
表

出
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
読
解
力
育
成
は
こ
こ
に
切
り
込

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。「
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
」
は
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
で
活
字
に

親
し
む
習
慣
を
具
現
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

梅
雨
空
、
個
室
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー

ム
で
無ぶ

聊り
ょ
う

を
か
こ
つ
子
供
は
レ
ベ
ル
１
や
レ

ベ
ル
２
の
予
備
軍
。
保
護
者
に
啓
発
し
た
い
。

※1 

文
部
科
学
省
「
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
」
よ
り
。

※2 

第
63
回
学
校
読
書
調
査
報
告

 

「
学
校
図
書
館
」
通
巻
8
0
5
号
二
〇
一
七
年
十
一
月

学力低位層への 
支援が肝要
我が国の読解力を巡る環境整備は着実に前進してきた。 
PISA調査では、レベル１以下とレベル２の生徒が約４割いる。 
学校は家庭や地域と連携して、子供たちの読書習慣の育成を 
図ることが大切である。

敬愛大学国際学部教授・こども教育学科長
全国連合小学校長会顧問

向
むこう

山
やま

 行
ゆき

雄
お

今、子供たちに 
必要な読解力指導
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１	

三
つ
の
作
業

　

全
国
学
テ
国
語
記
述
式
問
題
は
、
従
来
「
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
な
け
れ
ば
解
け
な

い
」と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。私
は
、こ
の
見
解
に

対
し
て
次
の
よ
う
に
問
題
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

　

記
述
式
問
題
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
が
求
め
る
三

つ
の
能
力
の
「
情
報
の
探
し
出
し
」
が
で
き
れ

ば
誰
で
も
解
け
る
。

「
情
報
の
探
し
出
し
」
の
具
体
的
な
方
法
と
し

て
「
三
つ
の
作
業
」
を
提
案
し
た
。

２	

作
業
①　

丸
で
囲
む

　

全
国
学
テ
の
本
文
は
、
小
学
四
年
生
レ
ベ
ル

の
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
情
報
量
が
多
い
の

と
資
料
が
複
数
あ
る
た
め
に
、
本
文
を
読
む
だ

け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
。
ま
た
、
ど
の
資
料

を
活
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
本
文
と
設
問
の
両
方
の
見
出
し
を
丸
で

囲
ま
せ
る
。
こ
れ
で
、
ど
の
資
料
を
使
え
ば
よ

い
の
か
が
一
目
瞭
然
と
な
る
。
ほ
か
の
資
料
は

見
な
く
て
よ
い
状
況
を
作
る
。
し
か
も
、
資
料

の
見
出
し
は
、
太
字
で
書
い
て
あ
る
の
で
す
ぐ

に
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

３	

作
業
②　

線
で
結
ぶ
（
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
）

　

丸
で
囲
ん
だ
資
料
の
見
出
し
を
、
定
規
を

使
っ
た
直
線
で
結
ば
せ
る
。
見
開
き
ペ
ー
ジ
で

あ
れ
ば
、
簡
単
に
で
き
る
。
し
か
し
、
全
国
学

テ
は
、
複
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
。
ペ
ー
ジ
を
ま

た
ぐ
こ
と
が
あ
る
。そ
こ
で
、「
エ
ラ
ー
ラ
イ
ン
」

と
い
う
作
業
を
さ
せ
る
。
資
料
の
見
出
し
の
そ

ば
に「
Ⓐ
」と
書
か
せ
る
。本
文
と
設
問
の
太
字

で
書
か
れ
た
見
出
し
そ
れ
ぞ
れ
に
書
か
せ
る
。

次
は
、「
Ⓑ
」を
使
う
。こ
れ
で
、ペ
ー
ジ
を
ま
た

い
で
も
ど
の
資
料
を
見
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
る
。

４	

作
業
③　

＋
α
（
・
題
名
・
条
件
）

　

作
文
は
一
行
目
に
「
題
名
」
を
書
く
。
同
様

に
、
記
述
式
問
題
に
も
「
題
名
」
が
あ
る
。
こ

れ
が
分
か
ら
な
い
か
ら
、
取
り
あ
え
ず
字
数
に

入
れ
る
こ
と
だ
け
で
安
心
し
て
し
ま
う
。「
題

名
」
は
、
設
問
か
「
条
件
」
の
中
に
書
い
て
あ

る
。
そ
れ
を
探
し
て
、マ
ス
目
の
上
に
「
題
名
」

を
視
写
さ
せ
る
。
次
に
、「
条
件
」
の
中
か
ら

落
と
し
て
は
い
け
な
い
語
句
を
丸
で
囲
ま
せ
る
。

　

こ
の
三
つ
の
作
業
を
丁
寧
に
順
序
よ
く
や
っ

て
い
く
こ
と
で
本
当
に
答
え
が
同
じ
に
な
る
。

 進化を続ける「３つの作業」
で基礎的読解力を付ける
PISA型読解力の「情報の探し出し」ができなければ
国際標準の読解力は付けられない。

TOSS熊本

椿
つばき

原
はら

 正
まさ

和
かず

日本の子供たち
の学力を保障する

PISA型対応
「基礎的読解力」

 

 
 

 
 

                   
  

                                          
 

                
 

 
 

                    

難
関
と
さ
れ
る
全
国
学
テ
国
語
条
件
付
き
記
述
問
題
を
「
３
つ
の
作
業
」
に
よ
っ
て
全
員
の
答
え
を

ほ
ぼ
同
じ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
指
導
法
で
あ
る
。
３
つ
の
作
業
「
①
丸
で
囲
む
②
線
で
結
ぶ
（
エ
ア
ー

ラ
イ
ン
）
➂
＋
α
（
・
題
名
・
条
件
）
」
を
行
う
こ
と
で
、
ど
の
子
も
国
語
記
述
式
問
題
が
解
け
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
指
導
法
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
を
測
る
問
題
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

問
題

全
体

の
構

造
 

 
大

問
は

３
つ

の
構

造
で

で
き
て

い
る

。
 

①
リ
ー
ド
文

 
 

②
本
文

 
 

③
問
題
文

 
    

 

 

Ｃ
.資
料
名
を
丸
で
囲
む

 
 

リ
ー

ド
文

を
読

む
時

は
、

ま
ず

 

資
料

名
を

丸
で

囲
む

。
 

全
国

学
テ

問
題

で
は

、
資

料
名

は
全

て
ゴ

シ
ッ

ク
体

で
強

調
さ

れ
て

い
る

。

こ
の

作
業

で
問

題
に

な
っ

て
い

る
資

料

が
ど

れ
か

す
ぐ

分
か

る
。

 

Ｄ
.線
で
結
ぶ

 
 

資
料

名
は

、
リ

ー
ド

文
や

本
文

、
問
題

文
に

何
度

も
出

て
く

る
。

 

同
じ

言
葉

を
丸

で
囲

ん
だ

ら
、

 

線
で

結
ぶ
。

 

線
で

結
ぶ

こ
と

で
、

迷
う

こ
と

な
く

目
的

の
資

料
だ

け
を

選
び

出
し

、
内

容

を
み

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

       

Ｅ
.線
で
結
べ
な
い
時
は

 

「
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
」 

 
資

料
と

問
題

文
を

複
数

ペ
ー

ジ
に

渡

っ
て

往
復

し
な

が
ら

考
え

る
問

題
が

あ

る
。
そ

の
時

に
、
両

方
の

資
料

に
○ Ａ

と
書

き
込

む
。

 

こ
れ

で
、

線
で

結
ん

で
い

る
の

と
同

じ
よ

う
な

効
果

が
得

ら
れ

る
。「

エ
ア

ー

ラ
イ

ン
」
と

言
い

な
が

ら
、
ペ

ー
ジ

を
め

く
り

資
料

を
確

認
す

る
。

 

 

 

Ｆ
. 
条
件
に
対
応
す
る
「
＋
α
」 

条
件

付
き

記
述

問
題

に
は

、
答
え

る
時

に
落

と
し

て
は

い
け

な
い
〈

条
件

〉
が

書
か

れ
て

い
る

。
そ

の

条
件

を
確

定
し

て
い

く
の

が
 

「
＋

α
（

プ
ラ

ス
ア

ル
フ

ァ
）
で

あ
る

。
 

〈
条

件
〉
に

は
、「

内
容

」
と
「

表
現
方

法
」
が

書

か
れ

て
い

る
。

 

「
内

容
」
に

関
す

る
キ

ー
ワ

ー
ド
を
解

答
欄

の
上

に
「

題
名

」
と

し
て
書

い
て

お
く

。
 

「
表

現
方

法
」
に

つ
い

て
は

、
例

え
ば

、「
理

由
」

や
「

二
つ

取
り

あ
げ

て
書

く
」「

ふ
さ
わ

し
い

表
現

」

等
が

あ
る

。
そ

れ
を

丸
で

囲
む
。

 

 
こ

の
〈

条
件

〉
に

適
し

た
表
現

で
答

え
る

。
 

ち
な

み
に

「
ふ

さ
わ

し
い

表
現
」

と
い

う
の

は
、

文
末

を
「

常
体

」
に

す
る

か
「
敬

体
」
に

す
る

か
で

あ
る

。
こ

れ
も

落
と

し
て

は
い
け

な
い
〈

条
件

〉
で

あ
る

。
 

 

「
基
礎
的
読
解
力
」
指
導
法
と
は

 

 

椿
原
正
和

 
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
対
応
「
基
礎
的
読
解
力
」
指
導
法

 
講
師
依
頼
等
連
絡
先
（
椿
原
宛
メ
ー
ル
）

 

t
su
ba
ki
har

a.
ma
sak

az
u@
to
ss2

.co
m
 

子
ど
も
に
と
っ
て
の
「
３
つ
の
ス
ト
レ
ス
」 

１
 
ペ
ー
ジ
を
何
度
も
め
く
っ
て
戻
る
ス
ト
レ
ス

 

 
⇒
指
を
ペ
ー
ジ
の
間
に
挟
み
、
往
復
し
や
す
く
す
る
。

 

２
 
初
出
の
文
章
だ
と
い
う
ス
ト
レ
ス

 

 
⇒
リ
ー
ド
文
の
「 
」（
か
ぎ
）
で
強
調
さ
れ
た
言
葉
と
太
字
に

 

な
っ
て
い
る
言
葉
を
丸
で
囲
む
。

 

３
 
情
報
量
が
多
い
（
資
料
数
、
文
章
の
長
さ
）と
い
う
ス
ト
レ
ス

 

 
⇒
強
調
さ
れ
た
言
葉
を
丸
で
囲
み
、
線
で
結
ぶ
と
、
答
え
が
ど
の
資
料
に
あ
る
の
か
限
定
さ
れ
る
。

 

➀情報を探し出す 

選び出す 

記
述
条
件
に
対
応
す
る
「
＋
α
」 

Ｇ
. 
字
数
制
限
は
考
え
な
い

 
記

述
問

題
の

＜
条

件
＞

に
｢
4

0
字

以
上

6
0

字
以

内
」

等
の

字
数

制
限

が
あ
る

。
 

そ
の

字
数

制
限

を
線

で
消

さ
せ
る

。
 

＜
条

件
＞

を
き

ち
ん

と
満

た
し
た
解
答

を
書

け
ば

、
字

数
の

中
に

収
ま

る
よ
う

に
問

題
は

で

き
て

い
る

の
で

あ
る

。
 

 

Ｈ
. 
文
を
と
と
の
え
る

 
＜

条
件

＞
に

合
っ

た
答

え
を

見
つ

け
、

解
答

欄
に

書
く

際
、

文
と

し
て

正
し
い

表
現

に
直

す

必
要

が
あ

る
。

 

「
文

を
と

と
の

え
る

」
と

名
付
け

る
。

 

       例
え

ば
、

理
由

を
書

く
と

き
は
「

か
ら

」
を

つ
け

る
、

二
文

を
一

文
に

す
る
と

き
に

接
続

詞

の
「

し
」

を
入

れ
る

。
ま

た
、
不

必
要

な
言

葉

は
削

る
。

 

最
後

の
詰

め
が

と
て

も
重

要
で
あ

る
。

 

   

➀
情
報
を
探
し
出
す

 
➁
理
解
す
る

 
➂
評
価
し
、
熟
考
す
る
 

取
り
出
す

 
選
び
出
す

 
字
句
の
意
味
理
解
、
統
合
推
論

 
評
価
、
熟
考
、
矛
盾
へ
の
対
処

 
 

Ａ
．
読
む
な
、
見
ろ
！

 
本

文
全

部
を

丁
寧

に
読

ん
で

い
て

は
、

時
間

が
足

り
な

い
。

 

「
読

む
な

､
見

ろ
!」

な
の
で

あ
る

。
 

で
は

、
何

を
見

る
の

か
。

 

 
見

出
し

を
取

り
出

す
。

 

見
出

し
を

読
む

だ
け

で
、
大

ま
か

な
内

容
は

つ
か

め
る

。
 

   

     

Ｂ
．
段
落
に
分
け
て
取
り
出
せ

 
 

文
章

か
ら

問
わ

れ
て

い
る

部
分

を
取

り
出

す
問

題
で

は
、
ま

ず
段

落
番

号
を

つ

け
る

。
 

 
情

報
を

限
定

し
て

読
む

こ
と

で
内

容

が
捉

え
や

す
く

な
る

。
 

 
取

り
出

す
部

分
に

 
 

マ
ー

ク
を

つ

け
て

お
き

、
後

で
す

ぐ
に

見
付
け
ら
れ

る

よ
う

に
し

て
お

く
。
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１	

挿
絵
を
〇
で
囲
む

　

説
明
文
「
お
に
ご
っ
こ
」
に
は
、
四
つ
の
挿
絵
が
あ
る
。

そ
の
挿
絵
が
「
中
」
の
各
段
落
と
対
応
し
て
い
る
。

「
ど
の
段
落
と
ど
の
挿
絵
が
対
応
し
て
い
る
か
」
を
見
付

け
さ
せ
る
。

指
示
1 

八
五
ペ
ー
ジ
の
絵
を
指
で
押
さ
え
ま
す
。

　

ど
の
子
も
確
実
に
指
さ
し
て
い
る
か
、
迷
う
子
が
い
な

い
か
を
、
隣
同
士
で
確
認
さ
せ
る
。

指
示
2 

こ
の
絵
を
〇
で
囲
み
ま
す
。

　

一
人
の
鬼
、
逃
げ
る
子
が
三
人
、
鉄
棒
を
、
ま
と
め
て

一
つ
の
〇
で
囲
ま
せ
る
。

２	

ど
の
段
落
と
対
応
し
て
い
る
か
考
え
る

発
問 

こ
の
絵
は
何
段
落
の
こ
と
を
描
い
た
絵
で
す

か
。
分
か
っ
た
ら
立
ち
ま
す
。

　

こ
の
挿
絵
は
、
二
段
落
と
対
応
し
て
い
る
。
昨
年
度
の

実
践
で
は
、
多
く
の
子
が
す
ぐ
に
「
二
段
落
」
と
理
解
し

た
。
立
っ
た
子
全
員
に
、
一
斉
に
答
え
を
言
わ
せ
る
。

３	

線
で
結
ぶ

　

二
段
落
と
八
五
ペ
ー
ジ
の
挿
絵
が
対
応
し
て
い
る
と
視

覚
的
に
分
か
る
よ
う
に
、
番
号
と
挿
絵
を
線
で
結
ば
せ
る
。

指
示
3 

二
段
落
の
番
号
と
絵
を
線
で
結
び
ま
す
。

　

番
号
と
挿
絵
を
、
定
規
で
丁
寧
に
結
ば
せ
る
。

　

教
科
書
で
は
、
番
号
と
挿
絵
が
ペ
ー
ジ
を
ま
た
い
で

載
っ
て
お
り
、
線
が
引
き
に
く
い
。
隣
同
士
で
手
伝
わ
せ

た
り
、
教
師
が
支
援
し
た
り
す
る
。

４	

エ
ア
ー
ラ
イ
ン
で
結
ぶ

　

三
段
落
、
五
段
落
は
、
番
号
と
挿
絵
が
ペ
ー
ジ
の
表
と

裏
で
載
っ
て
い
る
。

　

そ
う
い
う
と
き
に
は
、「
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
」
で
あ
る
。

　

二
段
落
と
同
じ
よ
う
に
、
挿
絵
を
〇
で
囲
み
、
ど
の
段

落
と
対
応
し
て
い
る
か
発
言
さ
せ
る
。

指
示
4 

番
号
と
絵
を
線
で
結
び
た
い
で
す
が
、
で

き
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
と
き
に
は
、
絵
の
方
に
段

落
番
号
を
書
き
ま
す
。

　

絵
の
右
下
の
余
白
に
三
と
書
か
せ
る
。

　

四
段
落
は
線
、
五
段
落
は
エ
ア
ー
ラ
イ
ン
で
結
ば
せ
る
。

易
し
い
内
容
な
の
で
、
楽
し
く
テ
ン
ポ
良
く
進
め
た
い
。

１	

四
つ
の
作
業
は
情
報
を
探
し
出
す
技
術

　

毎
年
四
月
に
実
施
さ
れ
る
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
の
国
語
の
問
題
に
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
。

①
本
文
を
読
む
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
果
た
す
。

②
問
題
を
や
る
段
階
で
は
、
子
供
た
ち
の
集
中
力
が
既
に

減
少
し
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
し
た
の
が
、
椿
原
正
和
氏
が
開
発
し

た
三
つ
の
作
業
（
①
○
で
囲
む 

②
︱
で
結
ぶ
（
エ
ア
ー

ラ
イ
ン
） 

③
プ
ラ
ス
α
）
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
ど
こ

に
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
方
法
で
あ
る
。

　

探
し
出
し
た
情
報
を
三
つ
の
作
業
で
「
見
え
る
化
」
さ

せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な

く
て
済
む
よ
う
に
な
る
。
子
供
が
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
で
問

題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
効
果
的
な
方
法
だ
。

２	

プ
ラ
ス
α
で
何
を
答
え
る
の
か
が
見
え
る

　

平
成
三
十
一
年
度
の
₁
の
公
衆
電
話
の
記
述
式
問
題
で

は
、「
⑴
と
⑵
で
分
か
っ
た
こ
と
」
を
黒
鉛
筆
で
囲
む
。
こ

れ
が
プ
ラ
ス
α
だ
。
囲
ん
だ
内
容
が
問
題
の
答
え
で
あ
る
。

　

囲
む
こ
と
に
よ
っ
て
答
え
る
内
容
が
常
に
見
え
る
よ
う

に
な
る
。常
に
見
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、問
題
文
か
ら
離
れ

て
本
文
に
戻
っ
て
も
、
忘
れ
な
い
で
答
え
を
見
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
く
て
す
む
。

問
題
を
解
く
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

３	

さ
ら
に
「
題
名
」
で
念
を
押
す

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
答
え
を
見
付
け
て
も
、
原
稿

用
紙
に
書
く
段
階
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
。
書
く
内
容
を

確
認
す
る
た
め
に
、
原
稿
用
紙
か
ら
目
が
離
れ
る
か
ら
だ
。

こ
れ
を
解
決
し
た
の
が
「
題
名
」
で
あ
る
。
原
稿
用
紙
に

書
く
こ
と
＝「
⑴
と
⑵
で
分
か
っ
た
こ
と
」

を
原
稿
用
紙
の
上
に
書
き
込
む
の
だ
。

　

椿
原
氏
の
提
唱
す
る
三
つ
の
作
業
は
、
授
業
実
践
か
ら

生
ま
れ
た
方
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
脳
科
学
の
知
見
を
加
味

し
た
ど
の
子
に
も
使
え
る
画
期
的
な
方
法
で
あ
る
。
全
国

で
の
飛
び
込
み
授
業
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。

原
稿
用
紙
か
ら
目
が
離
れ
な
い
。

答
え
が
ブ
レ
な
い
。

⑴と⑵で分かったこと

低学年でも盛り上がる
「関連するテキストを探索し、

選び出す」授業
挿絵と段落が対応している説明文がある。「〇で囲む」「線で結ぶ

（エアーライン）」で、「挿絵と関連する段落を探す」授業ができる。
光村図書・国語・２年下・p.84-92「おにごっこ」

ワーキングメモリー不足対策
→４つの作業と題名を書く
子供にストレスをもたせない、
余分なエネルギーを使わせない。

愛知県稲沢市立大塚小学校

荻
おぎ

野
の

 珠
たま

美
み

NPO法人 教師と子どもの支援活動理事長

松
まつ

藤
ふじ

 司
つかさ

「情報を探し出す」
場面での読解力指導

技術ポイント

「情報を探し出す」
場面での読解力指導

技術ポイント

原稿用紙
の上へ
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二
〇
一
八
年
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
「
理
解
す
る
」
問
題
は
二

問
。

　

一
つ
目
は
、
非
常
に
簡
単
だ
。
問
題
文
の
引
用
は
省
略

す
る
。
普
段
か
ら
次
の
指
導
を
し
て
い
れ
ば
解
け
る
。

　

文
章
か
ら
正
確
に
引
用
す
る
力

　

二
つ
目
（
習
熟
度
レ
ベ
ル
５
）
は
、
難
し
さ
を
感
じ
る

子
供
が
い
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
次
の
言
葉
の
意
味
が
す
ぐ
に
分
か
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

① 

右
の
タ
ブ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

② 

ド
ラ
ッ
グ 

＆ 

ド
ロ
ッ
プ
し
て
…
…

　

そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
、
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

「
Ｃ
Ｂ
Ｔ
 ※
」
の
経
験
が
な
け
れ
ば
、
戸
惑
う
だ
ろ
う
。
紙

ベ
ー
ス
な
ら
ば
解
け
る
問
題
に
、
戸
惑
う
の
だ
。
教
室
の

授
業
の
中
で
、
そ
う
し
た
指
示
を
し
な
が
ら
作
業
し
た
経

験
が
必
要
で
あ
る
。

　

ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
す
る
た
め
の
「
六
つ
の
選
択

肢
」
は
画
面
の
下
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。問
題
文
に
は
「
右

の
タ
ブ
」
と
書
い
て
あ
る
が
、「
下
の
」
と
は
書
か
れ
て

い
な
い
。
こ
う
し
た
画
面
の
デ
ザ
イ
ン
に
慣
れ
て
い
な
い

こ
と
も
、
戸
惑
い
の
要
因
と
な
る
。

　

資
料
の
中
か
ら
原
因
を
二
つ
、
結
果
を
一
つ
選
ぶ
た
め

の
「
要
約
力
」
は
、
向
山
型
説
明
文
指
導
を
学
ん
で
い
れ

ば
、
授
業
の
中
で
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
加
え
て
、
次
の
こ
と
を
国
語
の
中
で
も
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
で
見
な
が
ら
の

「
デ
ジ
タ
ル
読
解
力
」
の
授
業

　

向
山
洋
一
氏
の
次
の
言
葉
が
今
、
改
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
当
た
り
前
に
で
き

る
と
い
う
訓
練
が
で
き
て
い
な
い
と
、
決
し
て
で
き
る

よ
う
に
は
な
ら
な
い
。�

（『
人
を
育
て
る
プ
ロ
の
技
術
』

向
山
洋
一
著　

講
談
社
）

当たり前のことを 
当たり前に行う訓練
向山型国語指導法の積み重ねで、 

「理解する」力は向上する。

静岡県公立小学校

手
て

塚
づか

 美
み

和
わ

「理解する」場面 
での読解力指導 
技術ポイント

「理解する」場面 
での読解力指導 
技術ポイント

１	

イ
コ
ー
ル
で
結
ぶ

「
理
解
す
る
」
能
力
を
測
定
す
る
問
題
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。

問
題　

教
授
が
こ
こ
で
指
し
て
い
る
謎
と
は
何
で
す
か
。

正
答　

モ
ア
イ
像
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
た
植
物
や

大
木
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

こ
れ
は
、
あ
る
言
葉
（
謎
）
が
指
し
て
い
る
言
葉
（
モ

ア
イ
像
を
～
）
を
探
さ
せ
る
発
問
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
、

あ
る
言
葉
と
指
し
て
い
る
言
葉
を
イ
コ
ー
ル
で
結
ば
せ
る

こ
と
で
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
な
る
。

謎
＝
モ
ア
イ
像
を
運
ぶ
た
め
に
～

　

光
村
図
書
五
年
国
語
「
生
き
物
は
円
柱
形
」 ※
の
教
材

で
指
導
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
な
発
問
が
考
え
ら
れ
る
。

「
円
柱
で
な
い
例
外
の
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
は
何
で
す
か
」

例
外
＝
チ
ョ
ウ
、
木
の
葉

「
チ
ョ
ウ
の
ど
こ
が
円
柱
で
、
ど
こ
が
円
柱
で
は
な
い
の

で
す
か
」

円
柱
＝
胴
体
、
し
ょ
っ
か
く
、
あ
し

円
柱
で
は
な
い
＝
羽

　

発
問
を
テ
ン
ポ
良
く
す
る
こ
と
で
、「
あ
る
言
葉
が
指

し
て
い
る
言
葉
」
を
探
す
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

２	

表
に
整
理
す
る

　

ほ
か
に
も
、
下
の
よ
う
に
「
原
因
と

結
果
を
表
に
整
理
す
る
」
問
題
も
あ
る
。

表
に
整
理
す
る
活
動
に
も
、
日
頃
か
ら

取
り
組
ま
せ
た
い
。

左
表
は
「
生
き
物
は
円
柱
形
」
の
「
円

柱
で
あ
る
利
点
」
を
整
理
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。

「
円
柱
形
だ
と
、
ど
ん
な
長
所
が
あ
る

の
で
す
か
。
そ
の
理
由
と
具
体
例
を
書

き
、
表
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
」

　

表
に
す
る
こ
と
で
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
な
る
。

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
原
因
と
結
果
な
ど
情
報
と

情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
す
る
」
よ
う
に
指
導
す
る

こ
と
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
日
々
の
授
業
で
意
識
し
た
い
。

言葉と言葉の関係を視覚化する
「ある言葉が指している言葉」を探す活動や、表に整理する活動で、
どの子にも「理解する」力を付ける。

佐賀県教育センター

四
し

島
しま

 誠
まこと

原因 結果 提唱者
ナンヨウネズ
ミが木の種を
食べ〜

ダイア 
モンド氏ラバヌイ島に

あった大木が
消滅した人間は耕作や

その他の理由
のために〜

リポ氏 
ハント氏

長
所

理
由

具
体
例

強
い

少
々
の
力
が
加
わ
っ
て

も
形
を
保
つ

チ
ョ
ウ
の
羽
の
翅し

脈

木
の
葉
の
葉
脈

速
い

て
い
こ
う
が
少
な
い

ミ
ミ
ズ
の
胴
体

マ
グ
ロ
の
胴
体

※ 

旧
教
科
書

※ C
om

puter B
ased Testing

の
略
。
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「評価し、 
熟考する」場面 
での読解力指導 
技術ポイント

「評価し、 
熟考する」場面 
での読解力指導 
技術ポイント

１	

椿
原
氏
の
説
明
文
指
導

　

椿
原
氏
の
説
明
文
指
導
は
、

「
問
い
の
文
」
と
「
答
え
の
文
」
を
正
対
さ
せ
る

指
導
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
指
導
が
、「
評
価
し
、

熟
考
す
る
」
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

２	

「
自
然
の
か
く
し
絵
」（
東
京
書
籍
・
国
語
・
三
年
上
）

発
問
1 

問
い
の
段
落
は
ど
れ
で
す
か
。

指
示
1 

段
落
の
番
号
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。（
三

段
落
・
八
段
落
）

指
示
2 

三
段
落
の
問
い
の
一
文
を
写
し
ま
す
。（
こ
ん

虫
は
、
ほ
ご
色
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
て
き
か
ら
身

を
か
く
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。）

発
問
2 

問
い
の
一
文
字
は
ど
れ
で
す
か
。（
か
）

　

こ
の
後
、
答
え
の
一
文
を
探
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

教
材
文
に
は
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

次
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

発
問
3 

何
と
い
う
名
前
の
昆
虫
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
か
。（
コ
ノ
ハ
チ
ョ
ウ
・
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
・

ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
）

指
示
3 

コ
ノ
ハ
チ
ョ
ウ
が
主
語
に
な
る
よ
う
に
、
問
い

の
一
文
を
書
き
換
え
ま
す
。（
コ
ノ
ハ
チ
ョ
ウ
は
、
ほ

ご
色
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
て
き
か
ら
身
を
か
く
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。）
※
ほ
か
も
同
様
。

発
問
4 

答
え
の
段
落
は
ど
れ
で
す
か
。（
四
段
落
）

発
問
5 

一
言
で
言
う
と
、
ど
の
よ
う
に
身
を
隠
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
か
。

指
示
4 

近
く
の
人
と
相
談
し
ま
す
。

　

相
談
さ
せ
る
の
は
、
的
外
れ
な
答
え
が
出
な
い
よ
う
に

す
る
と
い
う
意
図
が
あ
る
。
良
い
意
見
を
取
り
上
げ
て
発

表
さ
せ
る
。（「
枯
れ
葉
の
ま
ね
を
し
て
」
な
ど
）

発
問
6 

コ
ノ
ハ
チ
ョ
ウ
は
、
保
護
色
に
よ
っ
て
、
ど
の

よ
う
に
敵
か
ら
身
を
隠
し
て
い
る
の
で
す
か
。

指
示
5 

次
の
文
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
、
ノ
ー
ト
に
書

き
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
文
型
を
提
示
す
る
。

「
コ
ノ
ハ
チ
ョ
ウ
は
、
ほ
ご
色
に
よ
っ
て
、（　
　
　
　

）

て
き
か
ら
身
を
か
く
し
て
い
る
。」

　

そ
し
て
、
書
け
た
子
か
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
、

黒
板
に
書
か
せ
て
い
く
。
問
い
の
文
に
正
対
し
た
答
え
の

文
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
合
格
で
あ
る
。

　

ほ
か
の
昆
虫
に
つ
い
て
も
同
様
に
展
開
す
る
。
慣
れ
て

き
た
ら
、
答
え
の
一
文
を
全
て
考
え
さ
せ
て
も
よ
い
。

　

問
い
と
答
え
が
正
対
し
、
正
確
に
書
か
れ
て
い
る
か
考

え
る
こ
と
が
、「
評
価
し
、
熟
考
す
る
」
能
力
を
高
め
る
。

問いと答えを正対させる 
説明文指導

「問いの文に対して答えの文が正確に 
書かれているか」を吟味させる指導が、 

「評価し、熟考する」能力を高める。

宮城県仙台市立西多賀小学校

富
と

樫
がし

 僚
りょう

一
いち

１	

全
て
「
大
造
じ
い
さ
ん
の
」
視
点
？

　

こ
の
中
の
出
来
事
が
、
全
て
大
造
じ
い
さ
ん
の
視

点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。

　

あ
る
教
師
の
解
釈
で
あ
る
。「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」

（
椋
鳩
十
）
の
一
節
を
、
念
の
た
め
示
す
。

「
残
雪
の
目
に
は
、
人
間
も
は
や
ぶ
さ
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。」

　

さ
て
、
冒
頭
の
解
釈
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
？

２	

向
山
氏
が
受
け
取
っ
た
指
導
案

　

向
山
氏
は
、
平
成
八
年
十
月
二
十
九
日
、
東
京
都
江
東

区
立
第
二
辰
巳
小
学
校
の
公
開
発
表
に
参
加
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
「
文
学
的
文
章
の
読
み
」
で
あ
り
、
参

加
者
に
配
付
さ
れ
た
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」
の
指
導

案
に
、
冒
頭
の
解
釈
が
書
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
教
師
の
解
釈
は
、
小
学
生
で
も
論
破
で
き
る
。

３	

「
評
価
し
、
熟
考
す
る
授
業
」
の
指
示
・
発
問

指
示
1 

（
１
）
と
（
２
）
の
文
を
、
話
者
は
ど
こ
か
ら

見
て
い
ま
す
か
。
記
号
で
書
き
な
さ
い
。

（
１
）
風
船
が
落
ち
て
き
ま
し
た
。

（
２
）
風
船
が
落
ち
て
い
き
ま
し
た
。

説
明
1 

文
に
も
「
誰
の
目
か
ら
見
て
い
る
か
」
と
い
う

「
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
」
が
あ
り
ま
す
。※
プ
リ
ン
ト
配
付

　

兵
十
は
、
立
ち
上
が
っ
て
、
な
や
に
か
け
て
あ
る

火
な
わ
じ
ゅ
う
を
取
っ
て
、
火
薬
を
つ
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
足
音
を
し
の
ば
せ
て
近
よ
っ
て
、
今
、

戸
口
を
出
よ
う
と
す
る
ご
ん
を
、
ド
ン
と
う
ち
ま
し

た
。
ご
ん
は
、
ば
た
り
と
た
お
れ
ま
し
た
。
兵
十
は

か
け
よ
っ
て
来
ま
し
た
。

指
示
2 

ご
ん
は
撃
た
れ
た
後
、
即
死
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
と
が
分
か
る
一
文
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

説
明
2 

「
兵
十
は
か
け
よ
っ
て
来
ま
し
た
」
と
書
い
て

あ
る
の
で
、
こ
の
一
文
は
ゴ
ン
目
線
で
書
か
れ
て
い
ま

す
。か
つ
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
は
ゴ
ン
に
あ
り
ま
す
。よ
っ

て
、
ゴ
ン
は
ま
だ
生
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

※
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」
を
音
読
さ
せ
る

説
明
3 

あ
る
教
師
は
「
出
来
事
が
全
て
大
造
じ
い
さ
ん

の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
」
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
本
文
中
に
「
残
雪
の
目
に
は
、
人
間
も
は
や

ぶ
さ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
い
う
一
文
が
あ
り

ま
し
た
。

発
問 

こ
の
教
師
の
解
釈
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
賛
成
で

す
か
？　

反
対
で
す
か
？　

立
場
を
決
め
、
そ
う
考
え

た
理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

ある教師の解釈を、子供が 
木っ端みじんに論破する
向山洋一氏が覚えた違和感の正体は「評価し、熟考する授業」の 
例として、そのまま子供に授業することができる。

東京都立八王子東高等学校

鈴
すず

木
き

 良
よし

幸
ゆき

＊ 

参
考
文
献
：『
国
語
教
育
』
誌　

一
九
九
七
年
四
月
号

 　
　
　
　
　

向
山
洋
一
論
文
（
明
治
図
書
）
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私
は
小
学
校
の
音
楽
専
科
で
あ
る
。
音
楽
の
授
業
だ
け

し
か
関
わ
り
が
な
い
子
供
た
ち
に
行
っ
た
「
国
語
Ｂ
問

題
」
の
飛
び
込
み
授
業
で
、
全

員
の
答
え
を
ほ
ぼ
同
じ
に
解

か
せ
た
。
参
観
し
た
学
年
主
任

か
ら
は
、「
衝
撃
だ
っ
た
。
こ

ん
な
に
分
か
り
や
す
い
指
導

法
が
あ
る
な
ん
て
。
ほ
か
の
学

級
で
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
」

と
、
す
ぐ
に
次
回
の
授
業
日
程

が
決
定
し
た
。

　

椿
原
正
和
氏
の
「
基
礎
的
読

解
力
」
指
導
法
は
、
ど
の
子
も
で
き
る
「
作
業
」
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、
膨
大
な
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
情

報
を
取
り
出
し
、
問
い
に
答
え
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ら

れ
る
。
国
語
の
苦
手
な
子
供
た
ち
に
自
信
を
も
た
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
実
践
を
紹
介

す
る
。

１　

何
度
も
何
度
も
参
加
し
て
技
術
を
学
ぶ

　

椿
原
氏
の
著
書
『
学
テ
国
語
Ｂ
問
題
︱
答
え
方
ス
キ
ル

を
育
て
る
授
業
の
布
石
』（
学
芸
み
ら
い
社
）
を
熟
読
す

る
。
し
か
し
、
読
ん
で
知
識
を
得
た
だ
け
で
子
供
に
指
導

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
技
術
を
学
び
身
に
付
け
る
に
は
、

ラ
イ
ブ
で
体
験
す
る
こ
と
が
近
道
だ
。
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
、

教
育
技
術
京
都
学
会
、
掛
川
合
宿
、
沖
縄
サ
ー
ク
ル
訪
問
、

国
語
Ｂ
問
題
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
椿
原
氏
の
「
基
礎
的

読
解
力
」
指
導
法
の
講
座
を
何
度
も
何
度
も
受
講
す
る
こ

と
で
、
指
導
技
術
を
頭
に
叩
き
込
ん
だ
。

２　
「
国
語
Ｂ
問
題
検
定
」
を
受
検
し
技
能
を
高
め
る

　

今
年
一
月
十
八
日
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
「
国
語
Ｂ

問
題
検
定
」
を
受
検
し
た
。
教
材
は
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」。

審
査
項
目
は
、
授
業
の
始
ま
り
の
つ
か
み
、
子
供
へ
の
目

線
、
温
か
な
表
情
・
対
応
・
応
答
、
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
、

全
員
の
答
え
が
同
じ
に
な
っ
た
か
の
五
つ
。
授
業
の
練
習

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
改
め
て
こ
の
指
導
法
の
す
ご
さ
を

実
感
し
た
。
受
検
す
る
こ
と
で
指
導
法
の
技
能
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

３　
「
解
き
方
が
分
か
っ
た
」
笑
顔
の
子
供
た
ち

　

二
月
、
五
年
生
の
学
級
で
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
授
業
。

授
業
最
後
の
場
面
。
子
供
た
ち
が
記
述
式
の
答
え
を
書
く
。

問
題
文
と
本
文
の
ペ
ー
ジ
を
「
め
く
っ
て
は
書
く
」
を
繰

り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
。

そ
し
て
全
員
の
答
え
が
ほ
ぼ
同
じ

に
な
る
。「
解
け
た
！　

分
か
っ

た
！
」
と
堂
々
と
発
表
す
る
子
供

た
ち
の
姿
を
見
て
校
長
先
生
が
、

「
感
動
し
ま
し
た
！
」
と
絶
賛
。

子
供
の
事
実
が
教
師
を
動
か
し
た
。

１	

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
は
そ
の
ま
ま
。
解
説
付
き
授
業

　

二
〇
二
〇
年
二
月
。
本
校
の
五
年
生
が
椿
原
氏
の
「
基

礎
的
読
解
力
」
指
導
法
の
授
業
を
受
け
た
。
驚
く
ほ
ど
速

い
テ
ン
ポ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
は
難
な
く
付
い

て
い
っ
た
。
む
し
ろ
授
業
に
集
中
し
、
心
地
良
く
感
じ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。
初
め
は
ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
子
供
た
ち

が
、
ど
ん
ど
ん
変
容
し
て
い
く
の
が
分
か
っ
た
。
最
後
は

子
供
た
ち
全
員
が
同
じ
答
え
に
な
っ
て
、
参
観
の
先
生
に

丸
を
も
ら
っ
て
、
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
。

２	

子
供
も
職
員
も
す
ば
ら
し
い
感
想

　

子
供
た
ち
が
、
う
れ
し
そ
う
に
感
想
を
発
表
し
た
。

　

こ
ん
な
に
簡
単
に
作
文
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
も

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
／
い
つ
も
よ
く
分
か
ら
な
く
て

適
当
に
書
い
て
い
た
け
ど
、
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
い

い
か
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
／
文
章
問
題
を
解
く
の

は
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
や
り
方
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
／
今
日
の
授
業
で
自
信
が
付
き
ま
し
た
。
／
い

つ
も
よ
り
行
動
が
素
早
く
で
き
て
、
難
し
い
問
題
が

簡
単
に
解
け
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
／
六
年
生
の
問

題
が
私
た
ち
に
も
解
け
る
と
い
う
こ
と
が
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
一
回
一
回
正
解
し
た
ら
褒
め
て
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
し
、
最
後
は
自
分
で
や
れ
る
の
で

達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
後
研
修
は
、
椿
原
氏
の
教
師
と
し
て
の
姿
勢
・
生
き

方
に
ぐ
ん
と
迫
る
講
話
だ
っ
た
。「
大
変
刺
激
に
な
っ
た
。

授
業
は
、笑
顔
と
リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」

　

職
員
の
感
想
か
ら
も
興
奮
が
伝
わ
る
。

３	

ほ
か
の
ク
ラ
ス
で
も
指
導

　

研
修
の
後
が
、
本
校
に
と
っ
て
大
変
重
要
だ
。「
基
礎

的
読
解
力
」
指
導
法
の
研
修
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
本

校
の
実
践
に
生
か
し
て
い
く
か
が
大
切
で
あ
る
。
五
年
生

の
他
ク
ラ
ス
が
「
基
礎
的
読
解
力
」
指
導
法
の
授
業
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
追
試
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
授
業
展
開
メ
モ
も
渡
し
た
。

　

私
の
学
級
で
は
、
ゆ
っ
く
り
の
Ａ
子
、
す
ぐ
に
投
げ
出

し
て
し
ま
う
Ｂ
男
、
作
文
が
大
の
苦
手
の
Ｃ
男
も
、
に
こ

に
こ
し
て
で
き
た
。
笑
顔
で
全
員
に
丸
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
子
供
の
感
想
は
、
椿
原
氏
の
と
き
と
同
じ
よ
う

な
も
の
に
な
っ
た
。
感
激
。

　

誰
で
も
追
試
可
能
で
あ
る
。
教
師
も
子
供
も
達
成
感
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
校
か
ら
、
静
岡
県
内
に
じ
わ

じ
わ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

追試して実感した 
「基礎的読解力」指導法の魅力

校内研修の講師に椿原正和氏が来校。学習活動、授業行為についての
解説付き、子供向け授業をしてくれた。子供の感想がすばらしかった。

国語の苦手な子が記述式問題を
解き、自信をもった「基礎的 
読解力」指導法
①〇で囲む　②線で結ぶ（エアーライン）　③＋α（題名、条件）
の「三つの作業」によって記述式問題が解けた子供の事実が 
教師を動かした。

静岡県浜松市立雄踏小学校

古
ふる

屋
や

 晃
てる

子
こ

沖縄県浦添市立仲西小学校
TOSS音楽Beatサークル

金
きん

城
じょう

 貴
たか

裕
ひろ

「基礎的読解力」 
指導法で生じた 
学校・クラス 

のドラマ

「基礎的読解力」 
指導法で生じた 
学校・クラス 

のドラマ
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指
示
２ 

２
と
ペ
ン
の
上
に
数
字
を

書
き
ま
す
。

発
問
５ 

下
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
幾
つ
で

す
か
。

指
示
３ 

ブ
ロ
ッ
ク
の
下
に
も
２
と

書
き
ま
す
。

　

同
様
に
右
手
の
方
も
行
う
。

発
問
６ 

合
わ
せ
て
幾
つ
で
す
か
。

３
本
で
す
ね
。

指
示
４ 

２
と
１
の
間
に
＋
を
書
き

ま
し
ょ
う
。

説
明 

「
２
と
１
を
合
わ
せ
て
３
」

と
い
う
こ
と
を
、
算
数
言
葉
で
は

２
＋
１
＝
３
と
言
い
ま
す
。

指
示
５ 

み
ん
な
で
読
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
式
と
言
い
ま
す
。

　

ほ
か

の
挿
絵

部
分
を
、

同
じ
よ

う
に
繰

り
返
し

行
う
。

　

一
年
生
の
導
入
は
、
百
玉
そ
ろ
ば

ん
を
常
に
行
い
た
い
。

１	

百
玉
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て

発
問
１ 

何
個
？
「
２
個
」

発
問
２ 

何
個
？
「
１
個
」

発
問
３ 

２
個
と
１
個
（
玉
を
近
づ

け
て
）、
合
わ
せ
て
何
個
？

指
示
１ 

一
緒
に
言
い
ま
す
。

　
「
２
と
１
、
合
わ
せ
て
３
」

　

教
師
が
言
葉
に
合
わ
せ
な
が
ら
玉

を
動
か
す
。

　

子
供
が
そ
ろ
ば
ん
を
持
っ
て
い
れ

ば
一
緒
に
玉
を
動
か
し
て
作
業
を
さ

せ
る
（
学
校
予
算
で
ク
ラ
ス
分
の
二

十
玉
そ
ろ
ば
ん
を
購
入
す
る
の
が
お

勧
め
）。動
作
化
が
大
切
な
の
で
、子

供
に
言
わ
せ
な
が
ら
教
師
と
同
じ
よ

う
に
動
作
さ
せ
た
い
（
上
の
囲
み
）。

「
合
わ
せ
て
」「
全
部
で
」「
み
ん
な

で
」
な
ど
言
葉
を
変
え
な
が
ら
行
う
。

２	

教
科
書
を
使
っ
て

発
問
４ 

左
の
缶
の
中
に
ペ
ン
は
何

本
あ
り
ま
す
か
。

発問１  何個？　「２個」
発問２  何個？　「１個」　
発問３  ２個と１個（玉を近づけ

て）、合わせて何個？
指示  一緒にやります。２個と１

個合わせて３個。

東京都大田区立東糀谷小学校

下
しも

山
やま

 てるみ

M
athematic

s

算数
1年

「あわせていくつ　
ふえるといくつ」
動作化させることで「あわせ
る」「ふえる」の意味を理解
させていく。

上
に
書
く
こ
と
を
教
え
る
。

　

そ
し
て
、
位
置
を
覚
え
る
よ
う
に

練
習
さ
せ
る
。

　

読
点
を
五
個
ノ
ー
ト
に
書
い

て
持
っ
て
来
ま
し
ょ
う
。

　

四
マ
ス
の
中
の
ど
こ
に
書
く
の
か

は
、
簡
単
な
よ
う
で
結
構
難
し
い
。

読
点
が
書
け
た
ら
、
次
は
、
句
点
を

練
習
さ
せ
る
。
書
け
た
ら
、
一
人
ず

つ
ノ
ー
ト
を
点
検
す
る
。

３	

文
章
を
書
く

「
こ
れ
は
、
き
つ
つ
き
の
く
ち
ば
し

で
す
。」
と
い
う
よ
う
に
、
教
科
書

の
文
章
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

　

ほ
か
に
も
、
教
科
書
に
は
様
々
な

鳥
の
写
真
が
載
っ
て
い
る
の
で
、
鳥

の
名
前
を
替
え
て
ど
ん
ど
ん
練
習
さ

せ
る
。
こ
う
し
て
、
パ
タ
ー
ン
化
す

る
こ
と
で
、「
○
○
は
、
□
□
で
す
。」

と
い
う
基
本
文
型
を
マ
ス
タ
ー
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

１	

音
読
で
、
句
読
点
を
意
識
す
る

　

一
年
生
は
、
す
ぐ
に
文
章
を
覚
え

る
。
し
か
し
、
暗
唱
す
る
と
句
読
点

の
存
在
を
忘
れ
が
ち
だ
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
音

読
さ
せ
る
場
面
を
作
る
。

　

教
科
書
を
机
に
平
た
く
置
き
、

指
で
字
を
追
い
な
が
ら
音
読
す

る
。
読
点
、
句
点
の
部
分
で
は
、

指
で
読
点
や
句
点
を
な
ぞ
る
。

　

指
で
な
ぞ
ら
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
読

む
こ
と
で
、
句
読
点
が
意
識
で
き
る
。

２	

句
読
点
を
書
く
場
所
を
教
え
る

　

ひ
ら
が
な
学

習
で
、
上
の
よ

う
な
マ
ス
目
を

使
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
読

点
は
「
１
の
部

屋
」
の
真
ん
中

に
、
句
点
は
、「
１
の
部
屋
」
の
右

指示  「これは、○○のくちばしで
す。」の文をノートに書きましょ
う。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

Japanese

国語
1年

「くちばし」
初めての説明文でも、句読点
を教える。

３ 1

4 2

光村図書・１年上・p.52-59
東京書籍・１年上・p.38-43

（旧教科書）

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

百
、
十
、
一
を
書
か
せ
、
そ
の
上
に

数
字
を
書
か
せ
る
。

　

次
の
時
間
に
、
空
位
の
０
を
正
確

に
書
く
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

ほ
か
の
場
面
で
も
、「
書
く
こ
と
」

で
分
か
ら
せ
て
い
く
。
例
え
ば
、

「
次
の
数
字
を
読
み
な
さ
い
」

と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
必
ず
①
問

題
の
数
を
写
さ
せ
、
②
下
に
一
、
十
、

百
を
書
か
せ
、
③
声
に
出
し
て
読
ま

せ
、
④
漢
数
字
で
答
え
を
書
か
せ
る
。

２	

隠
す
こ
と
で
分
か
る

　

一
、十
、百
と
書
い
た
と
き
に
「
一

は
読
ま
な
い
」
と
指
で
隠
さ
せ
る
。

　

上
の
図
の
よ
う
に
一
を
指
で
隠
し

て
縦
に
順
番
に
読
め
ば
、
７
百
８
十

３
と
な
る
。

　

難
し
い
の
は
１
や
０
の
扱
い
で
あ

る
。
例
え
ば
、
３
２
０
と
３
１
２
が

難
し
い
。
こ
の
場
合
は
、
二
つ
の
数

字
を
黒
板
に
書
き
、
３
を
隠
し
て
残

り
を
読
ま
せ
れ
ば
、
簡
単
に
な
る
。

子
供
に
も
指
で
隠
さ
せ
る
。
隠
す
こ

と
も
教
え
た
い
。

１	

写
す
こ
と
で
分
か
る

「
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
ノ
ー
ト
に
写

し
な
さ
い
」

と
指
示
す
る
と
枠
ま
で
書
く
子
が
出

る
。
代
わ
り
に

指
示
１ 

教
科
書
と
同
じ
よ
う

に
、
位
の
名
前
を
ノ
ー
ト
に

書
き
な
さ
い
。

と
指
示
を
す
る
。

　

位
の
意
味
は
難
し
い
。
特
に
理
解

に
時
間
の
掛
か
る
子
に
は
「
の
く
ら

い
」
ま
で
一
度
は
書
か
せ
た
い
。

　

さ
ら
に
、
次
の
指
示
も
必
要
だ

指
示
2 

こ
の
勉
強
の
間
は
、

百
、
十
、
一
だ
け
は
必
ず
書

く
よ
う
に
し
ま
す
。

　

三
マ
ス
使
っ
て
、
必
ず
位
の
部
屋

（
場
所
）
を
表
す
百
、
十
、
一
を
書

か
せ
る
。

　

数
を
書
き
表
す
問
題
で
は
、
先
に

指示１  教科書と同じように、位
の名前をノートに書きなさい。

指示２  この勉強の間は、百、十、
一だけは必ず書くようにします。

M
athematic

s

算数
2年

位を書くことで、
意味が分かるように
なっていく
位を毎回書くこと、指で隠す
ことで１や０を正確に読める
ようにする。

Japanese

国語
2年

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

「スイミー」
第一場面、言葉を確定できる
発問で子供たちのイメージを
ふくらます。

光村図書・２年上・p.64-76

し
て
、
き
ょ
う
だ
い
は
赤
だ
。
黒
板

に
、
次
の
よ
う
に
書
き
方
を
示
す
。

ス
イ
ミ
ー
（
ま
っ
く
ろ
）

　

⇔
き
ょ
う
だ
い
（
赤
）

指
示
２ 

こ
の
よ
う
に
、
組
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
ほ
か
に
も
あ
り

ま
す
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

ス
イ
ミ
ー（
お
よ
ぐ
の
が
は
や
い
）

　

⇔
き
ょ
う
だ
い
（
は
や
く
な
い
）

海
（
広
い
）

　

⇔
魚
（
小
さ
い
）

５　

漢
字

指
示
３ 

「
は
や
か
っ
た
」
を
漢
字

に
直
し
な
さ
い
。

　

一
年
生
で
習
っ
た
「
早
い
」
を
書

く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
三
年
生
で
習

う
「
速
い
」
が
正
し
い
。
時
間
が
あ

れ
ば
例
文
で
「
速
い
」
と
「
早
い
」

の
違
い
に
も
触
れ
る
。

１　

場
面
設
定

発
問
１ 

「
小
さ
な
魚
の
き
ょ
う
だ

い
た
ち
」
は
、
ど
こ
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
か
。

「
広
い
海
の
ど
こ
か
」

２　

色

「
ス
イ
ミ
ー
は
『
ま
っ
く
ろ
』
で
す

ね
」
と
確
認
し
た
後
、
尋
ね
る
。

発
問
２ 

「
ま
っ
く
ろ
」
と
「
く
ろ
」

は
ど
ち
ら
が
黒
い
で
す
か
。

「
ま
っ
く
ろ
」

　

答
え
た
児
童
に
理
由
を
尋
ね
、
大

い
に
褒
め
る
。「
ま
っ
」
を
付
け
る

こ
と
で
黒
を
強
調
し
て
お
り
、
漢
字

は
「
真
」
で
あ
る
。

３　

言
葉
集
め

指
示
１ 

「
ま
っ
く
ろ
」
の
よ
う
に

意
味
を
強
め
る
「
ま
」「
ま
っ
」「
ま

ん
」
が
付
く
言
葉
を
、
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
書
き
な

さ
い
。

「
ま
っ
白
」「
ま
っ
さ
お
」「
ま
ん
中
」「
ま

下
」「
ま
し
か
く
」「
ま
よ
な
か
」
な
ど
。

４　

対
比

　

ス
イ
ミ
ー
が
「
ま
っ
く
ろ
」
に
対

啓林館・2年上・p.77

※ 「
速
い
」
は
三
年
生
で
習
う
漢
字
だ
が
、
同
じ

言
葉
で
も
違
う
漢
字
を
使
う
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
た
め
に
例
と
し
て
出
し
て
い
る
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

長野県長野市立東条小学校

小
こ

松
まつ

 裕
ひろ

明
あき

発問１  「小さな魚のきょうだいた
ち」は、どこで暮らしていまし
たか。

発問２  「まっくろ」と「くろ」は
どちらが黒いですか。

指示  「まっくろ」のように意味を
強める「ま」「まっ」「まん」が
付く言葉を、できるだけたくさ
んノートに書きなさい。
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に
線
を
引
き
な
さ
い
。

指
示
４ 

「
万
」
と
書
き
な
さ
い
。

　

板
書
し
て
あ
る
数
字
に
書
き
込
ん

で
い
く
。
同
じ
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
書

か
せ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
読

む
練
習
を
さ
せ
る
。

指
示
５ 

千
の
位
ま
で
、
手
で
隠
し

ま
す
。

説
明
２ 

83
万
。

児
童
：
83
万
。

　

次
に
そ
の
手
を
外
し
て
、
千
の
位

か
ら
下
を
読
ま
せ
る
。

説
明
３ 

４
９
３
０
。

児
童
：
４
９
３
０
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
万
の
位
で
区

切
っ
て
数
字
を
読
む
こ
と
を
意
識
さ

せ
る
。
同
様
に
埼
玉
県
の
人
口
「
７

２
６
６
５
３
４
」
も
扱
う
。

発
問
２ 

何
の
位
と
何
の
位
の
間
に

線
を
引
き
ま
す
か
。

児
童
：
千
の
位
と
一
万
の
位
で
す
。

　

四
桁
で
区
切
っ
て
数
字
を
読
む
こ

と
を
覚
え
れ
ば
、
一
億
以
上
の
位
で

も
応
用
が
利
く
。
こ
れ
で
バ
ッ
チ
リ

だ
。

　

四
桁
で
区
切
る
。

　

こ
れ
で
、
大
き
な
数
（
一
万
を
超

え
る
数
）
の
読
み
方
は
バ
ッ
チ
リ
だ
。

問
題
₅

　

山
梨
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都

の
人
口
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

山
梨
県
の
人
口
「
８
３
４
９
３

０
」
を
板
書
す
る
。

指
示
１ 

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
ノ
ー

ト
に
写
し
な
さ
い
。

　

一
マ
ス
に
一
つ
の
数
字
が
入
る
よ

う
に
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

指
示
２ 

一
の
位
に
指
を
置
き
な
さ

い
。

　

十
の
位
、
百
の
位
、
千
の
位
、
万

の
位
と
同
じ
よ
う
に
確
認
す
る
。
こ

こ
ま
で
は
既
習
事
項
だ
。

発
問
１ 

一
万
よ
り
上
の
位
が
あ
る

ね
。
何
の
位
？

児
童
：
十
万
の
位
。

説
明
１ 

そ
の
と
お
り
！　

十
万
の

位
。

児
童
：
十
万
の
位
。

指
示
３ 

千
の
位
と
一
万
の
位
の
間

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

 誠
まこ

人
と

M
athematic

s

算数
3年

「４桁で区切る」
これでバッチリ
４桁で線を引く。
手で隠して区切って読む。

啓林館・３年上・p.61

　

教
師
が
、「
だ
ん
だ
ん
」＝「
す
ぐ
」

を
主
張
す
る
と
、
子
供
た
ち
は
躍
起

に
な
る
。「
違
う
」
証
拠
を
文
章
の

中
か
ら
見
付
け
よ
う
と
し
、「
だ
ん

だ
ん
」
の
意
味
を
考
え
て
「
す
ぐ

じ
ゃ
な
い
！
」「
ゆ
っ
く
り
！
」
な

ど
と
言
う
。

　

さ
ら
に
、「
秋
に
な
っ
た
ら
、
ど

ん
ど
ん
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
の

体
が
黄
色
に
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
よ

ね
」
と
言
う
と
、
更
に
大
声
で
「
違

う
！　

だ
ん
だ
ん
！
」
と
叫
ぶ
。

「
ど
ん
ど
ん
で
は
な
く
て
『
だ
ん
だ

ん
』
！　

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
変

わ
っ
て
い
く
の
！
」

　

子
供
た
ち
は
、「
エ
ノ
キ
の
葉
が

黄
色
く
な
る
に
つ
れ
て
」
の
「
つ
れ

て
」
や
「
変
わ
る
」
で
な
く
「
か
わ
っ

て
い
く
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
着

目
し
、
急
で
は
な
く
、
時
間
が
掛
か

る
と
口
々
に
主
張
す
る
。

︿
参
考
文
献
﹀

・『
基
礎
日
本
語
辞
典
』（
森
田
良
行

著　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
）

・『
岩
波 

国
語
辞
典
』（
岩
波
書
店
）

　

全
員
を
起
立
さ
せ
、
上
の
文
章
を

一
回
読
ま
せ
る
。
読
ん
だ
ら
座
ら
せ

る
。
そ
し
て
、
三
つ
質
問
す
る
。

①
こ
の
文
章
に
出
て
く
る
虫
は
、
何

で
す
か
？　

線
を
引
き
な
さ
い
。

（
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
虫
）

②
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
は
何
を

食
べ
て
い
る
の
で
す
か
？　

線

を
引
き
な
さ
い
。（
エ
ノ
キ
の
葉
）

③ 「
こ
の
虫
」
は
何
を
指
し
て
い
ま

す
か
？　

線
を
引
き
な
さ
い
。（
ゴ

マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
虫
）

　

こ
の
三
つ
を
押
さ
え
、
発
問
を
す

る
。発

問 

「
だ
ん
だ
ん
黄
色
に
か

わ
っ
て
い
き
ま
す
」
っ
て
い

う
の
は
、
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ

の
幼
虫
の
体
の
色
が
、
秋
に

な
っ
た
ら
す
ぐ
黄
色
に
変
わ

る
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
？

　

中
に
は
、
先
生
の
言
う
こ
と
に
、

「
は
い
！
」
と
答
え
る
子
も
い
る
が
、

何
人
か
は
「
違
う
」「
違
う
」
と
叫

び
出
す
。

発問  「だんだん黄色にかわってい
きます」っていうのは、ゴマダ
ラチョウの幼虫の体の色が、秋
になったらすぐ黄色に変わるっ
てことだよね？

元・広島県公立小学校教諭

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

Japanese

国語
3年

「自然のかくし絵」
（説明文）

段落ごとの内容を捉えながら
読む。
言葉にこだわることで正確に
読み取れる。

東京書籍・３年上・p.40-47

　

ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
の
よ
う

虫
は
、
エ
ノ
キ
の
葉
を
食
べ

て
育
ち
ま
す
。
秋
に
な
り
、

エ
ノ
キ
の
葉
が
黄
色
く
な
る

に
つ
れ
て
、
こ
の
虫
の
体
の

色
も
、
だ
ん
だ
ん
黄
色
に
か

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

指示① 千の位と一万の位の間に線を引
きなさい。

指示② 「万」と書きなさい。

指示③ 千の位まで、手で隠します。
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こ
れ
に
の
っ
と
っ
て
進
め
る
。

　

教
師
用
分
度
器
を
使
っ
て
黒
板
で

や
っ
て
見
せ
な
が
ら
進
め
る
。

　

そ
し
て
、
目
盛
り
を
読
む
こ
と
に

な
る
。

　

こ
こ
で
「
60
度
？　
１
２
０
度
？
」

と
問
う
。

　

挙
手
さ
せ
る
。
恐
ら
く
子
供
た
ち

の
挙
手
は
分
か
れ
る
だ
ろ
う
。

　

余
計
な
説
明
を
し
な
い
で
、
す
ぐ

に
合
言
葉
を
教
え
る
。

　

こ
こ
が
間
違
い
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
。
間
違
え
な
い
た
め
の

合
言
葉
を
教
え
ま
す
。

「
０
度
か
ら
読
む
」

　

は
い
。

（
０
度
か
ら
読
む
）

　

０
度
か
ら
読
ん
で
い
く
の
で
、

こ
れ
は
60
度
で
す
。

　

定
着
す
る
ま
で
は
「
合
言
葉

は
？
」
と
子
供
た
ち
に
問
う
と
よ
い
。

１	

合
言
葉
を
教
え
る

　

子
供
が
陥
り
や
す
い
間
違
い
の
一

つ
が
目
盛
り
の
読
み
間
違
い
で
あ
る
。

　

例
え
ば
上
の
図
。
60
度
で
は
な
く
、

１
２
０
度
と
答
え
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。

　

こ
の
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
の
合
言

葉
を
教
え
る
。

　

０
度
か
ら
読
む
！

　

分
度
器
を
置
い
た
後
、
こ
れ
を
合

言
葉
に
す
る
。

　

そ
こ
に
ひ
と
手
間
を
掛
け
る
こ
と

で
、
落
ち
着
い
て
目
盛
り
を
読
ま
せ

る
の
で
あ
る
。

２	

間
違
い
や
す
い
と
こ
ろ
で
問
う

　

角
度
の
測
り
方
は
、
教
科
書
に
次

の
よ
う
に
出
て
い
る
。

①
分
度
器
の
中
心
を
、
角
の
頂
点
に

合
わ
せ
る
。

②
０
度
の
線
を
辺
に
合
わ
せ
る
。

③
目
盛
り
を
読
む
。

指示  ０度から読む！

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

M
athematic

s

算数
4年

「角の大きさ」で測
り、間違いを防ぐポ
イント

「０度から読む」を合言葉に
測らせることで、目盛りの読
み間違いを防ぐ。

「
上
の
部
分
が
全
部
五
文
字
で
す
」

「
下
は
全
部
『
と
る
』
で
終
わ
っ
て

い
ま
す
」

「
下
は
五
文
字
だ
け
ど
、
最
後
だ
け

六
文
字
で
す
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
気
付
き
が
出
た
ら
、
も

う
一
度
四
拍
子
の
リ
ズ
ム
で
音
読
を

す
る
。
手
拍
子
を
し
な
が
ら
、
一
行

を
四
拍
子
で
読
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　

す
る
と
、
四
拍
子
に
気
付
く
子
、

「
し
ゃ
」
で
一
音
と
数
え
ら
れ
る
こ

と
に
気
付
く
子
が
出
て
く
る
。

３	

自
分
で
詩
を
作
ら
せ
る

指
示
２ 

「
ひ
く
」
を
使
っ
て
、

「
と
る
」
と
い
う
詩
に
な
ら
っ

た
言
葉
遊
び
の
詩
を
作
り
ま

し
ょ
う
。一
行
書
け
た
ら
、ノ
ー

ト
を
持
っ
て
来
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
語
と
し
て
間
違
っ
て
い
な
い

も
の
、
詩
の
構
造
に
合
っ
て
い
る
も

の
を
次
々
と
板
書
さ
せ
て
い
く
。

１	

何
度
も
音
読
を
す
る

　

い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

音
読
を
す
る
。

①
追
い
読
み

②
一
行
交
代
読
み

③
上
下
交
代
読
み

　

教
師
と
子
供
が
交
代
す
る
だ
け
で

な
く
、
子
供
同
士
で
交
代
す
る
音
読

も
さ
せ
る
。

　

例
え
ば
教
室
を
半
分
に
分
け
て
交

代
さ
せ
た
り
、
上
半
分
を
一
人
の
子

供
が
読
み
、
下
半
分
を
ほ
か
の
子
供

た
ち
が
読
ん
だ
り
と
い
う
工
夫
を
し

て
、
楽
し
み
な
が
ら
リ
ズ
ム
良
く
音

読
を
さ
せ
る
（
後
述
す
る
が
、
四
拍

子
で
音
読
す
る
と
よ
い
）。

２	

詩
の
構
造
に
気
付
か
せ
る

発
問 

こ
の
詩
を
読
ん
で
、
気

付
い
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

指
示
１ 

発
表
し
ま
し
ょ
う
。

と
発
問
・
指
示
を
出
す
。

発問  この詩を読んで、気付いた
ことは何ですか。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

Japanese

国語
4年

「いろいろな意味を
もつ言葉」
詩の構造に気付かせてから、
作らせる。

光村図書・４年上・p.124-125

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※ 教科書をもとにかき起こしました。
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M
athematic

s

算数
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国語
5年

ス
ト
を
す
る
。
恐
ら
く
、
多
く
の
子

供
が
合
格
す
る
だ
ろ
う
。

　

次
の
指
示
を
出
す
。

「
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
」

ま
で
覚
え
ま
す
。

「
平
家
物
語
」
は
全
部
で
八
行
あ
る
。

全
て
を
一
時
間
で
暗
唱
さ
せ
る
こ
と

は
不
可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
、
四
行

目
ま
で
を
覚
え
さ
せ
る
。

　

全
員
を
審
査
し
て
い
る
と
、
時
間

が
掛
か
っ
て
し
ま
う
。

　

次
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　

合
格
し
た
子
を
審
査
員
に
す
る
。

　

非
常
に
熱
中
す
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
指
示
を
出
す
。

　

帰
り
道
も
練
習
し
な
が
ら
帰

り
な
さ
い
。
家
族
に
も
聞
か
せ

な
さ
い
。

　

点
や
線
の
指
導
が
可
能
に
な
る
。

「
竹
取
物
語
」「
平
家
物
語
」
な
ど
、

複
数
の
古
文
が
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
が

メ
イ
ン
と
な
る
。
何
と
言
っ
て
も

「
暗
唱
」
で
あ
る
。「
平
家
物
語
」
を

例
に
挙
げ
る
。
以
下
の
展
開
は
、
追

い
読
み
、
一
文
交
代
読
み
、
一
人
読

み
な
ど
、
様
々
な
パ
タ
ー
ン
で
読
ま

せ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
。

　

次
の
指
示
を
出
す
。

「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行

無
常
の
響
き
あ
り
」

　

こ
の
部
分
だ
け
を
覚
え
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
出
だ
し
の
「
あ
る

一
部
分
」
を
限
定
し
て
覚
え
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
取
り

組
め
る
。
ま
た
、
適
度
な
負
荷
が
掛

か
る
た
め
、
達
成
感
も
味
わ
え
る
。

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、「
祇
園
精
舎

の
鐘
の
声
」
の
部
分
だ
け
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
。

　

覚
え
る
時
間
を
取
っ
た
後
に
、
テ

指示１  「祇園精舎の鐘の声、諸行
無常の響きあり」

　　この部分だけを覚えます。
指示２  「盛者必衰の理をあらは

す」まで覚えます。合格した人
は審査をしなさい。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

暗唱でモチベーション
アップ！
子供がモチベーションを高める要素の
一つが、「有能感を得たとき」である。
有能感は、「ほんの少しの負荷」を乗
り越えたときに得られやすい。
向山式暗唱指導は、子供に有能感を得
させるために非常に適した指導である。

光村図書・５年・p.64-69
「古典の世界（一）」

　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
周
り
一

周
分
の
長
さ
を
調
べ
よ
う
。

　

こ
の
場
合
は
実
際
に
何
ｍ
あ
っ
た

の
か
を
確
か
め
ら
れ
る
（
実
測
で
き

る
）
題
材
に
な
る
。

　

高
さ
も
、
実
測
し
て
調
べ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
階
の
廊
下
の
長
さ
を
調

べ
よ
う
。

　

廊
下
の
長
さ
は
、
床
だ
け
を
見
て

も
「
単
位
」
に
な
る
モ
ノ
が
な
い

（
場
合
が
多
い
）。

　

天
井
に
着
目
さ
せ
る
。
多
く
の
学

校
で
は
、
天
井
は
パ
ネ
ル
状
に
な
っ

て
い
る
。
パ
ネ
ル
を
単
位
と
し
て
、

廊
下
の
長
さ
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

そ
う
だ
。

　

天
井
の
パ
ネ
ル
１
枚
分
を
測
定
し

よ
う
と
す
る
と
、
工
夫
が
必
要
に
な

る
の
で
、
知
的
な
作
業
に
な
り
そ
う

だ
。

　

新
教
科
書
を
見
た
。
単
元
の
最
後

に
「
い
か
し
て
み
よ
う
」
と
ま
と
め

の
授
業
が
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

比
例
の
単
元
で
の
問
題
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

　

あ
や
さ
ん
の
学
校
は
３
階
建

て
で
す
。
階
だ
ん
を
使
っ
て
、

１
階
の
ゆ
か
か
ら
３
階
の
ゆ
か

ま
で
の
高
さ
を
調
べ
ま
す
。
階

だ
ん
の
１
だ
ん
の
高
さ
を
は

か
っ
た
ら
15
㎝
で
し
た
。

　

面
白
い
。
１
段
の
高
さ
が
分
か
れ

ば
、
下
か
ら
上
ま
で
の
高
さ
が
分

か
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
知
的
で
あ

る
。
し
か
も
、
身
近
な
モ
ノ
を
教
材

に
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
仕
組

め
る
。

　

ま
と
め
で
は
な
く
、
導
入
に
し
て

も
い
い
く
ら
い
の
ネ
タ
だ
。

　

教
科
書
で
は
こ
れ
を
、「
表
」
↓

「
式
」
↓
「
代
入
」
と
定
番
の
手
順

で
進
め
る
。

　

ほ
か
に
も
同
様
の
比
例
問
題
を
考

え
て
み
た
。

元・東京都公立小学校教諭

村
むら

野
の

 聡
さとし

身近なモノでアク
ティブに算数する
新教科書の知的な問題を参考
に、幾つか作ってみた。

発問  ジャングルジムの周り一周
分の長さを調べよう。

東京書籍・５年上・p.38
「比例」

初めの一部分のみ限定し覚えさせ、テストをする

半分～全部を覚えさせ、テストをする

合格した子供を審査員にする
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

上
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
、
５
の
方

を
長
く
す
る
。

「
砂
糖
は
何
ｇ
で
す
か
」（
□
ｇ
で
す
）

「
□
ｇ
と
書
き
な
さ
い
」

「
小
麦
は
何
ｇ
で
す
か
」（
１
５
０
ｇ

で
す
）「
１
５
０
ｇ
と
書
き
な
さ
い
」

３　
一
目
盛
を
求
め
さ
せ
る

「
小
麦
粉
、
一
目
盛
を
入
れ
な
さ
い
。

赤
で
な
ぞ
り
な
さ
い
」

「
小
麦
粉
、一
目
盛
は
何
ｇ
で
す
か
」

（
30
ｇ
で
す
）

「
式
は
？
」（
１
５
０
÷
５
で
す
）

　

答
え
か
ら
式
に
進
め
た
方
が
、
算

数
が
苦
手
な
子
供
は
分
か
り
や
す
い
。

　

こ
の
後
、
砂
糖
を
求
め
さ
せ
る
。

　

同
じ
三
つ
の
流
れ
で
、
次
の
日
、

「
全
体
を
決
ま
っ
た
比
に
分
け
る
」

問
題
も
さ
せ
る
。
⑴
二
つ
の
比
を
書

か
せ
、
⑵
線
分
図
を
か
か
せ
、
⑶
一

目
盛
り
を
求
め
さ
せ
る
。

　

啓
林
館
の
教
科
書
で
は
、
こ
の
二

つ
の
問
題
は
、
別
の
解
き
方
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
算
数
が
苦

手
な
子
供
は
こ
れ
で
は
混
乱
す
る
。

単
元
を
貫
く
同
一
の
ス
キ
ル
が
よ
い
。

　

比
の
文
章
題
は
二
種
類
。

①
「
比
の
一
方
の
数
量
」
問
題
。

例
「
砂
糖
と
小
麦
粉
の
重
さ
の
比
を

２
：
５
に
し
て
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

小
麦
粉
を
１
５
０
ｇ
に
す
る
と
砂
糖

は
何
ｇ
い
り
ま
す
か
」

②
「
全
体
を
き
ま
っ
た
比
に
分
け

る
」
問
題
。

例
「
兄
と
弟
が
７
２
０
円
の
ト
ラ
ン

プ
を
買
い
ま
す
。
弟
が
出
す
お
金
と

兄
が
出
す
お
金
の
比
を
４
：
５
と
す

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
何
円
ず
つ
出
せ
ば

よ
い
で
す
か
」

　

こ
の
二
つ
を
、
同
じ
「
解
き
方
」

で
授
業
す
る
。
単
元
を
貫
く
ス
キ
ル

は
、
同
一
が
よ
い
。

１　

二
つ
の
比
を
書
か
せ
る

　

文
章
題
を
教
師
が
ゆ
っ
く
り
読
む
。

「
砂
糖
と
小
麦
粉
と
書
き
な
さ
い
」

「
そ
の
下
に
２
：
５
と
書
き
な
さ
い
」

２　

線
分
図
を
か
か
せ
る

「
線
分
図
を
か
き
ま
す
。
10
㎝
の
横

線
」「
２
：
５
で
す
か
ら
、
右
と
左
、

ど
ち
ら
を
長
く
し
ま
す
か
」

「
５
の
方
で
す
ね
」

発問  一目盛りは、幾つですか。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

M
athematic

s

算数
6年

「比とその利用」
文章題は２種類ある
同じスキルで解かせる。
ポイントは「一目盛」だ。

る
組
立
て
で
あ
る
。

指
示
５ 

班
で
た
く
さ
ん
探
し
ま
す
。

辞
書
な
ど
を
使
っ
て
構
い
ま
せ

ん
。
ど
の
班
が
一
番
多
く
探
せ
る

か
。時
間
は
十
分
。用
意
、始
め
！

　

子
供
は
探
す
活
動
が
好
き
で
あ
る
。

更
に
競
争
の
要
素
も
加
わ
る
。

指
示
６ 

そ
れ
で
は
一
班
か
ら
一
つ

ず
つ
黒
板
に
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

と
伝
え
て
、
班
の
代
表
に
一
つ
だ
け

板
書
さ
せ
る
。
次
の
班
は
前
の
班
と

違
う
熟
語
を
板
書
さ
せ
る
。
ノ
ー
ト

に
あ
る
熟
語
が
全
て
板
書
さ
れ
た
ら
、

「
参
り
ま
し
た
！
」
と
班
に
言
わ
せ

る
の
も
面
白
い
。
最
後
は
「
で
き
る

だ
け
多
く
の
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
を

考
え
さ
せ
る
」
活
動
が
盛
り
上
が
る
。

指
示
７ 

先
生
が
熟
語
を
考
え
ま
し

た
。「
鳥
栖
小
学
校
六
年
一
組
担

任
竹
岡
正
和
」

　

全
部
で
十
五
の
漢
字
を
使
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
よ
り
多
く
の
漢
字
を

使
っ
た
言
葉
を
考
え
ま
す
。

　

子
供
は
楽
し
そ
う
に
ノ
ー
ト
に
書

き
出
す
。

「
三
字
以
上
の
熟
語
の
構
成
」
で
あ

る
。
こ
の
単
元
で
は
、
教
科
書
以
外

の
熟
語
を
探
さ
せ
る
活
動
が
よ
い
。

教
科
書
に
は
「
市
︱
町
︱
村
」「
衣

︱
食
︱
住
」
な
ど
四
つ
の
例
が
あ
る
。

指
示
１ 

教
科
書
以
外
の
熟
語
を
探

し
ま
す
。
一
つ
言
え
る
人
？

　

子
供
が
「
大
︱
中
︱
小
」
と
発
表

し
た
と
す
る
。
褒
め
た
上
で
板
書
さ

せ
る
。

指
示
２ 

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に

書
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
個
人
で
探
さ
せ
る
。
こ
の

後
の
組
立
て
は
幾
つ
か
あ
る
。

指
示
３ 

ノ
ー
ト
に
一
つ
書
け
た

人
？　

二
つ
書
け
た
人
？　

三

つ
書
け
た
人
？

と
聞
い
て
、
一
番
多
く
書
い
た
子
に

全
て
板
書
さ
せ
る
。
そ
の
後
、

指
示
４ 

さ
ら
に
一
つ
足
せ
る
人
？

二
つ
足
せ
る
人
？

と
聞
い
て
一
番
多
く
書
い
た
子
に
板

書
さ
せ
る
組
立
て
。
ま
た
は
、
班
で

協
力
さ
せ
て
多
く
の
熟
語
を
探
さ
せ

指示１  教科書以外の熟語を探し
ます。一つ言える人？

指示２  まだまだあります。できる
だけたくさんノートに書きます。

指示３  ノートに一つ書いた人？
二つ書いた人？　一番多く書い
た○さん、黒板に書きます。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

Japanese

国語
6年

３字以上の熟語の構成
は、ひと工夫加えるだ
けで子供が熱中する
コツは２つある。①個人でたくさ
ん漢字を探させる。②多く書けた
子に全て板書させる。その後「ま
だ足せる人？」と付け足させる。

啓林館・６年・p.120-121
（旧教科書p.87-88） 教育出版・６年上・p.46-47

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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の
小
学
生
向
け
「
税

の
教
材
」
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る

の
で
ざ
っ
と
見
せ

て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

教
室
の
中
で
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
物
を
、
箇
条
書
き
に
し

な
さ
い
。

　

ほ
ぼ
全
て
。
教
師
の
給
料
も
税
金

で
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
小
学
生

一
人
に
年
間
約
九
十
万
円
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
知
ら
せ
る
。

　

私
た
ち
の
生
活
や
願
い
実
現
の

た
め
、
国
や
県
、
市
が
作
っ
て
い

る
仕
組
み
を
「
政
治
」
と
言
い
ま

す
。
政
治
に
は
私
た
ち
の「
税
金
」

が
使
わ
れ
、
政
治
を
行
う
議
員
は

私
た
ち
が
「
選
挙
」
で
選
ん
で
い

る
の
で
す
ね
。

　

上
記
の
図
に
「
政
治
」
と
タ
イ
ト

ル
を
書
か
せ
、
授
業
は
終
了
と
な
る
。

て
説
明
し
、
写
さ
せ
る
。

　

施
設
を
つ
く
る
に
は
、
議
員

さ
ん
や
市
役
所
に
要
望
を
出
し
、

市
議
会
で
話
し
合
い
、
市
役
所

が
計
画
や
仕
事
を
し
ま
す
。
県

の
場
合
は
、
県
議
会
・
知
事
・

県
庁
、
国
な
ら
国
会
・
総
理
大
臣
・

内
閣
と
な
り
ま
す
（
図
に
当
て

は
め
て
い
く
）。

　

施
設
を
つ
く
る
お
金
は
ど
う

す
る
の
で
す
か
。
図
か
ら
探
し

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

「
税
金
と
い
う
、
私
た
ち
が
払
っ
て

い
る
お
金
を
使
い
ま
す
。」

　

教
科
書
か
ら
税
金
の
ペ
ー
ジ
を
見

付
け
さ
せ
、
読
ま
せ
る
。
前
ペ
ー
ジ

で
出
た
市
の
施
設
の
設
置
・
運
営
に

税
金
が
使
わ
れ
、
様
々
な
税
金
の
種

類
が
あ
る
こ
と
、
消
費
税
な
ど
小
学

生
も
払
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

右
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
国
税
庁

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

　

市
に
新
し
い
施
設
を
つ
く
る

と
し
た
ら
、
何
を
つ
く
り
た
い

で
す
か
。「
要
望
書
」
と
書
い
て
、

施
設
名
と
理
由
を
箇
条
書
き
に

し
な
さ
い
。

　

施
設
名
を
次
々
発
表
さ
せ
る
。
こ

れ
が
「
市
民
の
要
望
」
と
な
る
。

　

新
し
い
施
設
を
つ
く
る
に
は
、

要
望
書
を
ど
こ
に
持
っ
て
行
っ
て
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で

決
め
ら
れ
る
の
で
す
か
。
教
科
書

や
資
料
集
か
ら
探
し
な
さ
い
。

　

教
科
書
や
資
料
集
に
「
市
民
」「
市

議
会
」「
市
長
」「
市
役
所
」
な
ど
の

関
係
図
を
見
付
け
さ
せ
る
。
埼
玉
県

上
尾
市
の
子
供
向

け
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
上
記
）
の
図
が

分
か
り
や
す
い
。

左
は
更
に
簡
単
に
、

要
望
↓
議
会

↓
実
行
、
税

金
・
選
挙
を

図
に
し
て
み

た
。

　

図
に
一
人

の
子
の
要
望

を
当
て
は
め

社会

市の施設は、どうやっ
てつくることを決め
ているの？　お金は
どこから出るの？
つくりたい施設を考えさせ
ることにより、私たちの周
りから、政治の仕組みと税
金の使われ方を理解する。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

６年「政治」

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

体
及
び
別
に
法
律
で
定
め
る
法

人
の
み
が
、
こ
れ
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

自
学
校
の
看
板
「
市
立
」
を
示
す
。

　

私
た
ち
の
学
校
は
市
立
だ
か

ら
市
の
教
育
委
員
会
が
設
置
者

で
す
。
県
立
な
ら
県
の
教
育
委

員
会
、
国
立
な
ら
国
の
国
立
大

学
法
人
と
い
う
組
織
で
す
。
私

た
ち
の
学
校
は
市
が
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
「
市
」
が
設
置
し
て

い
る
施
設
を
予
想
し
て
、
思
い
付

く
だ
け
箇
条
書
き
に
し
な
さ
い
。

「
図
書
館
」「
公
園
」「
道
路
」
な
ど

が
出
る
だ
ろ
う
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

橋
な
ど
に
も
「
市
」
の
看
板
や
シ
ー

ル
が
貼
っ
て
あ
る
の
で
、
見
付
け
さ

せ
る
と
い
い
。
動
物
園
や
水
族
館
な

ど
娯
楽
施
設
も
あ
る
だ
ろ
う
。

校
だ
と
困
る
」
な
ど
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

休
校
を
決
め
る
の
は
誰
で
す
か
。

「
校
長
先
生
」「
県
知
事
」「
市
長
」

な
ど
が
出
る
。
次
の
法
律
を
提
示
す

る
。学

校
保
健
安
全
法
（
臨
時
休
業
）

　

第
二
十
条　

学
校
の
設
置
者

は
、
感
染
症
の
予
防
上
必
要
が

あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
学
校

の
全
部
又
は
一
部
の
休
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

「『
学
校
の
設
置
者
』
し
か
決
め
ら

れ
な
い
の
で
、
首
相
で
も
要
請
し
か

で
き
な
い
の
で
す
ね
」

　

学
校
の
設
置
者
と
は
誰
で
す
か
。

　

話
し
合
わ
せ
、
法
律
を
提
示
す
る
。

学
校
教
育
法
第
二
条

　

学
校
は
、
国
、
地
方
公
共
団

　

上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
二
〇
二
〇

年
二
月
二
十
七
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
で
の
安
倍
首
相
の
映
像
を
見
せ

る（
政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
）。

来
週
よ
り
全
学
校
臨
時
休
業
要
請

　

み
ん
な
の
学
校
は
何
日
か
ら

何
日
ま
で
お
休
み
で
し
た
か
？

　

確
認
し
た
後
、

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
休
校
し
た
学

校
、休
校
し
な
か
っ

た
学
校
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で

い
い
の
で
す
か
。

　

自
由
に
発
表
さ
せ
る
。
も
う
一
度

上
記
の
安
倍
首
相
の
映
像
を
見
せ
る
。

「
要
請
」
を
辞
書
で
調
べ
な
さ
い
。

「
お
願
い
」
で
あ
る
。

「
命
令
」
で
な
く
「
お
願
い
」
で

い
い
の
で
す
か
。

　

自
由
に
話
し
合
わ
せ
る
。「
勝
手

に
決
め
ら
れ
な
い
」「
感
染
者
が
出

て
い
な
い
地
域
も
あ
る
」「
急
に
休

基礎・基本

社会

臨時休校って
誰が決めるの？
新型コロナウイルス感染対
策の休校の事例から「学校
の設置者」を取り上げ、私
たちの周りには市が設置し
ている様々な公共施設があ
ることに気付かせる。

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

６年「政治」
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Lesson2「We 
have Childrenʼs 
Day in May.」
この単元では「We have （行
事）in（月）.」や、「We have 

（施設） in（場所）.」という文
を通して、行事や施設の魅力
を伝え合っていく。既習の

「like」「can」を使った表現や
形容詞を使って、伝えたいこ
とをより詳しく伝えられるよ
うに組み立てたい。

東京都公立小学校

小
こ

林
ばやし

 智
とも

子
こ

6年英語 5年道徳
「Lesson2」の流れは大まかに以下のとおり
である（６〜８時間計画。移行期間にどれだ
け学習してきたかなど、実態に応じて行う）。
第１時　好きな季節と理由を伝える
〈単語〉季節、行事
〈表現〉Ａ：What season do you like?
　　　　Ｂ：I like spring.
　　　　Ａ：Why?
　　　　Ｂ：We have（行事）in spring.
第２時　好きな季節と理由を伝える
〈単語〉季節、行事、月
〈表現〉Ａ：What season do you like?
　　　　Ｂ：I like spring.
　　　　Ａ：Why?
　　　　Ｂ：We have 〜 in（月）.
第３時　好きな日本の行事の魅力を伝える
〈単語〉月、行事、形容詞
〈表現〉Ａ：We have Children＇s day in May.
　　　　　　I like Children＇s day.
　　　　Ａ：Why?
　　　　Ｂ：We can see Samurai helmet.
　　　　　　It＇s cool. We can see carp 
　　　　　　streamer. It＇s very beautiful.
　第４時以降は「We have a nice park in my 
town. We can play on the swings, seesaw, 
and slide.」といった表現を学び、街の魅力
を伝え、スピーチをしたり、言えるようになっ
たものを読んだり書いたりしていく。
ポイント１　月の名前の単語練習
　月の名前は発音が複雑で難しい。言えるよ
うにならないからといって、一度に長く練習
しすぎないようにする。３、４時間学習する
中で、言えるようになっていければよい。そ
のためにも、楽しみながら覚えられるように
工夫をする。基本的なリピート練習（２回→
１回→０回）に加え、教科書26、27ページを
使って、ペアでポインティングゲーム（指差
しゲーム）をしたり、ペアで交互に言ったりし
て、楽しく繰り返し言えるようにするとよい。

ポイント２　We have ～ in（季節・月）
をまず言えるようにする
　まずは「We have 〜 in …….」を言えるよ
うにしたい。そのため、行事の名前は日本語
でもよいことにする。教科書にある単語は教
えるが、それ以外にも、身近なものを取り上
げると、興味をもって取り組める。
「We have どんど焼き in January.」など、
地域の特色を生かすのもよいだろう。
ポイント３　行事（地域）紹介ポスターを
作ってALTに見てもらう、ウェブページに
載せてPRするなど、目的をもたせる
　目的を明確にしてから取り組むことで、伝
えたいことが出てくる。「こういう行事があ
るから、この季節に来てもらえるようにしよ
う」「みんなしか知らないおすすめスポット
に来てもらえるようにしよう」のように、ス
ピーチや書くことの目的を設定してから取り
組みたい。

　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

三省堂・６年・p.26-37

④
語
り

説
明 

そ
れ
ぞ
れ
、
幸
せ
の
考
え
方

は
違
い
ま
す
ね
。
洪
庵
は
、「
自

分
を
犠
牲
に
し
て
で
も
、
人
の
た

め
に
生
き
る
」
こ
と
に
幸
せ
を
感

じ
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
「
利
他
に
生
き
る
」

と
言
い
ま
す
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

（
利
他
に
生
き
る
）。
こ
の
よ
う
な

生
き
方
も
あ
る
の
で
す
ね
。

⑤
感
想
を
書
か
せ
る

「
利
他
に
生
き
る
」
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
行
動
が
で
き
る
か
を
授
業
の

感
想
に
併
せ
て
書
か
せ
た
い
。
具
体

的
に
何
を
す
る
の
か
を
、
皆
で
理
解

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

⑥
教
師
が
褒
め
続
け
る

　

そ
の
後
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、

利
他
の
行
動
を
褒
め
続
け
る
。

　

例
え
ば
、「
○
○
さ
ん
が
準
備
を

手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
利
他
の
行

動
で
す
。お
か
げ
で
、授
業
が
ス
ム
ー

ズ
に
開
始
で
き
ま
し
た
。
す
ば
ら
し

か
っ
た
で
す
」
と
褒
め
る
。
繰
り
返

す
こ
と
で
、
子
供
は
変
容
し
て
い
く
。

︿
で
き
る
派
﹀

・
多
く
の
人
の
命
を
救
う
た
め
な
ら
、

苦
し
く
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
。

︿
で
き
な
い
派
﹀

・
皆
を
救
う
た
め
に
行
動
し
て
い
る

の
に
、
陰
口
を
た
た
か
れ
た
り
す

る
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
。

　

事
実
に
は
力
が
あ
る
。
理
由
を

次
々
と
発
言
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
然

と
内
容
の
確
認
に
も
な
る
。

③
討
論

発
問
２ 

も
し
あ
な
た
が
、
緒
方
洪

庵
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
た
ら
幸
せ

で
す
か
。
幸
せ
で
は
な
い
で
す
か
。

︿
幸
せ
派
﹀

・
世
の
中
に
貢
献
で
き
、
多
く
の
人

を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

・
私
は
将
来
医
者
に
な
り
た
い
。
だ

か
ら
と
て
も
憧
れ
る
。

︿
幸
せ
で
は
な
い
派
﹀

・
も
っ
と
自
分
が
楽
し
い
こ
と
、
例

え
ば
趣
味
な
ど
に
時
間
を
使
う

方
が
幸
せ
だ
と
思
う
か
ら
。

・
功
績
を
残
し
て
も
、
陰
口
を
た
た

か
れ
た
り
す
る
の
は
、
嫌
だ
か
ら
。

１　

道
徳
の
授
業
後
こ
そ
褒
め
続
け
る

　

道
徳
の
授
業
だ
け
で
、
子
供
の
考

え
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
褒
め

続
け
る
こ
と
で
変
容
し
て
い
く
。
例

え
ば
次
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
。

１　

道
徳
の
授
業
を
す
る

２　

学
習
し
た
行
動
が
で
き
た

子
供
を
褒
め
続
け
る

　

こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
子
供

た
ち
は
、
授
業
内
容
の
理
解
を
深
め

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
定
着
す
れ
ば
、

学
級
は
よ
り
安
定
し
て
く
る
。

２　
「
命
の
種
を
植
え
た
い
︱
緒
方

　

洪
庵
︱
」
を
こ
う
授
業
す
る

︿
あ
ら
す
じ
﹀
緒
方
洪
庵
は
、
天
然

痘
で
多
く
の
人
の
命
が
奪
わ
れ
る
こ

と
を
悔
や
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
種

痘
を
使
っ
た
予
防
治
療
を
行
う
。
し

か
し
予
防
接
種
な
ど
が
な
か
っ
た
時

代
、
周
り
か
ら
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
。逆
に
、「
天
然
痘
を
広
め
て
い
る
」

と
批
判
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
人
々

を
救
い
た
い
一
心
で
、
諦
め
ず
取
り

組
ん
だ
。
と
い
う
実
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
る
。

①
資
料
の
読
み
聞
か
せ

②
主
発
問
を
問
う

発
問
１ 

あ
な
た
は
緒
方
洪
庵
の
よ

う
な
生
き
方
が
で
き
ま
す
か
。

指
示 

そ
う
思
っ
た
理
由
を
ノ
ー
ト

に
書
き
な
さ
い
。

偉人教材で、「利他
の精神」を教える
授業は盛り上がり、その後
の評価で学級経営も安定す
る。

兵庫県宝塚市立美座小学校

山
やま

本
もと

 真
まさ

充
みつ

日本文教出版・５年・
p.176-179（旧教科書）

「命の種を植えたい―緒方洪庵―」
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

プ
ロ
グ
ル　

https://proguru.jp/

　

こ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体

験
す
る
。
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
と
い
う

サ
ポ
ー
ト
画
面
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、

子
供
た
ち
が
一
人
で
操
作
で
き
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

右
下
の
画
面
は
、
六
年
生
の
算
数

に
新
し
く
入
っ
た
「
最
頻
値
（
デ
ー

タ
の
活
用
）」
の
学
習
画
面
だ
（
新

学
習
指
導
要
領
の
内
容
）。

　

指
導
案
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

２	

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
」
の
体
験

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
」
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
上
で
作
っ
て
み
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

実
際
に
「
モ
ノ
」
を
動
か
し
て
み
る

授
業
。

　

新
学
習
指
導
要
領
に
は
次
の
よ
う

に
明
記
さ
れ
て
い
る
（
総
則
）。

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し

な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
意
図

し
た
処
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に

必
要
な
論
理
的
思
考
力
を
身
に

付
け
る
た
め
の
学
習
活
動

　

低
学
年
や
中
学
年
で
「
ア
ン
プ
ラ

グ
ド
」「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
さ
せ
る
。

　

高
学
年
で
は
自
分
が
作
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
で
目
の
前
に
あ
る
「
モ

ノ
」
を
思
っ
た
と
お
り
に
動
か
せ
た

（
あ
る
い
は
思
っ
た
と
お
り
に
動
か

な
か
っ
た
）
と
い
う
経
験
ま
で
さ
せ

た
い
。

プ
ロ
グ
ル
理
科

https://proguru.jp/science

　

こ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、

理
科
「
電
気
と
私
た
ち
の
く
ら
し
」

で
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
授
業
を
追
試
で
き
る
。

「
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
」
と
い
う
教
材

を
使
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ど
お
り
に
豆

電
球
を
光
ら
せ
る
体
験
が
で
き
る
。

　

フ
ィ
ジ
カ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
便
利
な
世
の

中
の
「
見
え
方
」
が
変
わ
る
。

１	

三
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、
大
き

く
次
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

①
ア
ン
プ
ラ
グ
ド
・
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

②
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ

③
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ

「
ア
ン
プ
ラ
グ
ド
」
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
わ
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
授
業
。
導
入
段
階
の
指
導
で

は
効
果
的
な
方
法
だ
。
教
科
書
や

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
い
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
」（
例
え
ば
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
か
く
）
を
体
験
さ
せ
る
。

「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
画
面
上
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

体
験
し
て
み
る
授
業
。「Scratch

」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
直
感
的
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
き
る
コ
ン
テ
ン

ツ
が
た
く
さ
ん
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

自
分
で
命
令
を
自
由
に
組
み
替
え

な
が
ら
「
順
次
処
理
」「
分
岐
処
理
」

「
反
復
処
理
」
を
楽
し
く
学
べ
る
。

　

命
令
を
あ
れ
こ
れ
組
み
替
え
る
活

動
は
「
論
理
的
思
考
力
を
身
に
付
け

る
」
こ
と
に
つ
な
が
る
。
パ
ソ
コ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
簡
単
に
授

業
で
き
る
。

６年生までに体験
させたい「フィジ
カル・プログラミ
ング」
アンプラグドだけでは「プ
ログラミングを体験した」
ことにはならない。コン
ピュータを使ったプログラ
ミングまで計画的に実施で
きるようになっているか、
カリキュラムを再点検し
よう。

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん
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授業で心を充電
心地良い疲れは元気の源。

中

学校
の授業実践

音楽

中学校の授業実践

生徒のやる気を
引っ張り出す
４月は「頑張ろう」として
いたＹ君、しかし６月まで
やる気が続かない。そんな
Ｙ君の「やる気が出る活動」
は何なのかを試し続けた。

中

学校
の授業実践

英語

埼玉県さいたま市立宮前中学校

森
もり

田
た

 健
たけ

雄
お

埼玉県熊谷市立妻沼西中学校

豊
とよ

田
だ

 雅
まさ

子
こ

の
好
き
な
単
語
を
選
び
、
シ
ー
ト
に

記
入
し
て
い
く
。
そ
の
後
、
教
師
が

言
っ
た
単
語
を
消
し
て
い
く
。
一
列

消
せ
た
ら
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
と
て
も

単
純
な
ゲ
ー
ム
だ
が
、
Ｙ
君
は
楽
し

そ
う
に
行
っ
て
い
た
。
い
つ
も
は

「
書
く
」
活
動
で
は
寝
て
し
ま
う
の

だ
が
、
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
シ
ー
ト
に
は
一

生
懸
命
に
単
語
を
書
い
て
い
た
。

①
ゲ
ー
ム
性
が
あ
る

②
人
と
比
べ
ず
に
で
き
る

③
楽
し
い

　

Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
は
こ
の
よ
う
な
要

素
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
後
、
Ｙ
君
は
私
に
言
っ
た
。

「
先
生
、
俺
頑
張
っ
た
よ
ね
」

　

や
る
気
が
な
さ
そ
う
に
見
え
る
生

徒
も
、
本
当
は
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

特
に
中
学
生
は
、
活
動
を
や
ら
な

い
こ
と
で
、
で
き
な
い
こ
と
を
隠
す

と
き
が
あ
る
。
教
師
が
諦
め
ず
に
、

生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
活
動
を

探
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
。

い
か
ら
い
い
」
と
返
っ
て
き
た
。

　

カ
ル
タ
は
、
一
瞬
で
判
断
し
て
札

を
取
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。あ
っ
と

い
う
間
に
ほ
か
の
生
徒
が
札
を
取
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
Ｙ
君
は
つ
ま
ら

な
く
な
り
、
寝
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

ゲ
ー
ム
性
が
あ
り
楽
し
い
活
動
で

も
、
自
分
が
活
躍
で
き
な
い
の
で
嫌

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　

ほ
か
に
も
ペ
ア
で
の
活
動
を
増
や

す
、
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
を
行
う
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
試
し
た
が
、
Ｙ

君
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の

活
動
で
は
、
自
分
が
で
き
な
い
こ
と

が
明
確
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
そ
こ
で
や
る
気
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。

３	

Ｙ
君
が
起
き
た

　

Ｙ
君
の
や
る
気
を
引
き
出
す
活
動

な
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
と
諦
め
か

け
た
と
き
、
英
単
語
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ら
起
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

幾
つ
か
あ
る
単
語
の
中
か
ら
自
分

１	

や
る
気
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

　

四
月
は
、「
今
年
こ
そ
英
語
を
頑

張
り
ま
す
」
と
Ｙ
君
は
言
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
長
く
は
続
か
ず
、
い
つ
の

間
に
か
寝
て
し
ま
っ
て
い
る
と
き
が

多
く
な
っ
た
。

　

気
付
い
た
ら
注
意
を
す
る
の
だ
が
、

な
か
な
か
起
き
な
い
。
注
意
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
Ｙ
君
の
や
る
気

は
更
に
後
退
し
た
。
そ
こ
で
意
識
し

た
こ
と
が
あ
る
。

　

Ｙ
君
が
、
ど
ん
な
活
動
な
ら

や
る
気
を
出
す
の
か
、
次
々
に

試
す
こ
と
。

２	

あ
れ
も
駄
目
、
こ
れ
も
駄
目

　

私
の
英
語
の
授
業
は
、
簡
単
な
ダ

イ
ア
ロ
ー
グ
で
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。

単
語
練
習
の
た
め
に
、
授
業
で
は
フ

ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
い
る
。

　

皆
が
楽
し
そ
う
に
発
音
す
る
中
、

Ｙ
君
は
ぐ
っ
す
り
と
寝
て
い
た
。
全

体
に
対
し
て
行
う
こ
と
だ
と
、
自
分

に
は
関
係
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

る
よ
う
だ
っ
た
。

　

そ
れ
な
ら
と
思
い
、
カ
ル
タ
を

行
っ
た
。
カ
ル
タ
を
始
め
る
と
き
、

Ｙ
君
は
起
き
て
い
た
。
し
か
し
途
中

で
寝
て
し
ま
っ
た
。「
Ｙ
君
起
き
な

よ
」
と
声
を
掛
け
る
と
、「
取
れ
な

指
示
4 

指
揮
を
し
ま
す
。

　

♪
ね
ー
む
れ
よ
し
ず
か
～
に
～
～

　
　

し
ず
か
に
ね
む
れ
～
～
♪

指
示
5 

お
隣
さ
ん
に
指
揮
を
し
ま
す
。

指
示
6 

隣
の
人
の
指
揮
が
良
か
っ

た
と
い
う
人
、
手
を
上
げ
ま
す
。

指
示
7 

ど
こ
が
良
か
っ
た
か
理
由

を
言
い
ま
す
。

生
徒
：
フ
ェ
ル
マ
ー
タ
の
後
の
合
図

が
分
か
り
や
す
い
。

説
明 

フ
ェ
ル
マ
ー
タ
～
～
～
で
伸

ば
す
の
は
み
ん
な
上
手
で
す
。
そ

の
後
、「
せ
～
の
～
」
っ
て
出
る

合
図
が
出
せ
る
と
分
か
り
や
す

い
で
す
ね
。

指
示
8 

前
で
や
り
た
い
人
は
出
て

き
ま
す
。

「
前
に
出
た
こ
と
が
ま
ず
偉
い
！
」

と
褒
め
る
。
ど
こ
が
良
か
っ
た
の
か
、

生
徒
に
言
わ
せ
る
。

　

疲
れ
の
た
ま
る
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

楽
し
い
授
業
に
す
る
。
ガ
ミ
ガ
ミ
と

注
意
し
て
行
為
を
直
さ
せ
よ
う
と
は

せ
ず
、
歌
っ
た
り
聴
い
た
り
活
動
さ

せ
た
り
し
て
よ
り
良
い
行
動
を
促
す
。

２	

音
に
集
中
で
き
る
課
題
設
定

　

二
拍
子
と
三
拍
子
の
聴
き
取
り
を

す
る
。
疲
れ
モ
ー
ド
満
載
の
と
き
は
、

音
を
聴
く
こ
と
さ
え
も
注
意
散
漫
に

な
る
。
だ
か
ら
、
ま
ず
は
指
揮
を
し

た
り
、
手
合
わ
せ
し
た
り
し
て
体
を

動
か
し
た
後
、
聴
く
こ
と
に
注
意
を

傾
け
さ
せ
る
。

指
示
3 

二
拍
子
は
行
進
、
三
拍
子

は
周
辺
で
二
人
組
に
な
っ
て
手

合
わ
せ
を
し
ま
す
。

「
イ
ン
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」「
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」「
タ
ー
ミ
ネ
ー

タ
ー
」「
ロ
ッ
キ
ー
」「
パ
イ
レ
ー
ツ
・

オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」
で
使
用
さ
れ

て
い
る
曲
や
嵐
の
「M

onster

」
を

次
々
に
流
し
、
聴
き
取
ら
せ
て
い
く
。

３	

前
に
出
て
指
揮
を
振
る

　

や
ん
ち
ゃ
な
子
ほ
ど
、
前
に
出
て

何
か
を
や
り
た
が
る
。

「
主
人
は
冷
た
い
土
の
中
に
」

　

指
揮
を
し
な
が
ら
歌
い
、
フ
ェ
ル

マ
ー
タ
を
表
現
す
る
。

　

六
月
は
、
修
学
旅
行
、
体
育
祭
、

林
間
学
校
、
学
総
 ※
、
と
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。
そ
し
て
、
部

活
動
の
下
校
は
十
八
時
、
疲
れ
が
蓄

積
し
て
い
る
。
さ
ら
に
低
気
圧
が
押

し
寄
せ
、
体
が
落
ち
着
か
な
い
。

１	

小
さ
な
目
標
を
達
成
さ
せ
る

　

個
別
評
定
で
、「
で
き
る
」
を
積

む
。
口
の
形
、
出
だ
し
の
音
、
短
い

フ
レ
ー
ズ
な
ど
、
僅
か
な
部
分
で
よ

い
。

①
口
の
開
け
方
検
定

指
示
1 

口
の
開
け
方
検
定
！

「
ウ
～
オ
」、
唇
を
と
が
ら
せ
た
ま

ま
、
縦
に
開
け
た
ら
合
格
で
す
。

「
ウ
～
オ
」
と

口
の
形
を
作
ら

せ
、
横
か
ら
見

せ
る
。
唇
が
突

き
出
て
い
る
か
、
自
分
自
身
で
確
か

め
さ
せ
て
、
ス
タ
ー
ト
。「
よ
し
、

合
格
」
と
次
々
に
評
定
し
て
い
く
。

②
ロ
ー
（
ろ
ー
）
つ
な
ぎ

指
示
2 

「
ロ
ー
」
つ
な
ぎ
。

　
　

次
の
人
の
声
が
聞
こ
る
ま
で

「
ロ
ー
」
と
伸
ば
し
ま
す
。
途
切

れ
ず
、
最
後
の
人
ま
で
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。
あ
た
か
も
一
人
で
伸

ば
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
！

　

三
十
名
以
上
が
よ
ど
み
な
く
最
後

ま
で
つ
な
が
る
と
、
歓
声
が
あ
が
る
。

※ 

中
学
校
総
合
体
育
大
会
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

「
自
分
の
頭
」
で
読
ま
ね
ば
間
違
う

「
朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水
」
を
読
み
解
く
。

伴 

一
孝

長
谷
川 

博
之

評
者
：
元
・
長
崎
県
公
立
小
学
校
教
諭

構
成
：
埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

向山型に挑戦！

「
朝
顔
や
釣
瓶
と
ら
れ
て
も
ら
ひ
水
」
と
板
書

す
る
。

説
明 

こ
れ
も
、
加
賀
千
代
女
の
俳
句
で
す
。

最
初
に
紹
介
し
た
俳
句
か
ら
お
よ
そ
十
五
年

後
の
、
三
十
五
歳
く
ら
い
の
と
き
の
作
品
で

す
。

発
問 

最
初
の
俳
句
と
何
が
違
い
ま
す
か
。
違

う
と
こ
ろ
を
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

全
体
で
発
表
さ
せ
る
。
次
の
五
つ
が
出
る
だ

ろ
う
。

（
１
）「
に
」
が
「
や
」
な
っ
て
い
る
。

（
２
）
切
れ
字
が
あ
る
。（「
や
」）

（
３
）
句
切
れ
が
あ
る
。（「
朝
顔
や
」
の
初
句

切
れ
）

（
４
）
強
調
さ
れ
て
い
る
言
葉
が
増
え
て
い
る
。

（「
朝
顔
」
も
）

（
５
）
感
動
の
中
心
が
変
わ
っ
て
い
る
。（「
朝

顔
」
に
）　　

（
山
形
県　

佐
藤
智
彦
氏
）

　

山
形
の
佐
藤
智
彦
氏
は
、
そ
こ
ま
で
迫
り
な

が
ら
、
大
魚
を
逸
し
た
。
一
点
。

く
わ
け
が
な
い
。

　

申
し
訳
な
い
が
「
ご
め
ん
ね
、
お
水
も
ら
う

よ
」
と
言
っ
て
、
い
ま
だ
絡
み
始
め
で
柔
ら
か

な
一
～
二
本
の
つ
る
を
、
そ
っ
と
ひ
も
解
い
て

あ
げ
た
。

　

そ
れ
を
千
代
女
は
「
も
ら
ひ
水
」
と
詠
ん
だ

の
だ
。

　

歌
川
・
正
岡
・
鈴
木
ら
男
衆
に
は
、
決
し
て

分
か
ら
な
い
感
覚
。
し
か
も
、
当
時
か
ら
俳
句

の
世
界
は
圧
倒
的
に
男
社
会
。

　

誤
読
が
連
発
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

十
九
歳
で
こ
の
句
を
詠
ん
だ
加
賀
千
代
女
は

何
も
言
え
ず
、
三
十
五
歳
で
や
っ
と
掛
け
軸
に

「
朝
顔
や
」
と
記
し
た
。

　

句
と
し
て
の
完
成
度
は
、初
出
の
「
朝
顔
に
」

の
方
が
は
る
か
に
高
い
。

　

彼
女
に
と
っ
て
、
苦
肉
の
策
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。

　

し
か
し
、
現
代
の
こ
の
と
き
に
至
る
ま
で
、

誰
も
読
み
解
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

な
ぜ
三
十
五
歳
で
詠
み
方
熟
練
の
千
代
女
が
、

わ
ざ
わ
ざ
「
改
悪
作
」
を
掛
け
軸
に
ま
で
遺
し

た
の
か
。

　

今
回
も
二
十
六
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。

「
休
校
で
授
業
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
情

も
多
い
中
、
高
い
志
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

全
て
取
り
上
げ
た
い
が
、
四
名
に
絞
る
。

　

つ
い
で
に
言
う
が
、
応
募
の
二
十
六
名
全
員

「
誤
読
」
で
あ
る
。

　

こ
の
句
が
全
く
読
め
て
い
な
い
。

　

当
然
で
あ
る
。

　

ま
ず
挿
絵
を
描
い
た
江
戸
時
代
の
歌
川
広
重

が
誤
読
、
明
治
の
正
岡
子
規
も
誤
読
、
よ
っ
て

鈴
木
大
拙
も
誤
読
。

　

作
者
の
加
賀
千
代
女
は
、
辟へ

き

易え
き

し
て
、
お
よ

そ
十
五
年
後
に
改
悪
作
を
掛
け
軸
に
遺の

こ

し
て
い

る
が
、
無
駄
だ
っ
た
。

　

文
学
作
品
の
解
釈
に
お
い
て
、
こ
れ
は
し
ば

し
ば
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
自
分
の
頭
」
で
読
ま
ね
ば
間
違
う
。

　

上
記
三
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
補
足
す
る
。

①
「
朝
顔
」
は
自
然
の
美
し
さ
で
あ
り
、「
釣
瓶
」

は
日
々
の
生
活
（
暮
ら
し
）
を
象
徴
し
て
い

る
。

②
「
も
ら
ひ
水
」
を
し
た
の
は
、
自
然
の
美
し

さ
に
感
動
し
、
傷
つ
け
た
く
な
か
っ
た
か
ら

だ
。

③
「
に
」
か
ら
「
や
」
へ
の
詠
み
変
え
に
よ
り
、

主
題
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
の
だ
。

（
熊
本
県　

松
田
春
喜
氏
）

　

熊
本
の
松
田
春
喜
氏
、
二
点
。

　

話
者
は
朝
顔
を
「
傷
付
け
た
く
な
か
っ
た
」

を
押
さ
え
た
と
こ
ろ
が
良
い
。

　

そ
こ
を
突
っ
込
む
べ
き
だ
。

発
問
1 

「
と
ら
れ
て
」
を
別
の
言
葉
に
言
い
換

え
る
と
何
で
す
か
。

　

か
ら
ま
っ
て
、
ま
き
つ
い
て
な
ど
。
と
ら
れ

て
が
、
擬
人
法
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。

発
問
2 

誰
か
ら
水
を
も
ら
っ
た
の
で
す
か
。

　

た
く
さ
ん
の
意
見
を
出
さ
せ
た
後
、「
も
ら

い
水
」
の
意
味
を
確
認
す
る
。

（
長
崎
県　

岩
永
将
大
氏
）

　

長
崎
の
岩
永
将
大
氏
、
三
点
。

「
話
者
は
『
誰
か
ら
』
水
を
も
ら
っ
た
の
か
」

を
「
誰
に
」
な
ら
本
質
に
迫
れ
た
。

発
問 

次
の
朝
、
釣
瓶
に
は
朝
顔
の
つ
る
が
巻

い
た
ま
ま
で
す
。
井
戸
の
水
が
く
め
ま
せ
ん
。

あ
な
た
だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
□
に
言

葉
を
入
れ
て
書
き
な
さ
い
。

　

朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て
□

︿
児
童
の
回
答
例
﹀

　

朝
顔
に
釣
瓶
と
ら
れ
て　

桶お
け

も
ら
う

（
長
野
県　

大
川
雅
也
氏
）

　

長
野
の
大
川
雅
也
氏
、
四
点
。

　

正
確
に
言
う
と
、
大
川
学
級
の
一
人
の
子
が

正
確
に
読
め
て
い
る
。

　

大
川
氏
が
「
話
者
は
翌
日
ど
う
し
た
か
」
と

発
問
し
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
子
だ
け
は
「
桶
も
ら
う
」
と
正
し
く
答

え
て
い
る
。

「
翌
日
」
で
は
な
く
、
発
語
し
た
時
点
で
話
者

は
「
朝
顔
に
も
ら
ひ
水
」
し
て
い
る
の
だ
。

　

そ
の
子
だ
け
が
、
八
点
で
あ
る
。

　

恐
ら
く
や
ん
ち
ゃ
く
れ
の
男
子
だ
ろ
う
。
顔

ま
で
思
い
浮
か
ぶ
。

　

ま
ず
私
た
ち
に
は
、
江
戸
時
代
の
生
活
感
が

な
い
。
こ
こ
を
押
さ
え
た
授
業
者
た
ち
は
、
そ

れ
だ
け
で
立
派
だ
。

　

毎
朝
、
何
度
も
（
エ
リ
ア
共
有
の
）
井
戸
ま

で
行
っ
て
生
活
用
の
水
く
み
を
す
る
。

　

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
お
湯
ま
で
出
る
現
代
の
感

覚
で
は
分
か
ら
な
い
。

　

昨
日
ま
で
な
か
っ
た
朝
顔
の
つ
る
が
、
今
日

は
井
戸
の
鶴
瓶
（
ひ
も
の
部
分
）
に
絡
ん
で
い

る
。
自
分
が
外
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
、
次
に
来

た
誰
か
が
引
き
ち
ぎ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

た
だ
で
さ
え
井
戸
が
混
み
合
う
朝
、
誰
も
が

隣
接
エ
リ
ア
の
井
戸
ま
で
「
も
ら
ひ
水
」
に
行
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から見た特別支援教育医師の目

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

医
学
博
士
　
宮み

や

尾お 

益ま
す

知と
も

　
　
　
構
成
：
田た

丸ま
る 

義よ
し

明あ
き

神
奈
川
県
川
崎
市
立
小
学
校

集
団
に
な
じ
め
な
い
子
、

Ｉ
Ｑ
が
非
常
に
高
い
子
へ
の
対
応

教
師
が
一
つ
上
の
俯ふ

瞰か
ん

し
た
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
。

１	

集
団
に
入
れ
な
い
、
変
わ
り
者
と
周
り
か
ら

	

見
ら
れ
て
い
る
高
学
年
の
男
子
に
つ
い
て

　

集
団
の
中
で
「
こ
の
子
は
変
わ
っ
て
い
る
」

と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、

同
じ
考
え
、
同
じ
特
徴
を
も
つ
子
の
集
団
に

入
れ
ば
「
こ
の
子
は
普
通
」
に
な
る
。
つ
ま

り
「
集
団
」
の
問
題
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
の
た
め
、「
こ
の
集
団
で
は
こ
う
い
う
話

を
し
よ
う
」
と
い
う
前
提
を
作
っ
て
あ
げ
る
、

理
解
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
例
え
ば

「
小
学
校
高
学
年
の
男
の
子
の
集
団
」
で
「
お

人
形
遊
び
」
の
話
を
し
て
も
盛
り
上
が
ら
な
い

が
、「
低
学
年
の
女
の
子
の
集
団
」
な
ら
ば
違
っ

て
く
る
。
そ
も
そ
も
（
そ
の
子
が
納
得
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
）、
五
、
六
年
生
の
男
の
子
だ
っ

た
ら
、
そ
ん
な
に
群
れ
な
く
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

２	

Ｉ
Ｑ
が
高
く
授
業
に
不
満
を
感
じ
て

	

い
る
子
に
対
し
て

　

大
切
な
の
は
、「
こ
の
先
生
の
話
は
聞
い
て

い
て
（
知
的
に
）
面
白
い
」「
こ
の
先
生
に
は

か
な
わ
な
い
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
だ
。

　

対
応
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
そ
の
子
の
発
言
や
行
動
を
受
け
入

れ
て
あ
げ
る
。
そ
の
中
で
「
先
生
の
話
を

聞
い
た
方
が
自
分
に
と
っ
て
得
が
あ
る
」

と
い
う
視
点
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

　

例
え
ば
、

「
授
業
の
内
容
が
分
か
っ
て
い
て
つ
ま
ら
な
い

な
と
思
う
こ
と
っ
て
あ
る
よ
ね
」（
受
け
入
れ
）

「
で
も
先
生
の
話
は
時
々
、
役
に
立
つ
こ
と
が

あ
る
か
ら
、
聞
い
て
お
く
と
い
い
よ
」（
得
が

あ
る
）

と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

　

そ
の
際
に
は
、
上
か
ら
目
線
だ
っ
た
り
、
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
あ
れ
こ
れ
指
摘
し
た
り
す
る

の
で
は
な
く
、
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
的
な
視

点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
よ
い
。

　

例
え
ば
、
算
数
で
筆
算
を
書
か
な
い
場
合
、

「
大
人
が
３
＋
５
程
度
の
計
算
で
筆
算
を
書
か

な
い
よ
う
に
、
頭
が
い
い
か
ら
、
こ
れ
く
ら
い

は
筆
算
を
書
く
必
要
が
な
い
よ
ね
」

と
い
う
「
受
け
入
れ
」
を
し
て
あ
げ
る
。

　

そ
の
上
で
「
た
だ
、
筆
算
を
書
い
て
お
く
と

ミ
ス
が
少
な
く
な
る
よ
」
と
い
う
「
得
」
に
な

る
こ
と
を
話
す
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
Ｉ
Ｑ
が
高
い
子
に
対
し
て
は
、

ま
ず
、
そ
の
子
の
発
言
や
行
動
を
受
け
入
れ
て

あ
げ
る
。
そ
の
中
で
「
先
生
の
話
を
聞
い
た
方

が
自
分
に
と
っ
て
得
が
あ
る
」
と
い
う
視
点
で

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
尊
敬
さ
れ
る
、
か
な
わ
な
い
と

思
わ
れ
る
教
師
と
し
て
の
姿
」
を
目
指
し
て
ほ

し
い
。

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

１）発達障害のある子供の多動はなぜ起こるのでしょうか？　何かを入力しています。
　　□に文字を入れましょう。

２）なぜ「動くこと」が発達障害のある子供の脳にとって重要なのでしょうか？
　　□に文字を入れましょう。

３）多動性に対してどのような配慮ができるのでしょうか。 □に文字を入れましょう。

　まずは授業の中で「合法的に動かす工夫」が必要です。「落ち着きなさい」「動くのをやめなさ
い」と「抑制」で多動を何とかしようとすることは逆効果です。「お隣さんと相談してごらん」
「教科書を読みます」「立って読みます」「先生のところまでノートを見せにおいで」など全体の中
で「動いても良い」パーツを組み込むことが必要です。
　また身体を動かす方が集中できるのであれば、「椅子にゴム紐を付けて足を動かせるようにする
（ふみおくんが便利です）」「手にゴムボールやお手玉などを持たせていつでも握れるようにする」
という身体の一部を動かしても良いという個別の配慮もとても大切です。

　そわそわする、机を叩き続ける、椅子をバタンバタンするなどの多動は「わざとではない」
「落ち着きがないのではない」と理解することが大切です。彼らが動くことで「刺激」を脳に
送っています。
　そのような動くことの刺激があるから学習が脳の中に入るというエビデンスもあります。

答え　１）刺激　　２）神経伝達　　３）① 動かす  ② 一部 

　動くことで「セロトニン」「ドーパミン」などの脳内の神経伝達物質が出ることが分かって
います。身体を動かすことで集中しようとしている、頑張ろうとしていると捉えることができ
ます。やる気の一つのサインですね。

５分でできる！ みんなで理解する特別支援教育　
　　　　　　　　　コピーフリー研修シート　２０２０年　No.3

　発達障害のある子供の「多動」への支援を考えよう！　発達障害のある子供の「多動」への支援を考えよう！
下敷きなどで隠し、下へずらしながら研修をしていくと効果的です！

研修 3

物質の充足

の入力

イラスト： しもかわらゆみ
『 TOSS 特別支援教育 』FB より

イラスト： しもかわらゆみ
『 TOSS 特別支援教育 』FB より

① 合法的に        授業の工夫

身体の② が動かせる配慮
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答える

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

プロが教える
プロが教える 教室でできる

　

こ
こ
最
近
、
現
場
の
教
師
の
間
で
も
知
能
検

査
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
私
も
、

検
査
結
果
の
読
み
取
り
に
つ
い
て
の
校
内
研
修

を
依
頼
さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。
大

変
望
ま
し
い
傾
向
で
あ
る
が
、
教
師
間
で
の
知

能
検
査
の
捉
え
方
は
様
々
な
よ
う
で
あ
る
。

　

今
回
か
ら
は
、
こ
の
点
を
整
理
し
て
い
く
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
た
い
。
そ
も
そ
も
知
能
検
査

実
施
の
目
的
は
何
か
。
最
大
の
目
的
は
こ
れ
で

あ
る
。

　

子
供
の
利
益
の
た
め
に
行
う
。

　

知
能
検
査
は
検
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
家
庭

生
活
や
学
校
生
活
に
お
い
て
、
子
供
が
生
活
し

や
す
く
す
る
た
め
の
具
体
的
ア
ド
バ
イ
ス
や
指

導
方
法
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
決
し
て

「
レ
ッ
テ
ル
貼
り
」
や
「
排
除
」
の
た
め
に
用

い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

問
題
と
さ
れ
て
い
る
行
動
が
「
子
供
の
『
わ

が
ま
ま
』
や
『
努
力
不
足
』
に
よ
る
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
誤
解
か
ら
救
済
す
る
ツ
ー
ル
だ
。

　

一
方
で
、
教
師
の
側
の
目
的
は
、

　

指
導
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
得
る
こ
と
。

　

一
口
に
字
が
書
け
な
い
子
供
と
い
っ
て
も
、

背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
る
。

　

字
の
形
が
覚
え
ら
れ
な
い
視
覚
的
記
憶
の
問

題
、
音
が
覚
え
ら
れ
な
い
聴
覚
的
記
憶
の
問
題
、

言
葉
を
一
つ
一
つ
の
音
に
分
け
ら
れ
な
い
音
韻

操
作
の
問
題
、
字
の
意
味
が
理
解
で
き
な
い
文

字
の
読
み
の
問
題
、
眼
球
運
動
や
手
指
の
巧
緻

性
の
問
題
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
要
因
に
応
じ
た
指
導
が
な
さ
れ
な

け
れ
ば
、
子
供
た
ち
は
救
わ
れ
な
い
。

　

知
能
検
査
結
果
を
正
し
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

子
供
の
困
難
さ
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

正
し
い
指
導
方
法
で
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

我
が
国
で
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な

知
能
検
査
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

＊
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
︱
Ⅳ
（
ウ
イ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
）

　

子
供
の
潜
在
能
力
を
知
る
代
表
的
な
知

能
検
査
で
あ
る
。
知
的
能
力
の
水
準
を
測

定
す
る
全
検
査
Ｉ
Ｑ
に
加
え
、
特
性
も
把

握
で
き
る
。

＊
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ⅱ
（
ケ
ー
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
ツ
ー
）

　

子
供
の
「
認
知
特
性
＝
実
行
能
力
（
認

知
総
合
尺
度
）」
と
「
基
礎
的
な
学
力
（
習

得
総
合
尺
度
）」
の
水
準
と
バ
ラ
ン
ス
を
測

定
で
き
る
。

＊
田
中
ビ
ネ
ー
知
能
検
査
Ⅴ

　

主
に
就
学
前
の
子
供
の
潜
在
能
力
を
知

る
知
能
検
査
で
あ
る
。

　

就
学
後
の
通
常
学
級
に
在
籍
し
て
い
る
子
供

に
必
ず
実
施
す
る
の
が
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
︱
Ⅳ
で
あ

り
、
一
丁
目
一
番
地
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
る
。

教
師
に
も
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
、

い
や
知
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
検
査
で

あ
る
。
今
回
の
連
載
に
お
い
て
も
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

︱
Ⅳ
の
紹
介
や
現
場
で
の
活
用
方
法
を
中
心
に

述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

言
語
聴
覚
士
　
下し

も

妻づ
ま 

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

教
師
が
知
っ
て
お
く
べ
き

知
能
検
査
の
基
礎
知
識
①

知
能
検
査
は
子
供
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

言語療法

1	

授
業
開
始
の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

授
業
の
最
初
は
、
で
き
る
だ
け
内

容
を
固
定
す
る
と
よ
い
。

　

そ
の
こ
と
で
、
発
達
障
害
の
子
も

そ
う
で
な
い
子
も
見
通
し
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
国
語
の
最
初
は
「
あ
か

ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図

書
）
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
子
供

の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
、
練
習

を
始
め
る
。

　

こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、
教
師
が

驚
い
て
や
る
こ
と
だ
。

「
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
て
、
す
ぐ
に
練

習
し
て
い
る
子
が
い
る
！　

す
ば
ら

し
い
！
」
と
、
心
の
底
か
ら
感
激
し

て
褒
め
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
さ
ら
に
次
の
よ
う

な
姿
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。

　

休
み
時
間
の
間
に
、「
あ
か
ね

こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
用
意
す
る
。

　

こ
れ
も
大
げ
さ
に
驚
い
て
褒
め
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
教
科
に

も
事
前
の
準
備
が
波
及
す
る
。

　

授
業
の
前
か
ら
学
習
の
準
備
が
で

き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
休
み
時
間

モ
ー
ド
か
ら
授
業
モ
ー
ド
へ
の
切
り

替
え
も
当
然
早
く
な
る
。

２	

マ
イ
ナ
ス
の
Ｎ
Ｇ
行
為

　

授
業
の
開
始
に
内
容
を
固
定
す
る

と
い
っ
て
も
、
内
容
は
何
で
も
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

授
業
の
最
初
に
め
あ
て
を
考

え
さ
せ
る
。
書
か
せ
る
。

　

こ
れ
は
典
型
的
な
Ｎ
Ｇ
行
為
。

　

見
通
し
に
は
良
い
も
の
と
悪
い
も

の
と
が
あ
る
。

　

面
倒
と
感
じ
る
も
の
。
活
動
に

す
ぐ
に
入
ら
な
い
も
の
は
Ｎ
Ｇ
。

　

め
あ
て
を
書
か
せ
る
。
長
い
時
間

考
え
さ
せ
る
。
よ
く
あ
る
こ
れ
ら
は
、

面
倒
だ
な
あ
と
い
っ
た
、
悪
い
見
通

し
を
も
た
せ
る
。

　

最
初
の
挨
拶
も
そ
う
だ
。
何
度
も
や

り
直
さ
せ
る
。
全
員
そ
ろ
う
ま
で
待
つ
。

こ
れ
ら
も
よ
く
あ
る
Ｎ
Ｇ
の
一
つ
。

　

授
業
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
よ
う

な
こ
と
を
最
初
に
も
っ
て
く
る
。

　

活
動
か
ら
入
る
。

　

こ
れ
が
基
本
だ
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
。
百
玉
そ
ろ
ば
ん
。
簡
単
な

先
生
問
題
。
百
人
一
首
か
ら
で
も
い

い
。
と
に
か
く
授
業
の
最
初
か
ら

「
自
分
が
活
動
す
る
よ
う
な
課
題
が

あ
る
」
と
い
う
見
通
し
を
も
た
せ
る

こ
と
が
大
切
だ
。

３	

授
業
展
開
の
大
ま
か
な
見
通
し

　

国
語
で
あ
れ
ば
、「
漢
字
」
↓
「
音

読
」
↓
「
教
科
書
の
学
習
」
と
い
う

大
ま
か
な
流
れ
の
見
通
し
が
あ
る
だ

け
で
安
定
す
る
。
課
題
の
切
り
替
え

の
見
通
し
が
あ
る
お
か
げ
で
、
や
り

や
す
く
な
る
の
だ
。
脳
へ
の
負
担
が

少
な
い
と
も
い
え
る
。

　

そ
し
て
、
最
も
大
切
な
の
は
「
授

業
終
了
時
刻
が
来
た
ら
、
授
業
を
終

え
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
見
通

し
が
あ
る
か
ら
、
終
了
時
刻
ま
で
頑

張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

見
通
し
の
あ
る
授
業
展
開

授
業
開
始
の
見
通
し
が
最
も
大
切
。
そ
れ
は
、
休
み
時
間
モ
ー
ド
か
ら
授
業
モ
ー
ド
へ
の

切
り
替
え
が
簡
単
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
授
業
終
了
へ
の
見
通
し
が
子
供
に
安
定
を
も
た
ら
す
。
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支
援
を
要
す
る
子
に
こ
そ
分
か
る
良
さ

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
T
O
S
S
ノ
ー
ト
」
の

全
学
級
へ
の
導
入
を
決
め
た
の
は
、「
子
供
の
声
」
と
い
う
事
実
。

太お
お

田た 

政ま
さ

男お

島
根
県
邑
南
町
立
高
原
小
学
校

「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
ノ
ー
ト
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

が
全
学
級
に
導
入
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
全
校
に
広
げ
ら
れ
た
の
か
。

①
子
供
の
事
実
が
あ
っ
た

　

自
費
購
入
し
て
教
室
に
持
っ
て
行

き
、
黒
板
に
貼
っ
た
と
き
の
こ
と
だ
。

「『
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
』
の
大
き
い

や
つ
で
す
か
？　

ど
こ
に
書
け
ば
い

い
か
す
ぐ
に
分
か
る
か
ら
で
す

か
？
」

　

貼
り
出
し
た
だ
け
で
、
そ
の
良
さ

を
子
供
が
言
い
当
て
た
。
そ
れ
も
、

一
番
支
援
が
い
る
と
引
き
継
い
だ
Ａ

子
の
声
だ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。

②
研
究
授
業
で
も
活
用
す
る

　

研
究
協
議
で
は
必
ず
と
言
っ
て
よ

い
ほ
ど
「
あ
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
い

い
で
す
ね
」
と
い
う
話
題
に
な
る
。

　

私
は
Ａ
子
の
言
葉
を
紹
介
し
た
。

「『
マ
ス
目
が
あ
る
か
ら
分
か
り
や

す
い
』
っ
て
一
番
に
反
応
し
た
の
も

Ａ
子
さ
ん
で
し
た
。
黒
板
に
書
い
て

い
た
と
き
は
、
よ
く
書
き
方
を
質
問

し
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
」

　

こ
の
報
告
に
は
皆
、
興
味
津
々
の

様
子
だ
っ
た
。
こ
の
後
、
公
費
で
全

学
級
に
導
入
さ
れ
る
ま
で
時
間
は
掛

か
ら
な
か
っ
た
。

トークライン
読者限定

お得情報!!
くわしくは、下を

ご覧ください。

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/ 期間：2020年3月15日～ 6月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。４、５、６月号
でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。 5月号で紹介！

定価140円（税込）をキャンペーン価格に！
MYノート 各色　120円（税込）
TOSSノート 各色　120円（税込）
１回のご注文につき「ミニ定規」を
１本プレゼント！　パスワード：qpez82

４月号で紹介！
五色百人一首
スタートキット　2,000円（税込）
取り札・読み札　各1,000円（税込）
１回の注文につき「五色百人一首
しおり」を1セットプレゼント！
パスワード：evb1lt

6月号で紹介！
ジャンボ ホワイト・TOSSノート
　　　スタートキット　6,000円
　　　追加用３枚セット　10,000円
１回のご注文につき「TOSSメモ（赤）」
を１個プレゼント。パスワード：2zn7yu

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

授業が激変！ TOSS指導法最前線

クラス全員が熱中するこの教材！

新「
う
つ
し
ま
る
」（
光
村
教
育
図
書
）は
こ
こ
が

お
薦
め
！
　
カ
ラ
ー
の
良
さ
を
生
か
し
た
視
覚
支
援

言
葉
の
ま
と
ま
り
を
意
識
さ
せ
る
こ
と
で
、
書
く
力
だ
け
で
な
く
読
む
力
も
高
め
る
。

宮み
や

森も
り 

裕ゆ
う

太た

神
奈
川
県
逗
子
市
立
沼
間
小
学
校

　

音
読
で
、「
き
つ
つ
き
」
を
「
き
つ
」

「
つ
き
」
と
「
言
葉
の
ま
と
ま
り
」

を
捉
え
ら
れ
ず
、
正
し
く
読
め
な
い

子
が
い
る
。
教
科
書
が
正
し
く
読
め

な
い
と
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
も
言

葉
の
ま
と
ま
り
で
抜
き
出
す
こ
と
が

で
き
ず
、
間
違
え
て
し
ま
う
。

　

新
し
い
「
書
く
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

う
つ
し
ま
る
」
で
は
、「
言
葉
の
ま

と
ま
り
で
お
ぼ
え
て
書
き
写
そ
う
。」

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
ペ
ー
ジ

が
あ
る
（
小
学
校
三
年
生
一
学
期
四

ペ
ー
ジ
）。

　

そ
こ
で
は
、
言
葉
の
ま
と
ま
り
が

カ
ラ
ー
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
言
葉
の

ま
と
ま
り
を
捉
え
る
こ
と
が
苦
手
な

子
供
に
と
っ
て
、
色
で
言
葉
の
ま
と

ま
り
を
意
識
で
き
る
。

　

後
半
は
、
線
で
ま
と
ま
り
を
示
し

て
い
る
の
で
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

で
練
習
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

一
字
ず
つ
写
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
文
節
や
句
読
点
の
と
こ
ろ
ま

で
、
ひ
と
ま
と
ま
り
で
写
さ
せ
る

こ
と
だ
。

　

カ
ラ
ー
や
線
が
あ
る
の
で
、
子
供

た
ち
は
自
然
に
言
葉
の
ま
と
ま
り
を

意
識
し
、
正
し
く
読
む
こ
と
が
で
き

る
。

　

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&

TOSS動画ランド
を活用した授業実践報告
TOSS動画ランド
を活用した授業実践報告「授業の仕方を教えてください」と

相談されたら、何を紹介するか
授業力を上げる最新動画がてんこ盛り。

片
かた

山
やま

 陽
よう

介
すけ

岡山県倉敷市立大高小学校

　若手は、１年の見通しをもちにくい。経験や学びが浅いため、授業を展開するイメージが
弱い。新採用などの若手に「授業の仕方を教えてください」と言われたとき、言葉で説明し
ても、なかなか伝わらない。イメージが湧かないからだ。それが、動画ラ
ンドを活用することで、大きく変わる。パソコンやタブレット、スマートフォ
ンで、通勤途中や隙間時間に繰り返し動画を視聴して学ぶことができる。
都市群で実施されるセミナーに、遠方の人はなかなか参加できない。その
セミナーが、動画として配信されているのだ。動画ランドには４つのプラ
ンがある（下欄参照）。無料のフリープランでも有名講師の第一講座を視聴
することができる。まずは無料プランを試すことをお勧めする。

※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能
性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▲意見文を書かせるときなどにも
一目で分かるので重宝した。

〈申し込み〉TOSS動画ランド（https://video.toss-online.com/）にアクセスをし、
プランを選択してください。



5657   2020. 6

授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

理
想
は
「
夕
食
時
の
話
題
に

な
る
学
級
通
信
」

生
徒
の
頑
張
り
を
「
描
写
の
文
」
で
つ
づ
る

こ
と
で
、
生
徒
も
保
護
者
も
笑
顔
に
な
る

学
級
通
信
を
発
行
で
き
る
。

染そ
め

谷や 

幸こ
う

二じ

北
海
道
公
立
中
学
校

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

「
そ
の
場
」
を
写
真
に
撮
り
、
そ
れ

を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
文
字
化
す
る

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
学
級
の
成
長
に
関
わ
る

課
題
に
つ
い
て
も
毅き

然ぜ
ん

と
書
く
。
た

だ
し
、
個
人
名
は
挙
げ
な
い
。

　

前
者
と
後
者
の
割
合
は
二
十
対
一

ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
数
値
が

逆
転
す
る
と
、
学
級
通
信
が
「
説
教

の
場
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。
学
級
通

信
が
教
師
の
不
満
の
は
け
口
に
な
る

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４	

心
に
残
る
学
級
通
信

　

卒
業
し
て
二
十
年
が
過
ぎ
た
教
え

子
か
ら
「
学
級
通
信
、
今
も
読
み
返

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
手
紙
を
も

ら
っ
た
。
保
護
者
が
フ
ァ
イ
ル
に
と

じ
て
い
た
も
の
を
譲
り
受
け
た
と
い

う
。

　

仕
事
で
壁
に
当
た
っ
た
と
き
、
本

棚
か
ら
取
り
出
し
て
読
ん
で
い
る
そ

う
だ
。

　

教
師
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
幸
せ
な

こ
と
は
な
い
。

い
情
報
が
写
真
に
は
存
在
す
る
。

　

生
徒
の
表
情
か
ら
そ
の
頑
張
り
が

保
護
者
に
伝
わ
れ
ば
、
そ
れ
が
夕
食

時
の
話
題
と
な
る
。
保
護
者
か
ら
も

「
家
庭
で
は
見
せ
な
い
表
情
が
見
ら

れ
る
の
で
楽
し
み
で
す
！
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
頂
く
。
生
徒
も
保
護
者

も
笑
顔
に
な
る
の
が
理
想
だ
。

　

ま
た
、
体
育
祭
な
ど
の
行
事
の
感

想
、「
道
徳
」
で
書
い
た
授
業
の
感

想
、
テ
ス
ト
に
向
け
て
の
学
習
計
画

表
、
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
を
ス
キ
ャ
ン

し
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
。

生
徒
が
書
く
字
に
「
願
い
」
や
「
成

長
」
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

保
護
者
に
は
「
誤
字
脱
字
に
こ
そ
、

そ
の
生
徒
の
味
が
出
ま
す
！
」「
字

の
上
手
さ
を
競
う
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
伝
え
て
い
る
。
中
学
生
を
相

手
に
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
点

の
フ
ォ
ロ
ー
は
重
要
で
あ
る
。

３	

「
描
写
の
文
」
で
褒
め
る

　

学
級
通
信
は
「
褒
め
る
た
め
の

ツ
ー
ル
」
で
あ
る
。
生
徒
の
頑
張
り

を
「
描
写
の
文
」
で
つ
づ
っ
て
い
る
。

が
頭
に
浮
か
ぶ
。

　

一
方
で
「
当
番
活
動
の
仕
事
量
に

差
が
出
始
め
た
か
ら
要
注
意
！
」
と

学
級
で
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
も
頭
に
刻
ま
れ
る
。
学
級
通
信

を
書
く
こ
と
が
、
私
の
学
級
経
営
の

根
幹
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
作
業
を
、
二
十
三
年
間
続
け

て
い
る
。
一
日
二
号
の
ペ
ー
ス
で
発

行
す
る
の
で
、
一
年
間
で
四
百
号
前

後
と
な
る
。
昨
年
度
、
通
算
一
万
号

を
超
え
た
。

２	

夕
食
時
の
話
題
を
提
供
す
る

　

学
級
通
信
に
は
写
真
（
保
護
者
の

許
可
を
得
て
い
る
）
を
入
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
文
章
で
は
伝
わ
ら
な

１	

午
後
八
時
か
ら
の
作
業

　

部
活
動
を
終
え
、
帰
宅
す
る
と
午

後
八
時
を
過
ぎ
る
。
そ
れ
か
ら
の
約

一
時
間
が
、
私
に
と
っ
て
至
福
の
時

間
で
あ
る
。
お
供
は
ビ
ー
ル
！

　

書
斎
で
一
日
の
出
来
事
を
思
い
返

し
な
が
ら
、
学
級
通
信
を
書
く
。
か

つ
て
は
手
書
き
だ
っ
た
が
、
今
は
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
学
級
の
成
長
を
つ
づ
る
作
業

で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

「
大
樹
が
家
庭
学
習
を
頑
張
る
よ
う

に
な
っ
た
」

「
葉
月
と
麻
耶
が
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

に
向
け
て
動
き
出
し
た
」

と
、
生
徒
の
や
る
気
に
満
ち
た
表
情

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

ゲ
ー
ム
を
さ
せ
る
た
め
に
学
校
を
休
ま
せ
る

保
護
者
へ
の
対
応

イラスト：木村 雄介

　

保
護
者
が
家
庭
で
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
て
、
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め
に
、

仕
事
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日

中
は
、
子
供
に
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
子
供
に
学
校

を
休
ま
せ
る
の
で
す
。
登
校
を
促
す

と
、「
子
供
が
や
り
た
い
と
言
う
の
で

子
供
に
任
せ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

法
律
的
に
は
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

せ
な
い
場
合
、
ま
ず
「
正
当
な
理
由
が

な
く
休
業
日
を
除
い
て
七
日
出
席
状
況

が
良
好
で
な
い
場
合
」
と
し
て
、
校
長

は
出
席
不
良
を
教
育
委
員
会
に
通
知
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
通
知
を

受
け
た
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
出
席

を
督
促
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
督
促
を
受
け
た
保
護
者
が
、な
お

も
子
供
を
学
校
に
来
さ
せ
な
い
と
き
は
、

犯
罪
と
し
て
十
万
円
以
下
の
罰
金
刑
が

課
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
件
で
は
、
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
る

こ
と
は
正
当
な
理
由
と
認
め
ら
れ
な
い

の
で
督
促
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

不
登
校
は
児
童
虐
待
の
徴ち

ょ
う

憑ひ
ょ
う

 ※
の
一

つ
で
も
あ
り
、
ま
た
虐
待
の
一
類
型
で

あ
る
ネ
グ
レ
ク
ト
の
内
容
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
虐
待
に
つ
い
て
教
師
は
、

児
童
虐
待
防
止
法
に
よ
っ
て
、
児
童
虐

待
の
早
期
発
見
義
務
と
児
童
相
談
所
な

ど
へ
の
通
告
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
校
長
の
義
務
で
は
な
く
、

教
師
一
人
一
人
の
義
務
で
す
。こ
の
よ
う

に
、
教
師
は
虐
待
防
止
の
一
環
と
し
て

発
見
義
務
、
通
告
義
務
が
あ
る
の
で
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

学
級
が
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
せ

ん
。
保
護
者
か
ら
は
、
時
間
を
問

わ
ず
電
話
が
あ
っ
た
り
理
不
尽
と

も
取
れ
る
要
求
が
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
管
理
職
に
相
談
し
て
も
、
具
体

的
な
対
応
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
心

が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
管

理
職
か
ら
は
、「
言
っ
た
と
お
り
に

対
応
し
て
い
な
い
」
と
叱
責
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
力

不
足
は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
な

の
で
す
が
、
苦
し
い
で
す
。
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

保
護
者
が
子
供
を
小
中
学
校
に
来
さ

※ 

事
実
を
証
明
す
る
事
柄
。
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千
枚
の
紙
が
削
減
で
き
る
。

　

当
然
、
担
当
者
の
印
刷
作
業
が
減

り
、
時
間
短
縮
に
も
な
る
。

３	

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　

授
業
参
観
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
グ
ー

グ
ル
フ
ォ
ー
ム
で
作

成
し
た
。
下
が
ア
ン

ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
で

あ
る
。　
　
　

　

グ
ー
グ
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
を
も
っ
て

い
れ
ば
、
誰
で
も
簡
単
に
作
成
で
き

る
（
管
理
職
に
は
要

相
談
）。
詳
し
い
作

り
方
は
下
の
サ
イ
ト

も
参
考
に
な
る
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ム
を
使
う
こ
と
で
、

結
果
が
自
動
的
に
グ
ラ
フ
化
さ
れ
、

分
析
も
で
き
る
。

　

学
校
が
出
す
保
護
者
宛
の
ア
ン

ケ
ー
ト
全
般
に
応
用
可
能
で
あ
る
。

　

紙
を
印
刷
す
る
作
業
が
減
る
と
と

も
に
、
グ
ラ
フ
化
す
る
作
業
、
文
章

を
執
筆
し
、
入
力
す
る
時
間
も
確
実

に
短
縮
さ
れ
る
。

帳
合
作
業
も
な
く
な
る
た
め
時
間
短

縮
が
か
な
り
で
き
る
。

２	

お
便
り
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　

お
便
り
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が
で

き
る
時
代
で
あ
る
。

　

月
末
に
学
校
か
ら
決
ま
っ
て
出
し

て
い
る
お
便
り
は
、
学
校
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
て
、
そ
こ
で
見

て
も
ら
う
。
例
え
ば
、
次
の
も
の
だ
。

・
学
校
だ
よ
り  

・
保
健
だ
よ
り

・
給
食
だ
よ
り  

・
学
年
だ
よ
り

・
そ
の
他
全
校
配
布
文
書

　

保
護
者
の
方
が
見
逃
し
そ
う
な
場

合
も
考
え
て
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
は
毎
週
の

予
定
表
に
掲
載
す

る
よ
う
に
す
る
。

　

こ
う
す
れ
ば
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
だ
け
で
、
月
末
の
お
便
り
を

一
覧
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

試
算
で
は
あ
る
が
、
年
間
三
万
六

　

勤
務
校
で
一
年
間
に
使
わ
れ
る
紙

の
量
は
四
十
六
万
五
千
枚
。

　

こ
れ
だ
け
膨
大
な
紙
と
イ
ン
ク
代

を
掛
け
て
印
刷
し
た
も
の
は
、
一
体

ど
れ
だ
け
読
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

正
直
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
読
ま
れ

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
を
印
刷
す
る
の
に

掛
け
る
時
間
は
膨
大
で
あ
る
。

　

も
し
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
現
す

れ
ば
、
印
刷
時
間
の
短
縮
が
大
幅
に

で
き
、
コ
ス
ト
も
削
減
で
き
る
。

　

本
校
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。

１	

職
員
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　

職
員
会
議
で
毎
回
印
刷
さ
れ
た
文

書
が
配
付
さ
れ
て
い
る
学
校
が
、
ま

だ
あ
る
と
聞
く
。

　

何
の
た
め
に
、
校
内
の
共
通
の

サ
ー
バ
ー
が
あ
る
の
か
。

　

職
員
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
一
人
一
台

貸
与
さ
れ
て
い
る
学
校
な
ら
、
校
内

の
共
有
の
フ
ォ
ル
ダ
に
職
員
会
議
の

提
案
文
書
を
入
れ
る
だ
け
で
、
共
有

し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
回
で
二
十
枚
書
類
が
あ
り
、
年

間
八
回
職
員
会
議
が
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
百
六
十
枚
×
人
数
分
紙
の
削
減

に
な
る
。
印
刷
作
業
だ
け
で
な
く
、

学校から 
紙をなくす 
ペーパーレス化
への初めの一歩
学校は湯水のごとく紙を
使っている。ペーパーレ
ス化で時間を短縮する。

神奈川県小田原市立三の丸小学校

山
やま

崎
ざき

 克
かつ

洋
ひろ

クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

わ
る
「
当
番
」「
係
」「
挨
拶
・
返
事
」

「
掃
除
」「
休
み
時
間
の
過
ご
し
方
」

な
ど
の
項
目
を
示
し
て
、
書
か
せ
て

い
る
。
そ
の
際
に
、
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
、
頑
張
っ
た
こ
と
、
自

信
が
付
い
た
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け

詳
し
く
書
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

書
か
せ
た
後
、
各
教
科
と
生
活
面

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
特
に
頑
張
っ

た
順
に
順
位
を
付
け
さ
せ
る
の
も
お

勧
め
だ
。
子
供
の
本
音
が
見
え
る
。

高
学
年
だ
け
で
な
く
、
低
学
年
で
も

書
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

試
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
「
記
録
ノ
ー
ト
」
や

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
通
知
表
所
見

を
早
目
に
仕
上
げ
る
た
め
に
も
有
効

で
あ
る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
直
接

伝
え
た
り
、
一
筆
箋
を
使
っ
た
り
し

て
、
褒
め
る
こ
と
に
も
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
夏
休
み
前
や
夏

休
み
に
行
わ
れ
る
個
人
懇
談
で
、
所

見
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た
部
分
を
具

体
的
に
保
護
者
に
伝
え
る
と
き
に
も

使
う
こ
と
が
で
き
る
。

具
体
的
な
言
動
を
ノ
ー
ト
に
メ
モ
す

る
。
こ
の
メ
モ
が
あ
れ
ば
、
業
間
休

み
や
昼
休
み
な
ど
の
隙
間
時
間
に
、

少
し
詳
し
く
書
き
足
す
こ
と
で
、
記

録
が
出
来
上
が
る
。

　

ま
た
、
記
録
ノ
ー
ト
を
書
い
て
い

く
と
、
児
童
に
よ
っ
て
記
録
が
少
な

い
こ
と
に
気
付
く
場
合
が
あ
る
。
そ

の
と
き
は
、
自
分
が
担
当
し
て
い
な

い
授
業
を
受
け
も
つ
先
生
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
。
事
前
に
、「
◯
◯
さ

ん
の
授
業
で
の
頑
張
り
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
伝
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
だ
。
授
業
後
に
短
時
間
、
様
子
を

聞
く
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

２	

ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
か
せ
る

　

記
録
ノ
ー
ト
を
付
け
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
、
子
供
が
頑
張
っ
て
い
る

具
体
的
な
様
子
が
た
ま
り
始
め
る
。

　

ま
だ
見
え
て
こ
な
い
部
分
は
、
子

供
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
し
て
書
か

せ
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

　

私
の
場
合
は
、「
各
教
科
」
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
、「
生
活
面
」
に
関

　

向
山
洋
一
氏
が
、
二
〇
一
九
年
の

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
講
演
の
中
で
、

次
の
こ
と
を
話
し
た
。

　

い
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て
や
っ

て
、
褒
め
て
や
っ
て
、
励
ま
し
て

や
ら
な
い
と
子
供
は
伸
び
ま
せ

ん
。�

（
文
責
：
飯
塚
）

　

い
つ
も
笑
顔
で
、
子
供
た
ち
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て
声
を
掛
け
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
教

師
に
「
余
裕
」
が
な
く
て
は
、
笑
顔

や
心
か
ら
の
褒
め
言
葉
は
出
に
く
く

な
る
。
学
期
末
が
近
づ
く
六
月
。
い

つ
も
の
余
裕
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
通
知
表
所
見
に
も
使
え

る
子
供
の
良
さ
を
見
付
け
、
褒
め
る

コ
ツ
を
紹
介
す
る
。

１	

記
録
ノ
ー
ト
に
書
き
た
め
る

　

ノ
ー
ト
見
開
き
一
ペ
ー
ジ
に
「
各

教
科
の
頑
張
り
」「
生
活
で
の
頑
張

り
」
を
記
録
す
る
よ
う
に
す
る
。
数

名
ず
つ
書
い
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

　

放
課
後
に
改
め
て
時
間
を
取
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
記
録
し
よ
う
と
す
る
と
、

忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
ほ
か
の
用
事
が

入
っ
た
り
し
て
、
せ
っ
か
く
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
思
い
出
せ
ず
に
、
書
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
授
業
が
終

わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
キ
ラ
リ
と
光
る

子供の良さを 
見付け、褒める 
ための技
通知表所見にも使うこと
ができ、教師が余裕をもっ
て子供と関わることにつ
ながる。

島根県安来市立母里小学校

飯
いい

塚
つか

 幸
さち

子
こ

▲三の丸小
　ホームページ

▲フォーム▲作り方サイト
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

１　

調
べ
尽
く
す

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
掛
川
合
宿
の
若
手
授
業
対
決
は
、

予
選
・
本
選
合
わ
せ
、
二
本
の
授
業
を
準
備
し

て
臨
む
つ
も
り
で
い
た
。
一
本
目
は
「
算
聖　

関
孝
和
」
の
授
業
で
あ
る
。
五
年
前
、
検
定
授

業
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
の
教

材
研
究
で
意
識
し
た
こ
と
は
、
調
べ
尽
く
す
こ

と
で
あ
る
。
向
山
洋
一
氏
の
「
青
森
の
り
ん
ご
」

の
実
践
に
憧
れ
た
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
教
材
研

究
の
た
め
、
以
下
の
こ
と
を
し
た
。

一　

関
孝
和
の
墓
石
を
訪
れ
る

二　

関
流
を
継
ぐ
者
の
算
額
を
見
学
に
行
く

三　

大
学
の
数
学
科
教
授
を
訪
ね
、話
を
す
る

四　

関
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
大
学
に

メ
ー
ル
を
す
る

五　

関
流
の
和
算
家
の
資
料
館
に
行
く

六　

関
孝
和
に
つ
い
て
の
本
を
購
入
す
る

七　

そ
の
他
、
手
に
入
ら
な
い
本
は
大
学
の

図
書
館
に
行
く

八　

大
学
の
理
学
部
数
学
科
専
用
の
図
書
館

に
も
伺
う

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
場
所
に
足
を
運
ぶ
と
、

奇
遇
な
出
会
い
が
幾
つ
も
あ
る
。
石
川
県
金
沢

市
卯
辰
山
天
満
宮
を
訪
れ
た
と
き
で
あ
る
。
山

道
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
き
、
卯
辰
山
天
満
宮

に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
こ
に
は
算
額
が
ま
つ
ら

れ
て
お
り
、
管
理
人
の
方
に
事
情
を
話
し
、
拝

見
さ
せ
て
も
ら
う
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
拝
見

し
て
い
る
姿
に
熱
心
さ
を
感
じ
た
の
か
、
管
理

人
の
方
が
「
も
し
よ
け
れ
ば
…
…
」
と
言
わ
れ
、

冊
子
を
差
し
出
さ
れ
た
。
関
孝
和
研
究
会
の

作
っ
た
冊
子
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
非
売
品
だ
。

そ
こ
に
は
、
ほ
か
の
本
で
は
学
べ
な
い
情
報
が

満
載
だ
っ
た
。

２　

授
業
を
作
り
直
す
と
き
も

　
　

足
を
運
ぶ
の
が
基
本

　

五
年
も
前
の
授
業
を
す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
、

忘
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

五
年
前
に
訪
れ
た
場
所
に
、
再
度
訪
れ
た
。
関

流
の
和
算
家
「
石
黒
信
由
」
の
資
料
館
も
そ
の

一
つ
だ
。
ま
た
、
長
野
県
に
算
額
が
多
く
あ
る

と
聞
き
、
車
を
走
ら
せ
、
幾
つ
か
の
お
寺
、
神

社
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
訪
れ
た
長
野
県
佐
久
市

明
泉
寺
。
本
堂
は
何
百
段
と
い
う
石
段
の
上
に

あ
っ
た
。
そ
こ
を
登
り
、
住
職
と
話
を
し
た
。

住
職
は
快
く
、「
算
額
を
見
に
来
ら
れ
る
方
は
、

大
歓
迎
な
ん
で
す
よ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
言
い
、

本
堂
の
奥
か
ら
算
額
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
に
足
を
運
び
、
様
々
な
思
い
が
あ

る
授
業
は
お
の
ず
と
よ
い
も
の
に
な
る
。
掛
川

合
宿
で
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
が
、
納
得
の
い
く
授
業
づ
く
り
は
で
き
た
。

大お
お

森も
り 

雄ゆ
う

一い
ち

富
山
県
富
山
市
立
城
山
中
学
校

教
材
研
究
は
「
足
を
運
ぶ
」、「
人
に
会
う
」
が

基
本
で
あ
る

教
材
研
究
で
、
足
を
運
ぶ
の
は
人
に
会
う
た
め
だ
。「
モ
ノ
」
を
見
に
行
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
場
で
会
う
「
人
」
こ
そ
重
要
な
情
報
を
も
っ
て
い
る
。

授業技量向上の法則

検定分析が技量
向上につながる
授業技量検定は、点数化
された項目を分析するこ
とで、授業改善の方向性
が明確になる画期的シス
テムである。

宮城県志津川高等学校

阿
あ

部
べ

 秀
しゅう

也
や

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

　

検
定
者
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
自

分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
知
る
。

　

コ
メ
ン
ト
で
は
、
教
材
研
究
の
コ

ツ
や
視
点
、
ど
の
部
分
が
問
題
だ
っ

た
か
を
客
観
的
に
指
導
し
て
い
た
だ

け
る
。
何
を
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か

明
確
に
な
り
、
日
頃
の
授
業
の
取
り

組
み
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

４	

検
定
受
検
で
生
ま
れ
た
事
実

　

検
定
を
受
け
始
め
て
か
ら
、
授
業

が
飛
躍
的
に
変
わ
っ
た
。
授
業
を
受

け
た
生
徒
の
感
想
で
あ
る
。

　

先
生
の
授
業
は
、
は
き
は
き
し

て
い
て
速
い
の
に
、
分
か
り
や
す

く
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
そ
の
授
業
を
続
け
て
く

だ
さ
い
。

　

授
業
技
量
検
定
は
授
業
力
向
上
の

画
期
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
受
検
し
続
け
る
。

３	

点
数
分
析
と
検
定
者
コ
メ
ン
ト

　

検
定
後
、
先
輩
の
先
生
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。

　

点
数
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

　

授
業
技
量
検
定
は
、
二
～
三
名
で

採
点
す
る
。
点
数
が
開
い
た
と
き
は
、

平
均
値
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
小
数
点

付
き
の
点
数
で
あ
る
。
上
記
の
点
数

な
ら
ば
、
7.5
の
項
目
は
一
方
が
８
点
、

も
う
一
方
が
７
点
を
付
け
て
い
る
。

あ
と
一
歩
で
８
点
の
技
量
と
な
り
え

た
と
読
み
取
れ
る
。
ふ
だ
ん
の
授
業

か
ら
意
識
的
に
取
り
組
め
ば
、
確
実

に
向
上
す
る
部
分
が
点
数
で
明
確
化

さ
れ
る
の
だ
。

　

小
数
点
付
き
の
項
目
を
重
点
項
目

と
し
て
、
ふ
だ
ん
の
授
業
で
意
識
的

に
鍛
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
検
定
の
授
業
の
後
に
、
検

定
者
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
る
。

１	

そ
の
「
指
導
」
は
本
当
か
？

「
授
業
開
始
時
に
黒
板
に
『
ね
ら

い
』
を
書
く
と
安
心
す
る
」

　

研
究
授
業
終
了
後
、
同
僚
か
ら
も

ら
っ
た
助
言
で
あ
る
。

（
１
）「
ね
ら
い
」
と
は
何
か
？

（
２
）
安
心
す
る
の
は
誰
か
？

　

言
わ
れ
た
と
お
り
に
、「
ね
ら
い
」

を
黒
板
に
書
い
て
み
た
。
ふ
だ
ん
の

授
業
と
さ
し
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

「
ね
ら
い
」
を
書
く
こ
と
で
生
徒
が

変
容
し
て
い
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

２	

授
業
技
量
検
定
の
真
実

　

初
め
て
授
業
技
量
検
定
を
受
け
た

と
き
、
項
目
ご
と
に
点
数
化
さ
れ
る

こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
。

　

そ
れ
か
ら
何
度
も
検
定
を
受
け
た
。

そ
の
う
ち
の
一
回
の
点
数
で
あ
る
 ※
。

授
業
の
始
ま
り
の
つ
か
み　

７

子
供
へ
の
目
線　
　
　
　
　

７

温
か
な
表
情
・
対
応　
　
　

7.5

明
確
な
発
問
・
指
示　
　
　

７

心
地
良
い
リ
ズ
ム　
　
　
　

７

　

こ
れ
な
ら
ば
、
改
善
点
が
は
っ
き

り
と
す
る
。
明
日
の
授
業
で
す
ぐ
に

修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
確
な

指
針
を
基
に
、
授
業
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
た
。

※ 

各
項
目
10
点
満
点
。
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授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業の ベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

授業技量向上の法則

１　

私
の
読
書
元
年

　

四
十
五
歳
の
と
き
、
残
り
の
教
師
生
活
を
意
識

し
た
。
幅
の
狭
さ
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
上
司
か

ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
鷲
田
小
彌
太
著
『
自
分

で
考
え
る
技
術
』
を
見
付
け
た
の
は
、
そ
ん
な
と

き
だ
っ
た
。
鷲
田
の
本
に
、
読
書
の
コ
ツ
が
書
い

て
あ
っ
た
。
自
分
に
合
う
、
自
分
の
好
み
の
「
思

考
の
回
路
」、「
思
考
の
生
理
」
を
見
付
け
よ
。
本

に
は
提
供
さ
れ
る
知
識
や
情
報
以
外
に
、
思
考
の

生
理
と
で
も
い
う
も
の
が
息
づ
い
て
い
る
。
い
い

書
物
は
、
呼
吸
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
書
物
の
中

か
ら
抜
け
出
し
て
、
読
む
者
の
魂
を
捉
え
る
。
そ

こ
に
思
考
の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
。
鷲
田
の
こ

の
考
え
が
、
私
に
は
実
感
で
き
た
。
向
山
洋
一
氏

の
本
が
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
。
鷲
田
は
、更
に
言
う
。

「
自
分
の
思
考
の
好
み
に
合
う
人
を
見
つ
け
た
ら
、

そ
の
人
の
本
を
徹
底
し
て
読
め
」

　

こ
れ
を
契
機
に
、読
書
を
本
格
的
に
始
め
た
。
そ

れ
ま
で
は
運
動
ば
か
り
を
や
っ
て
い
た
。
読
書
は

体
育
関
係
と
向
山
氏
の
本
の
み
だ
っ
た
。

２　
「
一
人
の
人
」
と
は
、
唯
一
を
意
味
し
な
い

　

鷲
田
は
、
更
に
重
要
な
こ
と
を
提
言
し
て
い
た
。

「『
一
人
の
人
』の
思
考
は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
の
思
考

の
複
合
物
で
、た
だ
、そ
の
人
の
思
考
回
路（
生
理
）で

さ
ま
ざ
ま
な
人
の
思
考
を
統
一
し
て
い
る
の
で
あ
る
」

　

読
書
の
狭
さ
が
「
幅
の
狭
さ
」
と
考
え
て
い
た

私
は
、
こ
の
一
文
に
救
わ
れ
た
。
読
書
の
概
念
を

根
元
か
ら
変
え
て
く
れ
た
。

　

方
向
が
見
え
た
。
方
法
が
見
え
た
。
向
山
氏
の

本
を
徹
底
し
て
追
え
ば
い
い
の
だ
。
内
容
の
理
解

と
同
時
に
、
そ
の
思
考
回
路
（
生
理
）
を
捉
え
れ

ば
い
い
の
だ
。
私
は
向
山
氏
の
目
が
欲
し
か
っ
た
。

向
山
氏
は
何
を
見
て
い
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
見
て

い
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
突
き
止
め
た
か
っ
た
。

　

む
ろ
ん
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

向
山
氏
の
書
く
論
文
に
は
、
教
育
書
以
外
の
知

見
が
出
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
少
し
見
え
て
き
た
。

私
の
読
書
生
活
は
一
気
に
広
が
っ
た
。
向
山
氏
が

紹
介
し
て
く
だ
さ
る
本
に
は
共
通
点
が
あ
っ
た
。

　

①
ど
れ
も
第
一
級
の
本
だ
っ
た
。
②
難
し
く
、

何
度
も
読
む
必
要
が
あ
っ
た
。
③
い
ず
れ
も
教
師

の
仕
事
を
変
え
る
転
機
と
な
っ
た
。

　

宇
佐
美
寛
、
杉
山
登
志
郎
、
小
西
甚
一
、
池
谷

裕
二
、
伊
藤
肇
、
高
田
宏
、
南
郷
継
正
、
田
村
一
二
、

岡
本
浩
一
、
岡
本
薫
、
澤
口
俊
之
、
高
島
俊
男
、

齋
藤
孝
、
森
田
良
行
、
松
岡
正
剛
、
イ
ェ
ー
リ
ン

グ
な
ど
、
そ
の
数
、
百
は
下
ら
な
い
。

３　

若
い
教
師
へ

　

あ
る
と
き
若
い
先
生
（
女
性
）
か
ら
、
相
談
を

受
け
た
。
そ
の
先
生
は
、
校
長
に
呼
ば
れ
指
導
を

受
け
て
い
た
。「
一
つ
の
考
え
に
固
執
せ
ず
、
も
っ

と
広
く
、
学
ん
だ
方
が
い
い
」。
言
外
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
を
や
め
な
さ
い
、
と
い
う
暗
黙
の
指
導
が
透
け

て
見
え
た
。
自
分
の
経
験
を
話
し
、
安
心
し
て
今

の
道
を
進
み
な
さ
い
、
と
言
っ
て
あ
げ
た
。

「
向
山
洋
一
先
生
は
、
学
制
発
布
以
来
最
も
多
く

の
本
を
世
に
出
し
た
人
で
す
。
そ
の
た
め
に
誰
よ

り
多
く
の
本
を
読
ん
で
き
た
は
ず
で
す
。『
一
人
の

人
』
と
は
、
唯
一
の
、
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
く
の
意
見
、
主
張
を
参
考
に
し
、
実
践
し
、

子
供
の
事
実
を
基
に
考
え
を
主
張
し
て
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
先
生
の
本
を
読
む
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
本
を
読
ん
だ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
先
生
の

読
み
方
、
そ
の
生
か
し
方
が
分
か
る
ま
で
、
今
の

勉
強
を
続
け
る
と
い
い
で
す
ね
」

『「自分」で考える技術』
（鷲田小彌太著　ＰＨＰ研究所）

向
山
著
作
を

価
値
付
け
て
く
れ
た
本

「
一
人
の
人
」
と
は
、
唯
一
を
意
味
し
な
い
。

「
一
人
の
人
」
の
思
考
は
、
様
々
な
人
の
思
考
の
複
合
物
で
、
た
だ
、

そ
の
人
の
思
考
回
路
（
生
理
）
で
様
々
な
人
の
思
考
を
統
一
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
さ
ん
、
は
い
」

と
言
っ
て
も
自
分
は
読
ま
ず
に
、

「
先
生
、
無
視
す
ん
な
よ
ぉ
ー
」

な
ど
と
言
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ど
の
よ

う
な
対
応
だ
ろ
う
か
。

　

太
郎
君
に
触
れ
る
。

　

別
に
太
郎
君
を
見
る
必
要
は
な
い
。

　

後
ろ
手
に
太
郎
君
の
肩
に
手
を
置

き
、
そ
の
ま
ま
音
読
し
て
い
る
子
供

た
ち
に
う
な
ず
き
な
が
ら
、
に
こ
や

か
に
視
線
を
送
れ
ば
よ
い
。

①
太
郎
君
の
肩
を
ポ
ン
ポ
ン
と

た
た
く
。

②
太
郎
君
の
肩
を
少
し
グ
ッ
と

握
っ
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

③
太
郎
君
に
少
し
も
た
れ
掛
か

る
。

　

こ
う
い
う
応
用
型
も
あ
る
わ
け
だ
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
も
太
郎
君
が
も
う

少
し
「
や
ん
ち
ゃ
」
だ
っ
た
ら
？

い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
、
そ
こ
し
か
な
い
。

　

太
郎
君
の
す
ぐ
近
く
。

　

別
に
太
郎
君
を
見
る
必
要
は
な
い
。

　

平
然
と
教
科
書
の
音
読
を
続
け
な

が
ら
、「
カ
レ
ー
、
カ
レ
ー
」
と
叫

ぶ
太
郎
君
の
、
す
ぐ
近
く
に
歩
い
て

い
く
。

　

教
科
書
を
音
読
し
な
が
ら
、
太
郎

君
の
机
の
真
横
ま
で
来
る
。

　

子
供
た
ち
全
体
に
向
か
っ
て
、

「
は
い
、
こ
こ
ま
で
読
ん
で
ご
ら
ん

な
さ
い
。
さ
ん
、
は
い
」

と
、
言
え
ば
よ
い
。

　

た
っ
た
こ
れ
だ
け
で
、
か
な
り
の

割
合
で
太
郎
君
は
口
を
閉
じ
る
だ
ろ

う
。
た
っ
た
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
だ

が
、
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
教
師

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

３	

非
言
語
的
な
対
応
⑵

　

太
郎
君
は
、
も
う
少
し
や
ん
ち
ゃ

度
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。

１	

や
ん
ち
ゃ
な
「
カ
レ
ー		

	

発
言
」
へ
の
対
応

　

先
生
、
カ
レ
ー
！　
カ
レ
ー
‼�

　

算
数
の
時
間
で
あ
る
。

　

教
科
書
を
読
み
始
め
た
矢
先
で
あ

る
。
太
郎
君
は
、
大
声
で
「
雑
談
」

を
始
め
た
。

　

太
郎
君
、
今
は
そ
う
い
う
話

の
時
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

静
か
に
し
な
さ
い
。

な
ど
と
、
口
で
叱
る
の
は
簡
単
だ
。

　

し
か
し
、
効
果
は
薄
い
。

　

何
よ
り
も
、
授
業
の
リ
ズ
ム
・
テ

ン
ポ
が
壊
れ
る
。

　

真
面
目
に
音
読
し
よ
う
と
し
て
い

た
、
ほ
か
の
大
多
数
の
子
供
た
ち
も
、

そ
の
太
郎
君
へ
の
注
意
を
聞
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２	

非
言
語
的
な
対
応
⑴

　

ま
ず
、
一
番
簡
単
で
、
効
果
的
な

対
応
例
は
こ
れ
だ
。

　

教
師
の
立
ち
位
置
を
変
え
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

　

ど
こ
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
れ
ば
い

授業のベーシック
スキル６

「授業での対応・
応答」�
授業中の「不規則発言」を口で
注意して叱るだけなら素人であ
る。技量の高い教師は「非言語
的な対応・応答」のオプション
を多くもっている。それを学び、
トレースすることが重要だ。
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伴
一
孝
の
教
師
道

　

現
場
が
右
往
左
往
し
て
い
る
。
当
然
だ
ろ
う
。

「
自
分
で
考
え
な
い
」
人
た
ち
ば
か
り
だ
か
ら

だ
。「
自
分
で
考
え
ら
れ
な
い
」
の
で
は
な
い
。

「
自
分
で
考
え
な
い
」
よ
う
に
、
ず
っ
と
し
つ

け
ら
れ
て
き
た
だ
け
だ
。「
な
ぜ
授
業
の
始
ま

り
と
終
わ
り
に
挨
拶
を
す
る
の
か
」「
な
ぜ
黒

板
に
め
あ
て
と
ま
と
め
を
書
く
（
貼
る
）
の
か
」

「
な
ぜ
運
動
会
を
す
る
の
か
」「
な
ぜ
部
活
を
強

制
負
担
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
な
ど
。
誰
も
考

え
な
い
よ
う
に
洗
脳
さ
れ
て
い
る
。
現
場
に

入
っ
た
頃
は
、
誰
も
が
疑
問
に
思
っ
た
は
ず
。

そ
れ
が
正
常
だ
ろ
う
。

　

二
十
代
駆
け
出
し
の
頃
、
社
会
体
育
で
「
陸

上
ク
ラ
ブ
」
を
担
当
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
。

最
初
は
自
分
の
学
級
の
保
護
者
か
ら
。「
子
供

が
生
ま
れ
た
ば
か
り
な
の
で
無
理
で
す
」
と
応

え
た
。
翌
月
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
、
会
長
か
ら
も
言

わ
れ
た
。「
伴
先
生
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
用
意

し
て
ま
す
か
ら
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
勝
手
に

作
っ
て
い
る
の
だ
。
丁
重
に
お
詫
び
（
？
）
と

お
断
り
を
し
た
。
最
後
は
校
長
室
に
呼
ば
れ
た
。

「
保
護
者
の
要
請
に
応
え
る
」
よ
う
に
「
指
導
」

さ
れ
た
。「
自
分
に
は
勉
強
し
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
」
と
断
る
と
、「
法
制
化
か
？
」

と
言
わ
れ
た
。
校
長
は
「
法
則
化
運
動
か
？
」

と
言
い
た
か
っ
た
の
だ
。
本
も
読
め
な
い
真
性

バ
カ
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
圧
力
に
屈
し
な
か
っ
た
の
は
、

歴
代
若
手
で
私
だ
け
だ
っ
た
。
当
然
、
そ
れ
か

ら
は
ず
っ
と
い
じ
め
ら
れ
た
。
形
は
違
え
ど
、

退
職
ま
で
三
十
五
年
間
。
私
は
徒
党
を
組
ま
な

い
か
ら
、
ず
っ
と
独
り
で
闘
い
続
け
た
。
相
手

は
団
体
戦
だ
。
楽
だ
っ
た
ろ
う
。
独
り
で
は
何

も
で
き
な
い
「
羊
」
た
ち
。
で
も
見
て
い
て
か

わ
い
そ
う
だ
っ
た
。「
羊
」
は
単
独
で
は
良
い

人
が
多
い
。
た
だ
、
臆
病
で
何
か
に
怯
え
遠
慮

し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
自
分
よ
り
「（
立
場
・

権
力
的
に
）
弱
い
」
者
に
力
を
発
揮
（
？
）
し

た
が
る
。
ひ
ど
く
て
分
か
り
や
す
い
人
は
「
ス

ト
レ
ス
発
散
」
が
顔
に
出
て
い
る
。
私
の
知
っ

た
こ
と
で
は
な
い
が
、
御
家
族
の
心
中
察
し
て

余
り
あ
る
。
幸
薄
い
こ
と
だ
ろ
う
。

「
羊
」
は
責
任
を
取
る
の
が
苦
手
だ
。
な
ぜ
な

ら
ば
「
命
令
に
従
う
」
こ
と
が
常
態
化
し
て
い

る
か
ら
だ
。
従
っ
て
い
る
限
り
、
責
任
を
自
ら

被
る
こ
と
は
な
い
。
安
全
で
安
寧
で
安
定
し
た

人
生
（
羊
生
）
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
美
し
い
。

「
羊
」
は
、
誰
か
が
定
期
的
に
「
命
令
」
し
て

く
れ
る
「
平
世
（
平
成
）」
が
好
き
だ
。「
命
令
」

が
届
か
な
い
「
乱
世
」
は
苦
手
。
混
乱
と
混
迷

と
混
沌
は
「
羊
」
の
心
を
か
き
乱
す
。

「
一
匹
狼
の
た
く
ま
し
さ
」
は
向
山
学
級
四
代

目
の
第
一
条
に
あ
る
。
私
は
死
ぬ
ま
で
「
狼
」。

最
期
ま
で
向
山
洋
一
の
「
弟
子
」
で
あ
る
。

「
羊
」
に
「
狼
」
は
育
て
ら
れ
な
い

た
か
だ
か
中
国
か
ら
渡
来
し
た
ウ
イ
ル
ス
ご
と
き
で
じ
た
ば
た
混
乱
し
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
の
現
実

で
あ
る
。「
気
概
」
と
か
「
誇
り
」
と
か
言
っ
て
い
た
人
た
ち
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
昔
か

ら
そ
う
だ
。
都
合
が
悪
く
な
る
と
逃
げ
隠
れ
す
る
。
そ
ん
な
「
羊
」
が
、
子
供
た
ち
を
教
え
て
い
る
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）

実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

向
山
型
国
語
で
大
人
顔
負
け
の
討
論
を

展
開
す
る
中
学
生
の
事
実

小
学
校
高
学
年
時
に
授
業
の
支
援
に
入
っ
て
い
た
元
管
理
職
が
、
現
在
の
彼
ら
を

見
て
評
し
た
。「
ま
る
で
別
人
だ
」

（
前
号
の
続
き
）

「
王
は
と
て
も
嫌
な
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
ね
。
そ
の
王
が
変
容
し
た
の
は
ど
こ
か
」

　

私
が
助
け
舟
を
出
し
た
。

　

Ｋ
Ｍ
君
が
表
上
四
十
一
行
目
の
「
暴
君
は
落

ち
着
い
て
つ
ぶ
や
き
、
ほ
っ
と
た
め
息
を
つ
い

た
。」
だ
と
言
う
。
Ｉ
Ｆ
君
が
同
調
す
る
。

　

Ｉ
Ｎ
君
が
反
論
す
る
。「
こ
こ
で
変
わ
っ
た

の
な
ら
、『
こ
の
う
そ
つ
き
に
だ
ま
さ
れ
た
ふ

り
し
て
』
と
は
な
ら
な
い
は
ず
だ
」

　

Ｋ
Ｓ
さ
ん
も
、「
王
が
ま
だ
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ

ウ
ス
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と

述
べ
る
。
Ａ
Ｓ
君
が
表
上
四
十
六
行
目
「
お
ま

え
だ
っ
て
、
い
ま
に
、
は
り
つ
け
に
な
っ
て
か

ら
、
泣
い
て
わ
び
た
っ
て
聞
か
ぬ
ぞ
」
を
指
摘

し
、
ま
だ
殺
す
気
が
あ
る
と
主
張
し
た
。

　

で
は
、
ど
こ
で
変
容
す
る
の
か
。

　

Ｋ
Ｓ
君
が
立
つ
。「
裏
下
五
十
九
行
目
『
暴

君
デ
ィ
オ
ニ
ス
は
、
群
衆
の
背
後
か
ら
二
人
の

さ
ま
を
、
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
て
い
た
が
、
や

が
て
静
か
に
二
人
に
近
づ
き
、
顔
を
赤
ら
め
て
、

こ
う
言
っ
た
。』
の
と
こ
ろ
で
す
」

「
同
じ
五
十
九
行
目
『
顔
を
赤
ら
め
て
』
で
気

持
ち
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
」

　

Ｋ
Ｈ
君
が
自
信
を
も
っ
て
述
べ
る
。
Ｉ
Ｎ
君

も
同
じ
部
分
を
指
摘
し
た
。
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。
王
は
こ
こ
で
が
ら
り
と
変
容
す
る
の
で
あ

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
王
は
メ
ロ
ス
を
信
じ
て

提
案
（
願
い
）
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
。

　

メ
ロ
ス
が
帰
っ
て
く
れ
ば
メ
ロ
ス
を
処
刑
す

る
。
帰
っ
て
こ
な
け
れ
ば
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス

を
殺
す
。
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
面
白
い
の
だ
。

　

表
上
六
十
行
目
か
ら
の
記
述
が
意
味
を
も
つ
。

「
そ
れ
を
聞
い
て
王
は
、
残
虐
な
気
持
ち
で
、

そ
っ
と
ほ
く
そ
笑
ん
だ
。
生
意
気
な
こ
と
を
言

う
わ
い
。（
中
略
）
世
の
中
の
、
正
直
者
と
か

い
う
や
つ
ば
ら
に
う
ん
と
見
せ
つ
け
て
や
り
た

い
も
の
さ
。」

　

Ｋ
Ｍ
君
が
引
っ
掛
か
る
と
言
っ
た
「
悲
し
い

顔
」
の
意
味
に
も
触
れ
た
。「
正
直
者
と
か
い

う
や
つ
ば
ら
に
」「
う
ん
と
見
せ
つ
け
て
や
り

た
い
」
の
意
味
も
押
さ
え
た
。

　

最
後
に
、
次
の
三
点
が
検
討
課
題
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
。

１　

裏
下
六
十
行
目
「
お
ま
え
ら
」
と
は
誰
か
。

２　
「
お
ま
え
ら
の
望
み
は
か
な
っ
た
ぞ
。」
と

あ
る
が
、望
み
と
は
何
か
。（
メ
ロ
ス
が
自
分

を
殺
し
に
来
た
の
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
）

３　

題
名
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は
な
ぜ
「
走
る
メ

ロ
ス
」
で
は
な
い
の
か
。

　

こ
の
三
点
で
、
ほ
ぼ
全
員
が
自
分
の
考
え
を

述
べ
た
。
日
頃
発
言
の
少
な
い
生
徒
か
ら
も
、

貴
重
な
意
見
が
た
く
さ
ん
発
表
さ
れ
た
。
向
山

型
国
語
の
威
力
で
あ
る
。

授業技量向上の法則
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二
〇
二
〇
年
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
掛
川
合
宿

の
最
終
公
演
（
挨
拶
）。
向
山
氏
は

「
合
宿
の
感
想
を
ど
う
ぞ
」
と
会
場

に
呼
び
掛
け
た
。

　

向
山
氏
の
指
名
は
、
さ
り
げ
な
い

配
慮
と
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

① 

夕
べ
寝
て
な
い
人
で
。

　

元
気
な
若
者
が
張
り
切
っ
て
立
つ
。

② 

新
卒
の
先
生
。

　

教
師
に
な
っ
た
若
者
を
歓
迎
す
る
。

「
三
十
歳
以
下
で
」
の
追
加
指
示
で

笑
い
が
生
ま
れ
る
。
二
十
代
の
「
す

ご
く
楽
し
い
」
体
験
発
表
で
、
合
宿

の
楽
し
さ
が
増
幅
さ
れ
る
。　

　

次
の
指
示
で
ド
ッ
と
盛
り
上
が
る
。

⑥
全
然
し
ゃ
べ
れ
な
い
じ
ゃ
な
い

か
と
不
満
に
思
っ
て
い
る
人
。

　

こ
れ
ま
で
の
指
示
に
当
て
は
ま
ら

な
か
っ
た
人
が
「
よ
し
！
」
と
立
ち

や
す
い
。「
五
人
ま
で
」
と
し
な
が

ら
も
、
立
っ
た
人
全
員
受
け
入
れ
た
。

⑦
退
職
し
た
人
。

　

の
ん
び
り
し
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
が
、

急
に
緊
張
す
る
。

　

次
の
指
示
で
「
そ
の
他
多
く
」
の

先
生
に
発
言
の
機
会
が
く
る
。

⑧ 

ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い

け
ど
、
や
っ
ぱ
し
こ
こ
で
し
ゃ

べ
っ
て
お
こ
う
か
と
ひ
そ
か
に

思
っ
て
い
る
人
ど
う
ぞ
。（
笑
）

　

絶
妙
の
指
示
で
あ
る
。

　

す
ご
い
の
は
、
一
連
の
指
示
を
向

山
氏
が
瞬
時
に
思
い
付
い
て
い
る
こ

と
だ
。
当
然
、
メ
モ
な
ど
見
て
い
な

い
。
会
場
を
見
回
し
な
が
ら
、
参
加

者
の
顔
を
見
て
、
そ
の
場
で
指
示
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
最
後
の
最
後
に
「
近
く

の
人
と
自
己
紹
介
を
」
と
指
示
し
、

ま
さ
に
全
員
発
言
の
場
と
な
っ
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

二
〇
一
五
年
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熱
海
合
宿

最
終
講
演
。
向
山
氏
は
指
名
な
し
発

表
へ
の
「
瞬
時
の
指
導
」
を
し
た
。

　

声
が
通
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
怒

鳴
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

　

言
葉
が
汚
い
。
ア
ー
と
か
エ
ー

と
か
。

　

最
初
の
一
行
な
ら
よ
か
っ
た
。

長
い
と
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
く
る
。

　

言
葉
を
端
的
に
言
う
。
も
っ
と

シ
ン
プ
ル
に
。

  

最
終
講
演
は
、
向
山
氏
の
千
人
へ

の
授
業
で
も
あ
る
の
だ
。

③
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
十
時
間
以

上
掛
か
っ
た
人
。

　

遠
路
は
る
ば
る
参
加
し
て
く
れ
た

方
を
ね
ぎ
ら
っ
て
の
指
示
。

④
学
生
さ
ん
。 

　

次
世
代
の
教
師
を
担
う
学
生
さ
ん

を
、
向
山
氏
は
毎
回
大
切
に
す
る
。

⑤
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
と
い
う

人
。
三
十
歳
以
下
で
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
合
宿
最
終
講
演
に
見
る

向
山
洋
一
氏
の
瞬
時
の
対
応

最
終
講
演
は
、
向
山
氏
の
千
人
相
手
の
授
業
で
あ
る
。

メ
モ
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
す
ご
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

授業技量向上の法則

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

松ま
つ

崎ざ
き 

力つ
と
む

栃
木
県
真
岡
市
立

真
岡
東
小
学
校

A

Q 委
員
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
の

指
導
の
仕
方

大
切
な
の
は
、
出
会
い
の
と
き
に
関
係
性
を
築
く
こ
と
。

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學 

講
師

私  

が
読
み
落
と
し
て
い
た 

向
山
洋
一
の
こ
の
文
章

で
す
。
三
つ
目
は
…
…
」

と
、
や
る
べ
き
内
容
も
明
確
に
示
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
教
師
の
態
度
は
柔
和
、
か
つ
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

　

中
に
は
、「
児
童
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
」

と
し
て
、
仕
事
内
容
を
児
童
に
聞
い
て
い
く
教

師
が
い
ま
す
。

　

高
学
年
は
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
甘
く
な

る
時
期
で
す
。「
周
り
か
ら
一
目
置
か
れ
た
い
」

と
、
わ
ざ
と
ふ
ざ
け
た
意
見
を
言
う
児
童
も
出

て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
隙
を
見
せ
て
は
駄
目

で
す
。

　

児
童
か
ら
意
見
を
引
き
出
し
た
い
の
は
、
取

る
べ
き
態
度
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
が
、
二
つ

目
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
学
校
の
た
め
に
働
く
み
ん
な
に
、
先
生
は
感

謝
を
し
た
い
の
で
す
。
み
ん
な
が
ど
の
よ
う
に

活
動
し
た
ら
、
先
生
は
喜
び
、
み
ん
な
に
感
謝

す
る
だ
ろ
う
」

と
尋
ね
ま
す
。

　

子
供
た
ち
か
ら
は
「
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な

い
」「
真
面
目
に
や
る
」
な
ど
が
出
ま
す
。
ふ

ざ
け
た
意
見
が
出
た
ら
「
そ
れ
は
、
感
謝
し
ま

せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
否
定
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
真
面
目
に
取
り
組
む
の
が
当

然
だ
」
と
い
う
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
が
関
係

性
を
良
く
し
ま
す
。

　

委
員
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、

担
任
し
て
い
る
ク
ラ
ス
以
外
の
児
童
が

い
る
と
、
う
ま
く
関
係
性
を
つ
く
れ
ず
、

言
う
こ
と
を
聞
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

松
崎
先
生
は
、
ど
の
よ
う
に
子
供
た
ち

と
の
関
係
を
つ
く
っ
て
い
か
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

委
員
会
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
、
週

に
一
時
間
、
異
学
級
・
異
学
年
集
団
で
活

動
す
る
こ
と
は
、
児
童
に
と
っ
て
非
日
常
的
で

す
。

　

と
も
す
る
と
、
遊
び
感
覚
で
参
加
す
る
児
童

も
い
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
出
会
い
の
と
き
に
し
っ
か

り
と
関
係
性
を
築
く
こ
と
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
出
会
い
の
と
き
に
、
活
動
の
目
的
、

活
動
内
容
な
ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。
環

境
委
員
会
な
ら
ば
、

「
学
校
の
環
境
を
良
く
し
、
児
童
の
皆
さ
ん
や

先
生
、
学
校
に
来
る
多
く
の
人
た
ち
に
気
持
ち

良
く
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
」

と
は
っ
き
り
と
伝
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、

「
そ
の
た
め
に
行
う
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
す
。

一
つ
目
は
、
花
壇
に
花
を
植
え
る
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
、
分
担
し
て
花
に
水
を
あ
げ
る
こ
と

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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学校

の

物
語

新
時
代新

し
い
通
知
表
へ
の
総
点
検

向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授
・

こ
ど
も
教
育
学
科
長

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

27

し
た
こ
と
」

〇
「『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』

に
つ
い
て
は
、
各
教
科
等
の
観
点
の
趣
旨
に

照
ら
し
、
知
識
及
び
技
能
を
獲
得
し
た
り
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を
身
に
付
け

た
り
す
る
こ
と
に
向
け
た
粘
り
強
い
取
組
の

中
で
、
自
ら
の
学
習
を
調
整
し
よ
う
と
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
含
め
て
評
価
す
る
こ
と
と

し
た
こ
と
」

　

さ
て
、
あ
な
た
の
学
校
で
は
、「
個
人
内

評
価
」
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。「
見
取
る

部
分
」
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
部
分
か
。

「
粘
り
強
い
取
組
」
と
は
ど
の
よ
う
な
行
為

を
示
す
の
か
。「
調
整
」
と
は
ど
の
よ
う
な

行
為
を
さ
す
の
か
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
、
各

学
年
、
各
教
科
担
当
で
共
通
理
解
で
き
て
い

る
か
。
四
月
に
赴
任
し
た
新
卒
教
員
や
産
休

代
替
教
員
、
非
常
勤
講
師
た
ち
が
理
解
し
て

い
る
か
。

　

ぜ
ひ
、
最
後
の
総
点
検
を
し
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
新
し
い
通
知
表
の
成
功
の
是
非
に
関

わ
る
。

・
塾
の
他
校
の
人
と
比
べ
て
ど
う
か

・
田
舎
の
い
と
こ
と
比
べ
て
ど
う
か

　

こ
れ
ら
の
通
知
表
と
比
較
し
て
妥
当
性
を

も
っ
て
い
る
と
判
断
す
れ
ば
合
格
で
あ
る
。

し
か
し
、
と
か
く
人
間
と
い
う
も
の
は
自
分

に
甘
く
他
人
に
厳
し
い
。

　

万
人
が
納
得
す
る
評
価
は
難
し
い
も
の
で

あ
る
。

三	

新
し
い
通
知
表
の
成
功

　

文
部
科
学
省
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
十

九
日
に
「
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及

び
特
別
支
援
学
校
等
に
お
け
る
児
童
生
徒
の

学
習
評
価
及
び
指
導
要
録
の
改
善
等
に
つ
い

て
」
を
通
知
し
た
。

　

通
知
の
「
主
な
改
善
点
」
に
つ
い
て
の
事

項
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

〇
「『
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
』
に

つ
い
て
は
、『
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
』
と
し
て
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
を

通
じ
て
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
部
分
と
観
点

別
学
習
状
況
の
評
価
に
は
な
じ
ま
ず
、
個
人

内
評
価
等
を
通
じ
て
見
取
る
部
分
が
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に

務
主
任
の
研
修
会
で
「
新
学
習
指
導
要
領
の

準
備
の
成
否
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
二
十
日

の
午
後
六
時
に
決
ま
る
」
と
訴
え
て
き
た
。

　

こ
の
日
、
保
護
者
は
新
し
い
通
知
表
を
初

め
て
目
に
す
る
。
全
て
の
人
が
、
そ
の
学
習

評
価
に
納
得
す
れ
ば
成
功
で
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
時
代
、
七
月
二
十
日
の
夕
方

に
は
、
保
護
者
か
ら
通
知
表
の
ク
レ
ー
ム
電

話
が
よ
く
あ
っ
た
。
一
番
多
か
っ
た
の
は
、

進
学
校
と
し
て
有
名
な
Ｓ
小
学
校
。
東
京
大

学
に
近
く
、
医
師
、
大
学
教
員
、
弁
護
士
な

ど
の
子
供
が
多
数
在
籍
し
て
い
た
。
今
よ
り

も
、
私
立
中
学
校
受
験
に
出
身
小
学
校
の
成

績
が
参
考
に
さ
れ
る
時
代
。
保
護
者
も
我
が

子
の
成
績
に
敏
感
だ
っ
た
。

　

各
種
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
民
の
一
定
数
は

「
学
校
の
通
知
表
は
教
師
の
主
観
に
左
右
さ

れ
て
い
る
。
信
頼
性
、
客
観
性
に
疑
問
が
あ

る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

　

保
護
者
（
高
学
年
の
子
供
も
）
は
通
知
表

を
比
較
し
て
い
る
。

・
昨
年
の
学
級
担
任
と
比
べ
て
ど
う
か

・
音
楽
専
科
や
理
科
専
科
と
比
べ
て
学
級
担

任
の
点
の
付
け
方
は
ど
う
か

・
隣
の
ク
ラ
ス
と
比
べ
て
辛
く
な
い
か

に
こ
び
る
コ
メ
ン
ト
を
垂
れ
流
す
。「
茶
の

間
の
正
義
」
が
日
本
を
劣
化
さ
せ
る
。

二	

通
知
表
へ
の
ク
レ
ー
ム

　

間
も
な
く
、
新
し
い
通
知
表
が
納
品
さ
れ

る
。
新
学
習
指
導
要
領
に
な
っ
て
初
め
て
の

通
知
表
だ
。
十
年
に
一
度
、
通
知
表
が
全
面

改
訂
と
な
る
。

　

各
教
師
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
を
踏
ま
え

て
通
知
表
の
作
業
に
取
り
掛
か
る
。

　

各
学
校
の
こ
れ
ま
で
の
準
備
は
十
全
だ
ろ

う
か
。
評
価
の
項
目
や
観
点
、
評
価
規
準
の

合
意
は
十
分
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
を
今
読
ん
で
い
る
読
者
の
方
に
問
う
。

あ
な
た
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
で
、
新
し
い

通
知
表
へ
の
準
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
。

　

私
は
数
年
前
か
ら
、
各
地
の
管
理
職
や
教

　

し
か
し
、
一
歩
外
れ
る
と
、
う
そ
の
よ
う

に
人
の
出
入
り
が
止
ま
る
。
例
え
ば
八
幡
宮

近
く
の
源
頼
朝
の
墓
、
そ
の
す
ぐ
先
の
島
津

忠
久
や
大
江
広
元
の
墓
。
後
の
薩
摩
や
長
州

の
先
祖
が
眠
る
墓
な
ど
、
誰
も
訪
れ
な
い
。

　

観
光
地
の
訪
問
者
の
二
極
化
。
手
軽
に
検

索
で
き
て
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
す
る
場
所
は

超
満
員
。
司
馬
遼
太
郎
な
ど
の
紀
行
文
を
読

ん
で
、
旧
跡
を
巡
る
人
は
ご
く
僅
か
。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
、
観
光
地
の
み
な
ら
ず

展
覧
会
や
商
店
や
飲
食
店
で
も
顕
著
で
あ
る
。

大
衆
迎
合
の
メ
デ
イ
ア
に
さ
ら
さ
れ
る
の
も

嫌
だ
が
、
さ
り
と
て
閑
古
鳥
の
泣
く
の
も
嫌

だ
。
現
代
の
日
本
、
そ
ん
な
世
情
の
中
で
、

商
売
人
も
自
治
体
関
係
者
も
ジ
レ
ン
マ
を
抱

え
て
生
き
て
い
る
。
賢
い
人
ほ
ど
そ
う
だ
。

　

し
ば
ら
く
前
の
、「
桜
を
見
る
会
」
や
神

戸
の
教
師
「
い
じ
め
」
事
件
。
テ
レ
ビ
画
面

の
浅
薄
な
人
々
が
、
画
面
の
向
こ
う
の
聴
衆

一	

賢
い
人
々
の
ジ
レ
ン
マ

　

雨
の
北
鎌
倉
、
円
覚
寺
を
左
に
見
て
明
月

院
へ
の
道
。
ま
だ
小
さ
い
ア
ジ
サ
イ
の
花
の

寺
を
目
指
し
、
人
々
が
あ
ふ
れ
る
。

　

私
の
通
っ
た
大
学
の
学
生
寮
と
附
属
学
校

が
鎌
倉
に
あ
る
。
五
十
年
前
、
鶴
岡
八
幡
宮

へ
向
か
う
小
町
通
り
は
地
味
な
小
店
の
並
ぶ

参
道
の
裏
道
。
北
鎌
倉
も
江
ノ
電
沿
線
も
、

梅
雨
の
住
宅
地
は
閑
静
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

　

令
和
の
今
、
小
町
通
り
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
や
タ
ピ
オ
カ
片
手
の
学
生
団
体
で
あ
ふ
れ

る
。
明
月
院
へ
の
道
も
レ
ン
タ
ル
浴
衣
の
若

者
で
に
ぎ
や
か
だ
。
そ
こ
に
自
撮
り
棒
や

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
外
国
人
が
混
じ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
有
名
ス

ポ
ッ
ト
は
、
若
者
と
外
国
人
で
あ
ふ
れ
る
。

「
観
光
公
害
」
を
引
き
起
こ
す
。
そ
れ
は
、

浅
草
で
も
祇
園
や
道
頓
堀
で
も
同
様
だ
。
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向山洋一が教育界に創ってきたもの 思
い
付
き
・
我
流
の
指
導
で
は

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

素
人
の
思
い
付
き
の
よ
う
な
我
流
の
指
導
で
は
授
業
も
学
級
経
営
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
に

気
付
け
ば
、
学
級
を
荒
れ
か
ら
救
う
方
法
が
見
付
か
る
。

奥お
く 

清せ
い

二じ

郎ろ
う

解
説
：
大
阪
府
私
立
香
里
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
学
院
小
学
校

を
続
け
た
結
果
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　
い
か
な
る
「
仕
事
」「
技
量
」
で
も
、

身
に
つ
け
る
に
は
、
真
剣
な
努
力
と
修
業

が
必
要
だ
。

「
運
転
免
許
」
を
と
る
に
は
、
そ
れ
な
り

の
時
間
が
か
か
る
。「
真
剣
な
努
力
」
が

必
要
だ
。（
中
略
）

　
踊
り
の
先
生
、
書
道
の
先
生
、
ピ
ア
ノ

の
先
生
に
な
る
に
も
「
実
習
」
が
必
要
だ
。

「
人
に
教
え
る
」
た
め
に
は
、
ど
の
く
ら

い
の
「
実
習
」
が
必
要
だ
ろ
う
か
。（
中
略
）

　
最
低
で
も
「
百
時
間
」
の
「
実
習
」
が

必
要
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
新
卒

は
、
教
員
実
習
で
二
十
時
間
程
度
の
授
業

し
か
し
て
こ
な
い
。
そ
れ
よ
り
少
な
い
人

も
多
い
。
こ
れ
で
は
、
と
て
も
無
理
だ
。

　
そ
れ
に
代
わ
る
方
法
は
一
つ
し
か
な
い
。

「
模
擬
授
業
」
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
五

分
間
で
い
い
。
大
学
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
、

授
業
を
し
て
み
る
。

　
但
し
、
条
件
が
あ
る
。

　
第
一
は
、指
導
案
を
き
ち
ん
と
書
く
こ
と
。

　
第
二
は
、
上
級
者
に
見
て
も
ら
う
こ
と
。

　
こ
の
上
級
者
に
見
て
も
ら
う
こ
と
が
大

　
新
卒
教
師
の
ク
ラ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
荒

れ
る
。
子
ど
も
が
静
か
な
の
は
、
最
初
の

二
週
間
ぐ
ら
い
。
少
し
ず
つ
騒
が
し
く
な

り
は
じ
め
、
そ
の
う
ち
教
師
の
指
示
が
通

ら
な
く
な
る
。
教
師
の
指
示
に
従
わ
な
い

子
が
出
て
く
る
。
や
が
て
、
教
師
の
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
状
態
が
生
ま
れ
、
教
室

を
立
ち
歩
く
子
が
続
出
す
る
。

　
教
室
は
騒
乱
状
態
に
な
る
。

　
教
師
だ
っ
て
、
黙
っ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。

一
、
子
ど
も
の
言
う
こ
と
を
聞
く
よ
う
に

し
た

二
、
静
か
に
す
る
よ
う
説
得
し
て
み
た

三
、
う
る
さ
い
子
に
は
、
注
意
を
し
た

四
、
時
に
は
、
き
つ
く
叱
っ
た

五
、
親
に
も
連
絡
し
、
注
意
し
て
も
ら
っ

た
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ど
れ
も
、
こ
れ
も
、
ほ
と
ん

ど
効
果
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
「
子
ど
も

が
騒
ぐ
原
因
」
を
理
解
し
て
な
い
か
ら
で

あ
る
。「
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
」

が
分
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
誰
で
も
思
い
つ
く
「
シ

ロ
ー
ト
の
思
い
つ
き
」
を
や
っ
て
、
教
室

が
う
ま
く
い
く
ほ
ど
、
教
育
の
要
求
す
る

レ
ベ
ル
は
低
く
な
い
の
だ
。

　
新
卒
教
師
の
ク
ラ
ス
は
荒
れ
る
が
、
四

十
代
、
五
十
代
の
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
教
師
の
教

室
も
荒
れ
る
。

　
そ
れ
は
、
ヴ
ェ
テ
ラ
ン
教
師
が
、
二
十

年
も
三
十
年
も
「
シ
ロ
ー
ト
の
思
い
つ
き
」

切
だ
。
上
級
者
と
は
、
授
業
者
を
理
解
し

て
、
駄
目
な
所
を
そ
の
場
で
実
演
し
て
み

せ
る
人
の
こ
と
だ
。（
中
略
）

「
知
っ
て
い
る
」
と
「
で
き
る
こ
と
」
は
、

違
う
。
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
で
サ
ッ
カ
ー
を

毎
日
見
て
い
れ
ば
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と

は
多
く
な
る
。
し
か
し
、
自
分
が
「
テ
レ

ビ
の
中
の
選
手
の
よ
う
に
で
き
る
」
こ
と

は
な
い
。

「
知
識
」
と
「
技
能
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

な
の
だ
。
他
人
の
授
業
を
い
く
ら
見
て
も
、

上
手
に
は
な
ら
な
い
。
教
師
は
「
見
れ
ば

で
き
る
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
が
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
。

　
し
か
し
「
基
本
的
な
知
識
」
を
知
っ
て

お
く
こ
と
も
大
切
だ
。
大
学
で
は
、
ほ
と

ん
ど
教
え
ら
れ
て
こ
な
い
か
ら
だ
。

「
授
業
を
す
る
」
と
い
う
こ
と

「
ク
ラ
ス
を
ま
と
め
る
」
と
い
う
こ
と

　
こ
こ
に
は
大
切
な
原
則
が
あ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

二
〇
一
〇
年
四
月
号
　
明
治
図
書
）

向
山
論
文

を
、
初
め
て
向
山
氏
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
こ

れ
は
あ
ら
ゆ
る
指
導
に
当
て
は
ま
る
。

　

教
師
が
「
指
導
の
方
法
」
を
本
で
読
ん
だ
り
、

授
業
を
見
た
り
し
て
「
知
識
」
と
し
て
身
に
付

け
る
こ
と
は
大
切
だ
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
「
技
能
」
と
し
て
身
に
付

く
に
は
百
回
の
授
業
研
究
が
必
要
な
の
だ
。
毎

年
研
究
授
業
を
し
て
も
百
年
掛
か
る
。

　

そ
れ
を
模
擬
授
業
の
文
化
と
し
て
全
国
に
広

め
た
の
が
、
向
山
氏
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
あ
る
。

　

た
っ
た
五
分
で
よ
い
。
た
だ
し
、
略
案
で
も

よ
い
か
ら
指
導
案
を
書
く
こ
と
、
自
分
の
授
業

を
見
て
す
ぐ
に
駄
目
な
所
を
正
し
て
く
れ
る
上

級
者
に
見
て
も
ら
う
こ
と
の
二
つ
が
条
件
だ
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
新
卒
の
教
師
で
も
一
年

間
そ
れ
を
続
け
る
こ
と
で
、
授
業
の
基
本
を
学

び
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

だ
が
、
試
し
て
み
る
と
い
い
。
上
級
者
に
見

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
た
っ
た
五
分
の
授

業
で
も
足
が
震
え
、
声
が
出
な
く
な
る
経
験
を

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
れ
を
繰
り
返
し
、
や
が
て
子
供
た
ち
全
員

を
見
な
が
ら
、
短
い
発
問
と
指
示
で
テ
ン
ポ
良

く
授
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
我
流
で

は
、
永
遠
に
そ
こ
に
は
た
ど
り
着
け
な
い
の
だ
。

　

あ
る
年
、
二
学
期
か
ら
担
任
を
替
わ
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
若
い
先
生
の
ク
ラ
ス
が
荒
れ
、

残
念
な
こ
と
に
退
職
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
も
は
じ
め
は
う
ま
く
い
っ
て
い

た
。
そ
う
思
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
れ
ま

で
の
担
任
た
ち
の
指
導
の
結
果
で
あ
り
、
先
輩

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
の
だ
。

　

新
卒
教
師
が
自
分
の
思
い
付
き
で
学
級
を
動

か
そ
う
と
し
て
も
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
そ
れ

を
「
我
流
」
と
い
う
こ
と
を
、
向
山
洋
一
氏
は

教
え
て
く
れ
た
。
指
導
の
型
を
学
ば
ず
「
我
流
」

を
続
け
て
い
る
な
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
に
な
っ
て
も

ク
ラ
ス
は
荒
れ
る
。

　

向
山
論
文
に
あ
る
五
つ
の
項
目
は
、
誰
で
も

思
い
付
く
素
人
の
指
導
で
あ
る
。
そ
の
場
は
何

と
か
な
っ
て
も
、
次
第
に
子
供
た
ち
が
言
う
こ

と
を
聞
か
な
く
な
っ
て
い
く
。

　

四
月
は
授
業
の
仕
組
み
を
作
り
、
学
級
の

ル
ー
ル
を
構
築
す
る
時
期
だ
。
詳
し
く
は
『
新

版 

授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』（
向
山
洋
一
著

学
芸
み
ら
い
社
）
を
読
む
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

　

そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
最
低

「
百
時
間
の
実
習
」
が
必
要
で
あ
る
。

　

一
つ
の
物
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、

百
と
い
う
数
値
を
目
標
に
し
て
努
力
す
る
方
法
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尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供

たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

向山洋一先生が育った町
―旗の台・荏原町近く
由緒ある寺と神社、そして
活気ある商店街。

荏
原
町
で
昼
食

　

最
近
は
、
向
山
先
生
と
お
昼
を

ご
一
緒
す
る
こ
と
が
多
く
、
向
山

先
生
の
育
っ
た
町
を
歩
く
こ
と
が

増
え
た
。

　

旗
の
台
の
隣
の
荏
原
町
と
い
う

駅
は
、
向
山
先
生
の
ご
自
宅
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
五
分
と
掛
か

ら
な
い
。

　

駅
の
真
向
か
い
に
大
き
な
法
連

寺
と
、
そ
の
隣
に
旗
岡
八
幡
神
社

が
あ
る
。
両
方
と
も
大
変
立
派
で

由
緒
が
あ
る
。

　

駅
の
反
対
側
に
は
荏
原
商
店
街

が
あ
り
、
主
婦
と
し
て
は
、
素
通

り
で
き
な
い
。

　

向
山
先
生
が
荏
原
町
に
つ
い
て

話
し
て
く
れ
た
。

　

中
真
と
い
う
八
百
屋
さ
ん
は
、

昔
、
全
国
一
の
売
り
上
げ
を
誇
っ

て
い
た
と
い
う
。
朝
、
ト
ラ
ッ
ク

い
っ
ぱ
い
の
野
菜
を
仕
入
れ
、
そ

の
日
の
う
ち
に
全
部
売
り
切
っ
て

し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

　

向
山
先
生
の
お
母
様
は
、

「
お
ふ
く
ろ
は
、中
真
が
休
み
だ
と

荏
原
町
が
お
休
み
だ
」

と
言
わ
れ
て
い
た
と
笑
い
な
が
ら

教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
ん
な
話
を
聞
き
な
が
ら
、
荏

原
町
の
歯
医
者
さ
ん
に
付
き
合
い
、

帰
り
に
亀
七
と
い
う
お
寿
司
屋
さ

ん
に
行
く
。
出
前
な
ど
を
頼
む
昔

か
ら
向
山
家
ご
ひ
い
き
の
と
て
も

お
い
し
い
お
寿
司
屋
さ
ん
だ
。
駅

か
ら
一
分
の
所
に
あ
る
。

　

二
～
三
年
前
に
荏
原
商
店
街
側

の
駅
前
に
高
層
ビ
ル
が
建
ち
、
中

真
も
亀
七
も
そ
の
ビ
ル
の
一
階
に

あ
る
。

　

お
寿
司
屋
さ
ん
の
ほ
か
に
も
蕎

麦
屋
、
料
亭
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の

店
が
あ
る
。

　

そ
の
一
軒
一
軒
が
か
な
り
話
題

の
店
で
あ
る
。

　

亀
七
は
、
八
席
ほ
ど
の
カ
ウ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
空
い
て
い
れ
ば
、

そ
こ
に
座
る
。
テ
ー
ブ
ル
席
は
三

卓
、
十
人
ほ
ど
。
向
山
先
生
は
、

お
刺
身
を
注
文
し
、
私
は
、
ち
ら

し
寿
司
を
注
文
す
る
。
平
貝
の
磯

辺
焼
き
と
い
く
ら
お
ろ
し
も
追
加
。

　

向
山
先
生
は
、
生
ビ
ー
ル
か
カ

ロ
リ
ー
の
少
な
い
レ
モ
ン
サ
ワ
ー

を
取
り
あ
え
ず
注
文
。
そ
れ
で
我

慢
で
き
な
い
と
熱あ
つ

燗か
ん

を
一
本
。

　

ふ
と
見
る
と
、
奥
の
方
で
ご
隠

居
が
、
一
人
で
ボ
ト
ル
キ
ー
プ
ら

し
い
焼
酎
と
刺
身
で
一
献
や
っ
て

い
る
。

　

口
数
の
少
な
い
店
主
が
黙
々
と

包
丁
を
握
っ
て
い
る
。

　

私
は
、
ち
ら
し
寿
司
の
中
の
苦

手
な
食
材
を
取
り
あ
え
ず
向
山
先

生
の
お
刺
身
の
お
皿
に
移
す
。

　

注
文
の
い
く
ら
お
ろ
し
は
い
く

ら
と
大
根
お
ろ
し
と
別
の
入
れ
物

で
出
し
て
も
ら
う
。
向
山
先
生
に

は
、
も
ち
ろ
ん
大
根
お
ろ
し
、
私

は
「
た
っ
ぷ
り
の
い
く
ら
を
頂
戴

し
、
ち
ら
し
寿
司
の
ご
は
ん
に
い

く
ら
を
た
っ
ぷ
り
の
せ
、
い
く
ら

丼
に
し
て
頂
く
。

　

小
一
時
間
、
ゆ
っ
く
り
し
、
向

山
先
生
は
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な

り
、
店
を
出
る
。
店
を
出
た
と
こ

ろ
で
、
焼
き
魚
や
煮
豆
、
ひ
じ
き

な
ど
お
惣
菜
の
店
で
幾
つ
か
購
入
。

　

天
気
の
よ
い
暖
か
な
昼
下
が
り
、

踏
切
を
渡
り
、
お
寺
や
神
社
に

沿
っ
て
、
の
ん
び
り
向
山
宅
に
向

か
う
。

（
私
の
宝
物
・
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
）

ニャティティの歌③
ニャティティの弦を張り替えていたら突然、
バーンと大きな音。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
弦
は
、
今
で

こ
そ
ナ
イ
ロ
ン
（
釣
り
糸
）
だ
け

れ
ど
も
、
昔
は
、
雌
牛
の
ア
キ
レ

ス
腱
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
。

　

な
ぜ
、
雄
牛
で
は
な
く
、
雌
牛

の
ア
キ
レ
ス
腱
な
の
か
に
は
諸
説

が
あ
る
。一
つ
は
、ル
オ
ー
の
村
々

で
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
の
ほ
と
ん

ど
は
雄
牛
だ
か
ら
、
雌
牛
の
ア
キ

レ
ス
腱
が
手
に
入
れ
や
す
い
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
実
際
に
雌
牛
の
方

が
音
色
が
い
い
こ
と
。
だ
が
、
今

と
な
っ
て
は
、
雄
牛
の
ア
キ
レ
ス

腱
を
張
っ
た
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
と
雌

牛
の
ア
キ
レ
ス
腱
を
張
っ
た
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
と
を
聞
き
比
べ
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
、
真
偽
は
分
か

ら
な
い
。

　

伝
統
楽
器
と
い
っ
て
も
、
そ
の

時
代
時
代
で
使
わ
れ
る
素
材
は
変

わ
っ
て
い
く
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖

畔
で
生
活
す
る
ル
オ
ー
の
人
々
に

と
っ
て
、
釣
り
糸
は
比
較
的
簡
単

に
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
素

材
で
も
あ
る
。
私
の
師
匠
オ
ク
ム

も
、
太
さ
の
違
う
ナ
イ
ロ
ン
製
の

三
種
類
の
釣
り
糸
を
使
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
ナ
イ
ロ
ン
製
の
弦
は
吸

水
性
と
伸
縮
率
が
高
い
の
で
湿
度

に
よ
っ
て
音
程
が
変
化
し
や
す
く
、

ま
た
音
が
安
定
す
る
ま
で
に
時
間

が
掛
か
る
な
ど
の
欠
点
が
あ
る
。

　

ケ
ニ
ア
の
乾
燥
し
た
大
地
で
一

人
で
演
奏
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、

日
本
で
、
ほ
か
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
場
合
は
、

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
い
つ
も
悩
ま
さ

れ
て
い
た
。

　

三
〇
号
か
ら
一
二
〇
号
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
太
さ
の
フ
ロ
ロ
カ
ー

ボ
ン
製
の
釣
り
糸
を
釣
具
店
で
購

入
し
て
、
あ
れ
こ
れ
試
す
こ
と
に

し
た
。

　

バ
ー
ン
！　

突
然
、
大
き
な
音
。

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
胴
が
割
け
た
か

と
青
く
な
っ
た
。
よ
く
見
る
と
弦

を
留
め
る
木
製
の
テ
ー
ル
ピ
ー
ス

が
真
っ
二
つ
に
折
れ
て
い
た
。

　

オ
ク
ム
か
ら
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
を
授
か
っ
た
と
き
、

黒
い
ポ
リ
袋
も
一
緒
に
手

渡
さ
れ
た
。
中
に
は
、
蜜

蝋
と
薄
く
削
ら
れ
た
小
さ

な
板
、
細
い
竹
。
そ
れ
か

ら
、
鉛
筆
よ
り
も
一
回
り

太
く
て
七
セ
ン
チ
ほ
ど
の

木
の
棒
。

　

蜜
蝋
と
板
と
竹
は
サ
ワ

リ
の
部
分
の
ス
ペ
ア
で
あ

る
こ
と
は
す
ぐ
に
分
っ
た

が
、
木
の
棒
は
何
に
使
う

の
か
分
ら
な
い
ま
ま
。

　

実
は
テ
ー
ル
ピ
ー
ス
の

ス
ペ
ア
だ
っ
た
の
だ
。
あ

ん
な
に
堅
い
テ
ー
ル
ピ
ー

ス
が
折
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
思
い

も
よ
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
師
匠

に
は
そ
の
日
が
い
つ
か
来
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
た
ん
だ
。
オ
ク
ム

の
愛
情
を
今
更
な
が
ら
感
じ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
試
し
た
け
れ
ど
、
ナ

イ
ロ
ン
の
釣
り
糸
に
戻
す
こ
と
に

し
た
。
だ
っ
て
、
そ
れ
が
ア
レ
ゴ

村
で
鳴
っ
て
い
た
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ

の
音
色
に
一
番
近
い
か
ら
。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

今月号のテーマ
大学から見た
幼児教育のポイント

短大生と子供たちとの触れ合い　大公開！
●短大で保育者を目指す学生たちの社会貢献活動

※ 上記の写真につきまして、詳しくは76 ～ 77ページをお読みください。

地域の学童クラブで、ダイラタ
ンシー（不思議なドロドロ）を
共に体験

学童クラブで前に出て、自己紹介。
子供たちの前で話すのは場慣れが
必要

地域の保育園で子供たちの中に
入って自由に遊ぶ　

かつお節削り体験で、　
難しい活動を援助　

傘袋ロケットで困っている子を
さりげなく助ける

活動に必要なものを自主的に
集まって準備　

前に出で演示する（紙鉄砲） 保護者や園の先生と協力し合って
子供たちに演示

　次ページからの漫画で
紹介している短大生の社
会貢献活動の様子。
　学校の実習とは別に、
地域の保育園や学童に訪
問して触れ合う活動をし
ている。
　この活動には、地元で
の保育者の育成という意
味もある。

存在することに
意味がある
誰にだって活躍する場はあるのだ。

１　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
以
外
に
も

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
み
た
い
な
団
体
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
い
い
ん
だ
。
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
だ
け
で
い
い
な
ん
て
お
か
し

い
」
と
向
山
先
生
は
言
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
向
山
が
嫌
い
な
人

が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
中
に
い
て
も
い

い
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
。

　

こ
の
話
に
な
る
と
、
師
尾
先
生

と
私
は
、「
え
ー
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
だ

け
で
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」「
向

山
先
生
が
嫌
い
な
人
は
さ
よ
う
な

ら
っ
て
感
じ
」
と
反
論
（
？
）
す
る
。

　

向
山
先
生
は
、
た
と
え
対
立
す

る
相
手
で
も
、
排
除
す
る
こ
と
な

く
こ
う
言
わ
れ
る
。

「
存
在
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」

　

向
山
先
生
は
、
相
手
を
否
定
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
重
要
性
や
価

値
、
必
要
性
を
見
い
だ
せ
と
教
え

て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

低
レ
ベ
ル
の
例
え
だ
が
、
師
尾

先
生
と
私
が
誰
か
の
悪
口
を
言
っ

て
も
向
山
先
生
は
決
し
て
同
調
し

な
い
。「
で
も
ね
、
こ
う
い
う
と
こ

ろ
が
良
い
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
る
。

　

器
の
大
き
さ
と
人
格
の
違
い
を

感
じ
る
こ
と
ば
か
り
だ
。

２　

活
躍
す
る
場
は
誰
に
で
も

　
　

あ
る

　

何
よ
り
目
立
つ
こ
と
を
避
け
、

そ
の
く
せ
遅
れ
を
と
ら
な
い
よ
う
、

周
り
を
気
に
し
な
が
ら
生
き
て
き

た
私
。
そ
ん
な
平
凡
な
私
が
、
向

山
先
生
の
よ
う
に
頭
の
良
い
人
が

成
功
し
て
い
る
こ
と
を
う
ら
や
ん

で
い
た
ら
、「
誰
に
だ
っ
て
活
躍
す
る

場
は
あ
る
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。

「
オ
レ
は
職
人
が
好
き
な
ん
だ
よ

な
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
技
を

も
っ
て
い
る
人
、
何
か
に
頑
張
っ

て
い
る
人
を
向
山
先
生
は
認
め
て

い
る
。
向
山
先
生
は
頭
の
良
い
人

だ
け
が
活
躍
で
き
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。

３　

板
倉
先
生
の
寿
命
を
延
ば
す

　

向
山
先
生
が
「
誠
実
な
上
に
も

誠
実
だ
」と
認
め
る
板
倉
先
生
か
ら
、

四
月
号
拙
稿
の
感
想
を
頂
い
た
。

「
師
尾
先
生
の
『
気
を
使
っ
て
疲

れ
な
い
の
？
』
に
対
す
る
向
山
先

生
の
返
答
の
一
言
に
も
う
、
吹
き

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
・

大
・
大
感
動
で
し
た
。
私
六
十
七

年
の
人
生
、
物
心
つ
い
た
幼
少
の

砌み
ぎ
りか

ら
今
日
ま
で
、
人
知
れ
ず
気

を
使
っ
て
荒
波
を
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
の
で
、
師
尾
先
生
の
問
い

掛
け
は
、
誠
に
身
に
迫
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
の

向
山
先
生
の
見
事
な
切
り
返
し
の

ご
返
答
。
私
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の

人
間
に
と
り
ま
し
て
最
高
の
応
援

歌
（
言
葉
）
で
す
。
向
山
先
生
、

や
っ
ぱ
り
最
高
っ
す
！　

私
も
こ

れ
で
あ
と
、
数
年
は
寿
命
が
延
び

た
気
が
し
ま
す
」

　

気
を
使
っ
て
生
き
て
こ
ら
れ
た
、

誠
実
な
板
倉
先
生
の
寿
命
が
延
び

て
よ
か
っ
た
（
⁉
）。

　

板
倉
先
生
も
、
最
高
っ
す
！

︿
今
月
の
向
山
先
生
﹀

お宝資料発見。向山先生が若
い頃作成した手作りプリント
教材。拡大してご覧いただき
たい。

日本教育新聞掲載用の写真
を撮るため、わざわざワイ
シャツとネクタイに着替え
てくれた。

今月の一言。「新年度やるこ
と」デジタル・トークライン
で拡大してご覧いただきたい。
必見である。
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『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年3月にリニューアル創刊
した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティ WEB　６月号　▪CONTENTS▪
【連載】

１．教えて！　専門家……椿原正和氏
２．社会貢献活動Ｑ＆Ａ……回答：寺田真紀子氏
　　　　　　　　　　　　　質問：橋本信介氏
３．越智敏洋のNPO運営講座15……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●オンライン会議ってどうやるの？
●ペーパーチャレラン無料ダウンロードプリント特別公開！

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

ふ
る
さ
と
で
働
く
保
育
者
を
育
成
す
る

子
供
た
ち
と
の
触
れ
合
い
活
動
を
と
お
し
、

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
て
る
学
生
を
育
て
る
。

まんが：ナカジマ ヤヨイ

戸と

井い 

和か
ず

彦ひ
こ

原
作
：
愛
媛
県
・
聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

TOSS特別支援教育セミナー東京会場
（TOSS中央事務局　手塚美和）

兵庫
県

TOSS ８

兵庫県西宮市立上ケ原南小学校

伊
い

藤
とう

 道
みち

海
のみ

連絡先：Itome89@sea.plala.or.jp

学生や小中高教師が集う 
アットホームなサークル！
　参加メンバーの声を紹介する。
「小学校だけでなく中高特支学校、学生や民
間からも参加があるサークル。様々な角度か
らの実践を学べるのが魅力です。（向井）」
「百人一首大会やプログラミング教室などを
開催し、多くの子供・保護者から好評を頂い
ています。（田口）」
　ぜひ、ご参加いただきたい。

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

長野県
TOSS長野

長野県松本市立明善小学校

高
たか

見
み

澤
さわ

 信
しん

介
すけ

連絡先：takamisaw@yahoo.co.jp

「どうしてTOSSサークルに通うのか」
理由は人それぞれに
　長野県代表になり、各地のサークルへ挨拶
に行っている。どこへお邪魔しても「楽しい！」。
　私のサークルの例会は、授業検討や情報交
換、向山洋一氏の実践研究が主である。その
他、教え方セミナーの開催、社会貢献活動と
して五色百人一首教室も主催している。松本
市内にて、隔週水曜日、19時から１時間ほど
例会を行っている。

三
月
四
日
㈬	

谷
先
生
と
打
合
せ
。
夜
は
デ
ジ

タ
ル
会
議
を
「Zoom

」
で
実
施
。
木
曽
路

で
懇
親
会
。

三
月
五
日
㈭	

午
後
、
三
井
住
友
銀
行
と
打
合

せ
。
そ
の
後
研
究
所
で
経
営
会
議
。
恵
理
子

た
ち
と
。
夕
方
か
ら
「
木
曽
路
」。

三
月
七
日
㈯	

ナ
リ
カ
、
千
葉
、
小
森
他
。
向

山
は
欠
席
。

三
月
八
日
㈰	

谷
先
生
セ
ミ
ナ
ー
。
夕
方
食
事
。

三
月
十
一
日
㈬	

皮
膚
科
。
首
筋
に
あ
る
で
き

も
の
の
手
術
。

三
月
十
二
日
㈭	

中
央
事
務
局
会
議
。
ア
ネ
ッ

ク
ス
一
階
で
、「Zoom

」
会
議
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
四
十
名
の
参
加
。
谷
、
長
谷
川
、
小
嶋
、

師
尾
、
行
雄
、
向
山
は
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
か
ら

参
加
。
懇
親
会
は
荏
原
町
の
「
亀
七
」。

三
月
十
三
日
㈮	

体
調
管
理
の
た
め
の
看
護
の

打
合
せ
。

三
月
十
四
日
㈯	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
む
こ
も
ろ
セ
ミ
ナ
ー
中
止
。

三
月
十
七
日
㈫	

夕
方
か
ら
青
年
事
務
局
会
議
。

研
究
所
三
階（
向
山
の
フ
ロ
ア
）で「Zoom

」

会
議
。
谷
先
生
ほ
か
十
二
名
。

三
月
十
八
日
㈬	

東
京
タ
ワ
ー
近
く
の
芝
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
昼
食
。
向
山
の
菩
提
寺
も
東
京

タ
ワ
ー
の
す
ぐ
下
に
あ
る
。
タ
ワ
ー
の
足
場

と
墓
と
の
間
一
メ
ー
ト
ル
。

三
月
十
九
日
㈭	

夕
方
、
日
興
証
券
の
担
当
者

と
打
合
せ
。
そ
の
後
、
今
月
の
一
言
を
収
録
。

研
究
所
応
接
室
。
つ
い
で
に
日
本
教
育
新
聞

掲
載
用
の
写
真
も
撮
る
。
続
い
て
、
恵
理
子

た
ち
と
経
営
会
議
。
懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

三
月
二
十
日
㈮	

恵
理
子
た
ち
一
家
、
山
梨
へ
。

三
月
二
十
三
日
㈪	

大
田
区
立
雪
谷
小
学
校
時

代
の
教
え
子
舞
ち
ゃ
ん
と
会
う
。
幼
稚
園
の

先
生
を
し
て
い
る
。
向
山
映
像
全
集
に
も
登

場
し
て
も
ら
う
予
定
。
そ
の
後
、「
木
曽
路
」

で
話
が
は
ず
む
。

三
月
二
十
四
日
㈫	

経
団
連
の
経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
の
佐
桑
氏
と
師
尾
先
生
、
美
崎
と

S
D
G
s
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
打
合
せ
。

　

「
木
曽
路
」
で
懇
親
会
。

三
月
二
十
五
日
㈬	

午
前
中
、
大
和
証
券
と
打

合
せ
。
そ
の
後
、
浅
草
い
つ
も
の
店
で
、
板

さ
ん
、
モ
ロ
ち
ゃ
ん
と
旧
学
年
会
。

三
月
二
十
六
日
㈭	

午
後
、
研
究
所
会
議
。

三
月
二
十
八
日
㈯	

向
山
型
算
数
、
お
台
場
。

コ
ロ
ナ
で
中
止
。

三
月
二
十
九
日
㈰	

向
山
型
国
語
、
お
台
場
。

こ
れ
も
コ
ロ
ナ
で
中
止
。

2020年3月

三
月
一
日
㈰	

徳
島
講
演
が
コ
ロ
ナ
で
中
止
。

以
降
の
全
セ
ミ
ナ
ー
を
延
期
、
又
は
中
止
に
。

三
月
四
日
㈬	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会

議
を
「Zoom

」
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。

三
月
五
日
㈭	

小
学
館
『
総
合
教
育
技
術
』
誌

の
取
材
を
受
け
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
和
の
例
会
を

「Zoom

」
で
。
Ｑ
に
答
え
る
形
で
実
施
。

三
月
六
日
㈮	

都
内
の
小
学
校
で
校
内
研
。

三
月
八
日
㈰	

教
育
技
術
研
究
所
で
教
材
ユ
ー

ス
ウ
ェ
ア
の
動
画
を
撮
影
。
オ
ン
ラ
イ
ン
用
。

三
月
十
二
日
㈭	

向
山
行
雄
氏
と
『
日
本
教
育

新
聞
』
連
載
第
一
回
の
対
談
を
収
録
。
行
雄

氏
の
視
点
は
本
当
に
鋭
く
、
か
つ
温
か
い
。

三
月
十
七
日
㈫	

ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
お
誘
い
で
向

山
氏
の
超
お
宝
資
料
を
発
掘
。「
す
ご
い
」

の
一
言
。
そ
の
後
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
執
行
部
会
議
。

青
年
事
務
局
会
議
は
「Zoom

」
で
。

三
月
二
十
五
日
㈬	

東
京
都
の
一
日
の
感
染
者

数
が
四
十
一
人
に
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
研
究
を
始
め
る
。

三
月
二
十
八
日
㈯	

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ

る
？　

と
の
う
わ
さ
の
中
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
限
定

「
第
一
回
元
気
に
な
る
ぞ
！
セ
ミ
ナ
ー
」
を

「Zoom

」
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
。
百

名
の
参
加
。
大
好
評
。

特別支援教育と医療との連携を最大限に活かすには
【開催日時】	 2020年6月20日（土）
【開催場所】	 日本教育会館
【特別講師】	 河野政樹氏

虹の子どもクリニック院長。医師。小児科専門医。臨床心理士。ＮＬＰメディックスジャ
パン代表。広島大学医学部非常勤講師。日本小児心身医学会理事。世羅町特別支援教育指
導委員・広島県特別支援教育指導委員。広島県内各地の学校巡回相談を行う。分かりやす
く適切な解説で講師依頼多数。著書に『発達障害コミュニケーション初級指導者テキスト』
などがある。

【講師】長谷川博之氏、小野隆行氏、小嶋悠紀氏
【講座内容】（予定）
	 講座１　帰ってきたDr.KONO‼  子役付き模擬授業を河野ドクターが解説‼
	 講座２　講演１　河野政樹氏
	 　　　　河野ドクターが示す「医学的にOKです‼  特別支援を要する子供達への教師スキル」
	 講座３　小嶋講座
	 　　　　「長期記憶支援とマルチセンサリーを用いた普通学級でも特別支援学級でもできる支援」
	 講座４　小野講座
	 　　　　「小学校の普通学級における特別支援教育スキルを用いた効果的な学級経営」
	 講座５　長谷川講座　
	 　　　　「ライブ！  超・積極的生徒指導法を用いた特別支援を要する生徒との信頼関係の構築」
	 講座６　講演２　河野政樹氏
	 　　　　「エビデンスに基づいた自尊感情を向上させる教育スキルと合理的配慮」　
	 講座７　ミニ対談　
	 講座８　河野ドクター＆TOSS特別支援３羽ガラスが答える！  ロングQA

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、オンラインでの開催となりました。（４月20日現在）
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パンデミックに立ち向かう学校
−COVID-19 からの教訓−特集

『教育トークライン』7月号
予告　6月15日発行

向山行雄　谷和樹　　椿原正和　長谷川博之
川原雅樹　小塚祐爾　並木孝樹　塩谷直大　
小森栄治　小嶋悠紀　小野隆行　水本和希　
田中浩幸　許鍾萬

編
集
後
記		

▼
今
ま
で
に
前
例
の
な
い
学
校
の
臨
時
休
校

が
続
い
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
研
修
、
授
業
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
授
業
が
導
入
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ-

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
最
新
の
情
報
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ-

Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
戸
村
）

▼
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
に
大
変
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
指
導
法
や
授
業
展

開
、
授
業
の
在
り
方
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を

再
考
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
新
学
習
指

導
要
領
の
主
旨
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
践
し
て
い
く
の
か
が
、
今

教
師
に
問
わ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
本

誌
の
今
後
の
特
集
に
も
注
目
で
す
！
（
久
野
）

▼
今
、
正
に
世
界
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

脅
威
が
、
教
育
界
に
投
げ
掛
け
た
課
題
は
極

め
て
大
き
い
も
の
で
し
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
様
々
な
「Zoom

」
セ
ミ
ナ
ー

を
行
う
な
ど
、
最
先
端
の
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
こ
れ
は
今
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
続
き
ま
す
。「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
に

向
け
た
新
世
界
の
幕
開
け
で
す
。（
小
嶋
）

教育トークライン：第522号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「小学生理科の
指導のポイント」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL6　パスワード： t4qvzp

五色百人一首

像
は、
に
す！

本
ま
で

※アクセス方法は 8ページを
　ご覧ください。



今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。
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ジャンボ ホワイト・
TOSSノート
　スタートキット  6,000円（税込）
　追加用３枚セット 10,000円（税込）
１回のご注文につき「TOSSメモ（赤）」
を１個プレゼント。
パスワード：2zn7yu

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年3月15日～6月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

定価140円（税込）を
キャンペーン価格に！
MYノート 各色　120円（税込）
TOSSノート 各色　120円（税込）
１回のご注文につき「ミニ定規」を
１本プレゼント！　
パスワード：qpez82

五色百人一首
　スタートキット 　2,000円（税込）
　取り札・読み札 各1,100円（税込）
１回の注文につき「五色百人一首
しおり」を1セットプレゼント！
パスワード：evb1lt

４月号
で紹介！

５月号
で紹介！

　３年、４年と２年間担任した学級の「お別れ会」の写真。私がお別れ会やお楽しみ会で毎回重視するの
が「教室の飾り付け」だ。できる限り派手に企画させる。子供たちに「教室をパーティー会場に変えよう」
と呼び掛けて心に火を付ける。「飾り付け」によって子供たちの日常を非日常に変えることができる。子供
たちのテンションは最高潮に達する。毎回、私が飾り付けにこだわるのは、かつて向山洋一氏が、校長室
の家具などまで教室に持ち込んでパーティーをするという実践を残しているからだ。学年の最後に向山氏
が行ったような「圧倒的な思い出」を作ってから進級させたいと考えている。

日常を非日常に変える教室の飾り付け。

⇧２年間の感謝を一人一人が
桜の花びらにつづる。

⇦天井は折り紙で作ったチェーン
と、丸めた新聞紙の周りを花紙で
飾ったミラーボールを付けて、
立体的に飾り付ける。

⇦友達への感謝だけではなく、
教師への感謝を書いてくれる
子もいる。教師冥利につきる。

⇧黒板には「お別れ会」のタイトル表記と
「プログラム」が書かれている。この日だけは
オールカラーのチョークを準備する。

TOSS青梅教育サークル 村
むら

野
の

 聡
さとし
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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年5月15日発行（毎月1回15日発行）第522号

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「くちばし」 算数「あわせていくつ　ふえるといくつ」
小学２年　国語「スイミー」 算数「位を書く」
小学３年　国語「自然のかくし絵」 算数「大きな数の読み方」
小学４年　国語「いろいろな意味をもつ言葉」 算数「角度の測り方」
小学５年　国語「古典の世界（一）」 算数「比例」
小学６年　国語「３字以上の熟語の構成」 算数「比とその利用」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学１年　国語「くちばし」 算数「あわせていくつ　ふえるといくつ」
小学２年　国語「スイミー」 算数「位を書く」
小学３年　国語「自然のかくし絵」 算数「大きな数の読み方」
小学４年　国語「いろいろな意味をもつ言葉」 算数「角度の測り方」
小学５年　国語「古典の世界（一）」 算数「比例」
小学６年　国語「３字以上の熟語の構成」 算数「比とその利用」

中学校の授業実践
英語「生徒のやる気を引っ張り出す」
音楽「授業で心を充電」

特集 P ISA型対応
「基礎的読解力」指導法
PISA型対応
「基礎的読解力」指導法

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

今注目の読解力低下問題！
TOSSの読解力指導法はすべての子供に
学力を保障する‼

今注目の読解力低下問題！
TOSSの読解力指導法はすべての子供に
学力を保障する‼


